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ステアリングコラム

チルトステアリング

準 備 品 

###### 09904-00010 エキスパンダーセット 

24 
メインシャフト取りはずし用

09904-00020 No.1 クロウ 

0-10 
(二つ。 

09910-00015 プラーセット 0000 
令和

3 3 

09911-00011 プラークランプ SST 

チルトステアリングボルト取りはずし用

09912-00010 プラースライドハンマー 

09950-20017ユニバーサルプラー 
48 

60 

2) 09956-00010 タイティングピース メインシャフト取りはずし用

g 09042-00010 トルクスソケットレンチT30 チルト用コンプレッションスプリング脱着用

工 具 
ドリル

ステアリングロックセットボルト取りはずし用

逆タップ

油 脂 各摺動部塗布用キヤッスル·MPグリース 
その他
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9-4 ステアリングーステアリングコラム

チルトステアリングコラム

脱着構成図

ホーンボタンASSY 

25 

T=350 
ステアリングホイール

ターンシグナルスイッチASSY 

ステアリングコラムカバーロワー

ステアリングコラムカバー
アッパー

T=260 

e 
心

T=260 
ステアリングコラムASSY 

インストルメントパネル
フィニッシュロワー
No.1バネル 

T=360 

( mm 
ーフードロックレリーズレバー

(1) 

フロントビラーガーニッシュ
カバー

ヒーター ツゥ レジスターダクト 

ステアリングインターミディエイト
シャフトダストシールカバー 愛

フロントドアスカッフプレートASSY エンジンアンダーカバー

⇩ 

締め付けトルク(kg·cm) 

X1050 
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分解構成図

チルトステアリングポールASSY 
ーステアリングコラムチューブアッパー

チルトステアリングポールストッパー T=60 ⑭ 50 
2 ●シャフトスナップ カラー(外周·六角) 

リング

ターンシグナルブラケット

カラー(外周·円) 

ステアリングチルトレバー チルトステアリングポールASSY 

曽 ステアリングチルトレバーASSY 

チルトレバーロックシャフトー

ステアリングチルト月
メインシャフトベアリングスラストカラー サブレバー

2 

ベアリングー

ステアリングメインシャフトASSY 

チルトステアリング
ボールストッパー

キーランプ

イグニッションスイッチ
ロックシリンダー

4 
キーインターロックソレノイド

Eリング 

チルトステアリング
(2) ボルト

T=(50 

9 ブシュ

MED)) 
ステアリングコラム 6 
アッパーブラケット

キーアンロック Eリング 
ウォーニング
スイッチ

600 19 

(3))) y GC 

T=150 ステアリングメインシャフトブシュ
ステアリングコラムチューブASSY 

チルトレバーリテーナー

ステアリングコラムアッパーメインシャフトロワーダストカバー
イグニッションスイッチ クランプ

スナップリング
T=380 

ステアリングロックセットT=360 
ボルト

ステアリング
スライディング ステアリングインターミディエイトシャフトASSY 
ヨークASSY 

·キャッスル·MPグリース塗布 ●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

X0894 
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9-6 ステアリングーステアリングコラム

チルトステアリングコラムASSY取りはずし 

(P9-18「オート·チルトアウェイ & テレスコピッ 

クステアリングコラムASSY取りはずし」参照) 

チルトステアリングコラムASSY分解 

キー照明取りはずし

2 キーインターロックソレノイド取りはずし(A/T車) 

3 キーアンロックウォーニングスイッチ取りはずし(電磁ドアロ 

ック付き車) 

4 イグニッションスイッチ取りはずし 

5 ステアリングインターミディエイトシャフト ウイズ スライ 

ディングヨーク取りはずし

6 メインシャフトロワーダストカバー取りはずし 

7 ステアリングアッパーブラケット取りはずし 

(1) ドリルを使用して,ステアリングロックセットボルト2本に, 

逆タップが立つ穴を開ける。

X0095 

逆タップ (2) 逆タップを使用して,ステアリングロックセットボルト2本を 

取りはずす。

(3) コラムアッパープラケットおよびコラムアッパークランプを取 

りはずす。

X0696 

8 コンプレッションスプリング取りはずし 

(1) トルクスソケットレンチT30を使用して,ボルトを取りはずす。 
CV 

(2)スプリングおよびブシュ2個を取りはずす。 

注意 スプリングおよびブシュが飛び出すので,ウエスなどで 

覆って作業する。

X0992 

9 テンションスプリング取りはずし 

(1)スプリング3個を取りはずす。 

X0897 
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ステアリングーステアリングコラム 9-7 

10 チルトレバーリテーナー取りはずし 

(1) ナットおよびEリングをはずし,リテーナーを取りはずす。 

11 チルトステアリングポールストッパーレフト取りはずし 

12 チルトステアリングポールストッパーライト取りはずし 

2 

(j) 
Q 

34.7% @ 

X0898 

13 チルトステアリングポール取りはずし 
60 P 

な
(1) ナット,ワッシャー2枚,ポールライト,カラー(外周・六角) 

およびボルトを取りはずす。

(2) ステアリングチルトレバーASSY固定ボルトをはずし,ポール 

レフトおよびカラー(外周·円)を取りはずす。 

x0993 

14 ステアリングチルトレバー取りはずし 

15 ステアリングチルトサブレバー取りはずし 

16 ステアリングチルトレバーASSY取りはずし 

17 チルトレバーロックシャフト取りはずし 

18 チルトステアリングボルト取りはずし X0899 

(1) チルトステアリングボルトに,ナット(M10,ピッチ1.25mm), 

平ワッシャー(φ36mm)およびボルト(M10.ピッチ1,25mm. 

ℓ=50m)を取り付ける。 

<参考> ボルト 911111-51050 

SST ナット 90170-10004 

平ワッシャー 90201-10201 

(2) SSTを図のようにセットして,チルトステアリングボルト2本 SST 

を取りはずす。

SST 09911-00011 09912-00010 X0900 

19 ステアリングコラムチューブ取りはずし 

(1) コラムチュープを,メインシャフトASSY ウイズ コラムチ 

ューブアッパーから取りはずす。

注意 ユニバーサルジョイント部を20°以上曲げない。20°以上 ぐ

曲げるとジョイントがはずれる。

X0901 

無断複製禁止 



9-8 ステアリングーステアリングコラム

20 ステアリングメインシャフトASSY取りはずし 

(1) SSTを使用して,コラムチューブアッパー内のスプリングを結 SST 
める。

SST 09956-00010 

注意 ·ユニバーサルジョイントの樹脂部を傷つけない。 SST 

·SSTのボルトを必要以上締め付けない。 

(2) SSTを使用して,シャフトスナップリングを取りはずす。 C 
心

SST 09904-00010 09904-00020 

SST 

X0902 

(3) コラムチューブアッパーから,メインシャフトを取りはずす。 

(4)スプリング、スラストカラーおよびベアリングを取りはずす。 

x0903 

チルトステアリングコラムASSY構成部品点検,交換 

1 ステアリングロック機構点検 

(1) キーを抜いたとき,ステアリングロック機構が確実に作動する 

ことを点検する。

X0904 

2 イグニッションスイッチロックシリンダー交換 

(1)イグニッションスイッチを,ACCの位置にする。 

(2)図に示す穴に(一)ドライバーを押し込みながら,ロックシリ 

押す
ンダーを抜き出す。

(3)新品のロックシリンダーを,ACCの位置にする。 

(4) ロックシリンダーを挿入する。 

(5)ロックシリンダーが確実に固定されていることを確認する。 

(6)ステアリングロック機構の作動を確認する。 

X0905 

無断複製禁止 
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3 メインシャフトブシュ交換 

1
0

 (1)スナップリングを取りはずす。 

3 
(2) ブシュの門部3箇所を押してかん合をはずす。 

0 

(3) ブシュを取りはずす。 

(4) ブシュの凸部をコラムチューブの穴に合わせて取り付ける。 

(5) ブシュの内面にキャッスル·シャシーグリース·スペシャルを 

塗布する。
凸部

X0906 

4 ステアリングコラムチューブアッパー内ベアリング点検 

(1) チューブアッパー内ベアリングの回転具合および異音のないこ 

とを確認する。

チルトステアリングコラムASSY組み付け 

1 キヤッスル·MPグリース塗布 

(1)各摺動部にキヤッスル·MPグリースを塗布する。 

(P9-5参照) 

2 ステアリングメインシャフトASSY組み付け 

(1) メインシャフトに,ベアリング,スラストガラーおよびスプリ 

ングを組み付ける。

注意 ユニバーサルジョイント部を20°以上曲げない。20°以上 

曲げるとジョイントがはずれる。

ベアリングに方向性はない。<参考> 

(2)メインシャフトをコラムチューブアッパーに組み付ける。 

X0903 

(3) SSTを使用して,コラムチューブアッパー内のスプリングを縮 

める。

SST SST 09956-00010 

注意 ·ユニバーサルジョイントの樹脂部を傷つけない。 

·SSTのボルトを必要以上締め付けない。 

(4)SSTを使用して,新品のスナップリングを組み付ける。 SST 
SST 09904-00010 09904-00020 

c 

SST 

X0902 
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3 ステアリングコラムチューブ組み付け 

(1) コラムチューブを,メインシャフトASSY ウイズ コラムチ 

ューブアッパーに組み付ける。

0 

X0901 

4 チルトステアリングボルト選択 
00 

マーク位置 (1) コラムチューブアッパーの識別マークを確認する。 

注意 識別マークは,左右それぞれに付けられている。 0 

丁目 (2) ド記の表に従って,チルトステアリングボルトを選択する。 

マーク ボルト品番 ボルト仕様
穴位置

0.002 0 1 45856-22010 センター穴付き,D=10 0.011mm 00 
D寸法 +0.007 

センター穴無し,D=10 2 45856-22020 -0.002mm 

X0907 

5 チルトステアリングボルト組み付け 

(1) コラムチューブとメインシャフトASSY ウイズ コラムチュ 

ーブアッパーの穴を合わせる。

(2)バイスを使用して,チルトステアリングボルトを圧入する。 

X0908 

チルトレバーロックシャフト組み付け6 

7 ステアリングチルトレバーASSY組み付け 

ステアリングチルトサブレバー組み付け8 

9 ステアリングチルトレバー組み付け

00 
1 

X0699 

10 チルトステアリングポール組み付け 
6 

(1) カラー(外周·円),ポールレフトおよびボルトを組み付ける。 

(2) カラー(外周・六角),ポールライトおよびワッシャー2枚を組 
ピン

み付ける。

(3) ポールのピンが,チルトレバーおよびチルトサブレバーの長穴 

に確実に入っていることを確認する。
美

長穴 (4) ナットを仮付けする。 

(5)ステアリングチルトレバーASSY固定ボルトを組み付ける。 

X0993 
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11 チルトステアリングポールかみ合い位置調整 
反対側(左側)と同じノッチ数 

(1) ポールレフトとコラムチューブのラチェットを完全にかみ合わ 

せる。

(2) 左側と同じ位置でポールライトとコラムチューブのラチェット 

が完全にかみ合うよう,カラー(外周·六角)を回して調整する。 

<参考> カラー(外周·六角)は,ボルト穴の中心と,ポールライト 

3 かん合用穴の中心がオフセットしている。

(3) ナットを本締めする。 カラー(外周·六角) 

×0909 T=60kg.cm 

(4)チルト作動させ,左右のポールの動きが滑らかで,ラチェット 

の歯のかみ合いが確実に行われていることを確認する。

マーク

12 チルトステアリングポールストッパー選択 

(1) 図に示す打刻マークが見えるように,ポールストッパー2個を 

組み付ける。
10 マーク

c 

X0910 

(2) チルトレバーリテーナーレフトをナットで仮付けする。 

X0911 

(3) テンションスプリング2 個を組み付ける。 

C 

X0912 
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ステアリングーステアリングコラム9-12 

(4)チルトを作動させ,任意の位置でロックする。 

(5) (4)の状態で,チルトステアリングポールとポールストッパーの 

○ マークが ·致するようにポールストッパーを選択する。 

注意 選択は,左右それぞれ行う。 

<参考> ポールストッパーの種類

部位 打刻マーク 品 番 A 寸 法 

1 12.7±0.05 45893-22030 

ぐ) い マークー致 2 12.6±0.05 45893-22040 
- 

RH 3 12.5±0.05 45893-22050 X0913 

45893-22060 4 12.4±0.05 

5 12.3±0.05 45893-22070 
マーク位置

A 12.71±0.03 45893-20270 

B 12.64±0.03 45893-20280 

C 12.57±0.03 45893-20290 

I.H 45893-20300 A j) 12.50±0.03 

に 12.43±0.03 45893-20310 

F 12.36±0.03 45893-20320 

K8396 (i 12.29±0.03 45893-20330 

13 チルトステアリングポールストッパーライト組み付け 

14チルトステアリングポールストッパーレフト組み付け 

15チルトレバーリテーナ組み付け 

(1) リテーナを組み付ける。 E 
(2) ナットおよび新品のにリングを組み付ける。 0 

ば
T=150kg·cm 00 1 

16 

X0898 

16 テンションスプリング組み付け 

(1) テンションスプリング3個を組み付ける。 

注意 図に示す中央部のスプリングには方向性がある。

17 チルトステアリングポールかみ合い状態確認 

X0914 

18 コンプレッションスプリング組み付け 

(1)スプリング両端にプシュを組み付ける。 50 
(2) チルトアップ状態にする。 

(3)スプリングを組み付ける。 

(4) トルクスソケットレンチT30を使用して,ボルトを組み付ける。 

T=80kg.cm 

X0992 
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ステアリングーステアリングコラム 9-13 

19 ステアリングコラムアッパーブラケット組み付け 

(1) コラムアッパーブラケットおよびコラムアッパークランプを, 

新品のステアリングロックセットボルト2本で組み付ける。 

注意 ボルトの締め付けは,ボルトがねじ切れるまで行う。 

X0915 

20 メインシャフトロワーダストカバー組み付け 

21 ステアリングインターミディエイトシャフト ウイズ スライ 

ディングヨーク組み付け

22 イグニッションスイッチ組み付け 

23 キーアンロックウォーニングスイッチ組み付け(電磁ドアロッ 

ク付き車) 

24 キーインターロックソレノイド組み付け(A/T車) 

25 キー照明組み付け

26 チルト機構点検 

(1) チルト作動させ,可動範囲内の各位置でガタなくロックするこ 

とを確認する。

(2) 最上段以外のどの位置でロックしていても,チルトレバーの操 

作で最上段位置まではね上がることを確認する。

(3)(2)のはね上がった状態(最上段位置)で,ガタなくロックする 

ことを確認する。

チルトステアリングコラムASSY取り付け 

(P9-36「オート·チルトアウェイ & テレスコピ 

ックステアリングコラムASSY取り付け」参照) 
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サ技報ステアリングーステアリングコラム9-14 

オート·チルトアウェイ & 

テレスコピックステアリング

準備品

09609-20011 ステアリングホイールプラー ステアリングホイール取りはずし川

20283777 09904-00010エキスパンダーセット SST 

Tm 
メインシャフト取りはずし用

09904-00020 No.1クロウ 

ドリル

ステアリングロックセットボルト取りはずし用

逆タップ

工 具 六角レンチ(4mm) チルトメモリーボルトおよびナット脱着用

09042-00010 トルクスソケットレンチT30 チルト用コンプレッションスプリング脱着用

キヤッスル·MPグリース 各摺動部塗布用
油 脂 

その他
アドヘシブ1324 各ボルトおよびナットロック月
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ステアリングーステアリングコラム 9-15 

オート·チルトアウェイ & 

テレスコピックステアリングコラム

脱着構成図

T=350 
エアバッグ付き車 ホーンボタンASSY 

T=75±22 ステアリングホイール
セットボルト

(m) 

T=75±22 ステアリングホイール
バッドASSY 

ステアリングホイール ーステアリングホイール

セットボルト

ステアリングホイールロワーカバーNo.2 

母ステアリングホイール
ロワーカバーNo.3 

安全装置解除ボルト T=75±22 ボルトキャップ

↑ 

ステアリングコラムASSY 

ステアリングコラムカバーアッパー

ターンシグナルスイッチ
ASSY 

日

T=260 

心

T=360 
ステアリングインターミディエイト T=260 ステアリングコラムカバー
シャフトダストシールカバー ロワー

q山 

(株) - 7 
Ba 

ヒーター ツゥ 
レジスターダクト

é 

フロントピラーガーニッシュ
カバー

フードロックレリーズレバー

インストルメントバネルフィニッシュロワーNo.1 
バネル

ê 

フロントドアスカッフプレートASSY 

エンジンアンダーカバー

締め付けトルク(kg·cm) 

×0808 X1014 
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サ技報-16 ステアリングーステアリングコラム

分解構成図
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9-18 ステアリングーステアリングコラム

オート·チルトアウェイ & テレスコピックステア 

リングコラムASSY取りはずし 
クリップ位置

1 ステアリングホイールパッド取りはずし(エアバッグ付き車) 

: 注意 ステアリングホイールパッドは平坦な安定した場所に保

管する。またパッド面を上にして置き,絶対に物を上に 

置かない。(詳細はP10-2参照) 

2 ホーンボタン取りはずし(エアバッグ無し車) 3 

(1)スクリューを取りはずす。 

クリップ位置 (2)ホーンボタンをまっすぐ下前に引いてかん合をはずす。 

(3)コネクターを切り離す。 

ご

X0918 X0919 

3 ステアリングホイール取りはずし 

SST 
(1) ナットを取りはずす。 

(2) SSTを使用して,ステアリングホイールを取りはずす。 

SST 09609-20011 

4 フロントピラーガーニッシュカバー取りはずし 

(P11-84参照) 

5 フロントドアスカッフプレートASSY取りはずし 

(IP11-84 参照) ×0920 

6 フードロックレリーズレバー取りはずし 

(P11-84参照) 

7 インストルメントパネルフィニッシュロワーNo.1パネル取り 

はずし

(P11-84参照) 

8 ヒーター ツウ レジスターダクト取りはずし 

ステアリングコラムカバーおよびオート·チルトアウェイスイ 下面 9 

ッチ取りはずし

(1) 図に示すスクリュー2本を取りはずす。 

×1066 
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ステアリングーステアリングコラム 9-19 

(2) コラムカバーラッパーをまっすぐ持ち上げ,コラムカバーロワ 

ーとのかん合をはずす。

(3) スクリュー2本およびコネクターをはずし,オート・チルトア 

ウェイスイッチを取りはずす。

(4)スクリュー3本をはずし,コラムカバーロワーを取りはずす。 

X1067 10 ターンシグナルスイッチ取りはずし 

(1) テレスコピック機構が,縮んだ状態にする。 

(2) コネクターを切り離す。 

(3) テレスコ対応用仲縮部のクランプを取りはずす。 

(4) スクリュー4 本をはずし,ターンシグナルスイッチを取りはず 
50 

す。

11 フロントホイールライト取りはずし 

12 エンジンアンダーカバー取りはずし 

13 ステアリングインターミディエイトシャフトダストシールカバ 

一取りはずしX0921 

14 オート·チルトアウェイ & テレスコピックステアリングコラ 

ムASSY取りはずし 

(1)ステアリングスライディングヨークの,ステアリングギヤ側 

(ロワー側)ボルトを取りはずす。 

(2) クランプのボルトをゆるめる。 

(3) ボルトおよびナット4個をはずし,ステアリングコラムを取り 

はずす。

ナット2個 

ナット2個 

ステアリングスライディングヨーク

クランプ

1 

X1005 
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ステアリングーステアリングコラム9-20 

チルトステアリングモーター ウイズ ギヤ交換 

1 テンションスプリング取りはずし 

(1) スプリングを取りはずす。 

X0922 

2 コンプレッションスプリング取りはずし 

(1) トルクスソケットレンチT30を使用して,ボルトを取りはずす。 

(2) スプリングおよびブシュ2 個を取りはずす。 

注意 スプリングおよびブシュが飛び出すので,ウエスなどで 

覆って作業する。

X0923 

3 チルトステアリングモーター ウイズ ギヤ取りはずし 

(1) チルトアップ状態にする。 

(2) スクリュー2本,ナットおよびワッシャーをはずし,モーター 

ウイズ ギヤを取りはずす。 

4 チルトステアリングモーター ウイズ ギヤ取り付け 

×0994 

5 コンプレッションスプリング取り付け 

(1)スプリング両端にブシュを組み付ける。 

(2) チルトアップ状態にする。 

(3)スプリングを組み付ける。 

(4) トルクスソケットレンチT30を使用して,ボルトを組み付ける。 

T=80kg・cm 

X0923 

6 テンションスプリング取り付け 

(1)スプリングを,図に示すように取り付ける。 

X0924 
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ステアリングーステアリングコラム 9-21 

オート·チルトアウェイ & テレスコピックステア 

リングコラムASSY分解 

キー照明取りはずし

2 キーインターロックソレノイド取りはずし (A/T車) 

3 キーアンロックウォーニングスイッチ取りはずし 

4 イグニッションスイッチ取りはずし 

5 ステアリングインターミディエイトシャフト ウイズ スライ 

ディングヨーク取りはずし

6 メインシャフトロワーダストカバー取りはずし 

7 ステアリングダンパー取りはずし(エアバッグ付き車) 

2 (1)ボルト2本,ナット2個およびワッシャーをはずし,ステアリ 

ングダンパーを取りはずす。

<参考> ステアリングダンパーとダンパーブラケットは,ボール 

ジョイント部を一度かん合させると,取りはずせない。 

X0925 

(2) スペーサーおよびトーションスプリングを取りはずす。 

X0926 

8 ステアリングコラムアッパーブラケット取りはずし 

(1) ドリルを使用して,ステアリングロックセットボルト2本に, 

逆タップが立つ穴を開ける。

X0927 

(2) 逆タップを使用して,ステアリングロックセットボルト2本を 

取りはずす。

(3)アッパーブラケットを取りはずす。 

逆タップ

X0928 
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9-22 ステアリングーステアリングコラム

9 テレスコレバーセレーションアタッチメント取りはずし 

(1) ナットをはずし,アタッチメントを取りはずす。 

注意 アタッチメントを取りはずす前に,テレスコ作動のロッ 

クは解除しておく。

1/2 

X0929 

10 テレスコピックステアリングレバー取りはずし 

(1)ボルトをはずし,カラー,レバーおよびワッシャーを取りはず 
0 

す。

(2)ボールおよびコンプレッションスプリングを取りはずす。 

2 

X0930 

11 テレスコレバーロックボルト取りはずし 

(1)ロックボルトを取りはずす。 (1) 

X0931 

12 ステアリングコラムチューブストッパー取りはずし 

(1)ストッパーを取りはずす。 ( 

X0982 

13 ブレイクアウェイ ウイズ カプセルブラケット取りはずし 

(1) SSTを使用して,シャフトスナップリングを取りはずす。 

SST 09904-00010 09904-00020 

SST 

X0933 
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ステアリングーステアリングコラム 9-23 

(2) プレークアウェイ ウイズ カプセルブラケットを取りはずす。 

(3)ロックウェッジ2個を取りはずす。 

(4)ステアリングメインシャフトロワー取りはずし 

注意 セレーション部には,ゴミなどを絶対に付着させない。 

(5) ステアリングシャフトスラストストッパーを取りはずす。 

(6)ボルト2本をはずし,コネクターブラケットを取りはずす。 

負傷C 

X0934 

14 コンプレッションスプリング取りはずし 

(1) トルクスソケットレンチT30を使用して,ボルトを取りはずす。 

(2)スプリングおよびブシュ2個を取りはずす。 

注意 スプリングおよびブシュが飛び出すので,ウエスなどで 

覆って作業する。

X0935 

15 テンションスプリング取りはずし 

(1)スプリング3個を取りはずす。 

×0936 

16 ステアリングチルトレバーA取りはずし 

(1) ナットおよびワッシャーをはずし,チルトレバーAを取りはず 

す。

(2) スプリングおよびステアリングチルトサブレバーAを取りはず 

す。$ 
f 

1 (3)ボルトが抜けないように,取りはずしたナットを仮付けする。 

X0987 

無断複製禁止 



ステアリングーステアリングコラム9-24 

17 メモリー機構取りはずし 

(1) ナット3個およびワッシャー2枚を取りはずす。(コラムダン 

パーなし車) 

(2) ナットおよびワッシャーを取りはずす。(コラムダンパー付き 

2 
車) é 

(3) スペーサーおよびトーションスプリングを取りはずす。(コラ ( 

(6) 
ムダンパーなし車) 

心
(4)チルトメモリープレートNo.2 & No.1およびスペーサー2 1 

個を取りはずす。X0938 

18 チルトレリーズレバーA取りはずし 

(1) ナットおよびワッシャーをはずし,レバーを取りはずす。 

Q 

3 
1 

X0989 

19 チルトレバーリテーナーA取りはずし 

(1) ナット3個およびワッシャー2枚をはずし,リテーを取り 

はずす。

8 @ 
10 

CC 

X0940 

20 チルトレバーリテーナーサブASSY取りはずし 

(1) Eリングを取りはずす。 

(2) リテーナーを取りはずす。 

21 チルトステアリングポールストッパーライト取りはずし 

(1)ポールストッパーを取りはずす。 
@ 

(2) Eリングをはずし,スペーサーを取りはずす。 

C 10 

X0995 

22 チルトステアリングポールライト取りはずし 

(1) 仮付けのナットをはずし,ポールカラーおよびボルトを取りは 

ずす。

23 ステアリングチルトレバーB取りはずし 

1 

X0941 

無断複製禁止 



ステアリングーステアリングコラム 9-25 

24 チルトレバーリテーナーB取りはずし 

(1)六角レンチ(4mm)を使用して,ボルトを固定しながらナット 

およびカラーを取りはずす。

X0942 

(2) チルトステアリングストッパーNo.1を取りはずす。 

(3) Eリングを取りはずす。 

(4) チルトレバーリテーナーB,ステアリングチルトレバーCおよ 

びステアリングチルトサブレバーBを一体で取りはずし,分解 

する。

(5) スペーサーおよびチルトステアリングポールストッパーレフト 

を取りはずす。

C 

X0943 

25 チルトレバーブラケット取りはずし 

26 チルトステアリングポールレフト取りはずし 

80 (1)ポールおよびカラーを取りはずす。 G 

X0944 
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ステアリングーステアリングコラム9-26 

27 ステアリングチルトサプレバーC取りはずし 

28 チルトレリーズレバーB取りはずし 

29 チルトレバーロックシャフト取りはずし 
2000 

X0945 

30 チルトステアリングモーター ウイズ ギヤ取りはずし 

(1) チルトアップ状態にする。 

(2) スクリュー2本,ナットおよびワッシャーをはずし,モーター 12 
0 

ウイズ ギヤを取りはずす。 

* 

X0946 

31 チルトメモリーボルト取りはずし 
@ 

(1)六角レンチ(4mm)を使用して、メモリーボルトおよびスク 

エアーナットを取りはずす。

32 チルトステアリングボルト取りはずし 

(P9-7「チルトステアリングコラムASSY分解」の18参照) 

X0947 

33 ステアリングコラムチューブ取りはずし 

34 ステアリングメインシャフトアッパー取りはずし 

(P9-8「チルトステアリングコラムASSY分解」の20参照) 

オート·チルトアウェイ & テレスコピックステア 

リングコラムASSY構成部品点検,交換 X0996 

1 ステアリングロック機構点検 

(P9-8参照) 

2 イグニッションスイッチロックシリンダー交換 

(P9-8参照) 

3 ステアリングコラムチューブアッパー内ベアリング点検 

(P9-9参照) 

4 ステアリングコラムチューブ内ベアリング点検 

(1)ベアリングの回転具合および異音のないことを確認する。 
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サ技報
ステアリングーステアリングコラム 9-27 

オート·チルトアウェイ & テレスコピックステア 

リングコラムASSY組み付け 

1 キヤッスル·MPグリース塗布 

(1) 各摺動部に,キャッスル・MPグリースを塗化する。 

(P9-16参照) 

2 ステアリングメインシャフトアッパー組み付け 

(P9-9「チルトステアリングコラムASSY組み付け」の2参照) 

3 ステアリングコラムチューブ組み付け 

(1) コラムチューブを,メインシャフト ウイズ コラムチューブ 

アッパーに組み付ける。

X0996 

4 チルトステアリングボルト選択 

(1) コラムチューブアッパーの識別マークを確認する。 マーク位置

2 注意 識別マークは,左右それぞれに付けられている。 
00 

0 0 
(2) 下記の表に従って,チルトステアリングボルトを選択する。 2 

部位 マーク ボルト品番 ボ ル ト 特 徴 

センター穴付き,D=10_0.002 RH 
D寸法 LH 穴位置 1 45855-22010 0.001mm RH 

2 センター穴なし,D=10±0.007mm 45855-22020 
0.002 ★ 

センター穴付き,D=10=0.002mm 1 45856-22030 
LH 

センター穴なし,D=10±0.007 2 45856-22040 X094B 0.002mm 

5 チルトステアリングボルト組み付け 

(P9-10参照) 

6 チルトメモリーボルト組み付け 

(1) メモリーボルトのネジ部に,アドヘシブ1324を塗化する。 

(2) 六角レンチ(4mm)を使用してメモリーボルトおよびスクエア 

ーナットを組み付ける。

T=65kg・cm 

X0947 

7 チルトステアリングモーター ウイズ ギヤ組み付け 

(1)チルトアップ状態にする。 

1 (2) モーター ウイズ ギヤを,スクリュー2本,ワッシャーおよ 
Q 

びナットで組み付ける。

C 

X0946 
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8 チルトレバーロックシャフト組み付け ビン

9 チルトレリーズレバーB組み付け 

(1)レバーを組み付ける。 
( 

注意 レバーのピンを,チルトステアリングモーター ウイズ 

ギヤのアームに確実にかん合させる。

アーム 10 ステアリングチルトサブレバーC組み付け 

11 ステアリングチルトレバーB組み付け 

X0949 

12 チルトステアリングポール組み付け 

(1) カラー(外周·円)およびポールレフトを組み付ける。 

(2) カラー(外周·六角)およびポールライトを組み付ける。 

(3) ポールのピンが、チルトレバーおよびチルトサブレバーの長穴 
(1) 

に,確実に人っていることを確認する。 

13チルトレバーブラケット組み付け 
長穴

ピン

X0950 

14 チルトステアリングポールかみ合い位置調整 

(1)ボルトおよびナットを仮付けする。 名

(3) 

X0951 

(2) ポールレフトとコラムチューブのラチェットを完全にかみ合わ 

せる。

(3) 左側と同じ位置でポールライトとコラムチューブのラチェット 

が完全にかみ合うよう,カラー(外周·六角)を回して調整する。 

<参考> カラー(外周·六角)は、ボルト穴小心と、ポールライト 

かん合川穴中心がオフセットしている。
反対側
(左側)と同じ 

注意 ·調整後,カラー(外周·六角)を回さない。 ノッチ数

·ボルトおよびナットは,仮付けのままにしておく。 
カラー(外周·六角) 

X0952 

15 チルトステアリングポールストッパー選択 

(1)ポールストッパーを組み付ける。 

00 80 

X0953 
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ステアリングーステアリングコラム 9-29 

(2) チルト作動させ,任意の位置でロックする。 

(3)(2)の状態で,テンションスプリングを組み付ける。 

X0954 

(4)(2)の状態で,テンションスプリングの片側を組み付け,もうに 

方を図に示す位置まで引っ張る。

X0955 

(5) (3), (4)の状態で,チルトステアリングポールと,ポールストッ 

パーのマークが一致するように,ポールストッパーを選択する。 

注意 選択は,左右それぞれで行う。 6) 

<参考> ポールストッパーの種類

部位 マーク A 寸 法 

マークー致 1 12.71±0.03 45893-20190 

2 12.64±0.03 45893-20200 

3 12.57±0.03 45893-20210 

X0956 RH 4 12.50±0.03 45893-20220 

5 12.43±0.03 45893-20230 

6 12.36±0.03 45893-20240 
マーク位置

7 12.29±0.03 45893-20250 

A 12.71±0.03 45893-20260 

B 12.64±0.03 45893-20270 

C 12.57±0.03 45893-20280 A 

1.H D 12.50±0.03 45893-20290 行

に 12,43±0.03 45893-20300 

K8396 F 12.36±0.03 45893-20310 

G 12.29±0.03 45893-20320 

16 チルトステアリングポールストッパー組み付け 

(1)ポールストッパーを組み付ける。 

(2) スペーサを,新品のドリングで組み付ける。 

(イ) 

x0997 
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ステアリングーステアリングコラム9-30 

17 チルトレバーリテーナーB組み付け 

(1) スペーサーを組み付ける。 

(2) ステアリングチルトサブレバーB,ステアリングチルトレバー 

CおよびチルトレバーリテーナーBを組み付ける。 

(3)新品のEリングを組み付ける。 

(4) チルトステアリングストッパーNo.1を組み付ける。 

(5)ボルトを,ネジ部切り欠きを下側(図中)に向けて組み付ける。 

(6) ナットを仮付けする。 

C 

×099B 

18チルトレバーリテーナーA組み付け 

√ 
(1) リテーナーを,ワッシャー2枚およびナット3個を組み付ける。 ( ) 

3 

5) 
6 9 2 

X0957 

19 チルトレリーズレバーA組み付け 

(1)レバーを,ワッシャーおよびナットで組み付ける。 

(2) レバーのピンが,図に示す長穴に確実に入っていることを確認 

する。

5 
✓ 

ピン

長穴

X0958 
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ステアリングーステアリングコラム 9-31 

(3) テンションスプリングを,図のように組み付ける。 

x0999 

20 チルトステアリングポールかみ合い位置調整 

(1) テンションスプリングを,図に示すように組み付ける。 

(2)ポールのかみ合い位置調整を行う。(P9-28参照) 

注意 仮付けのナットを本締めするまでは,カラー(外周・六角) 

を回さないように注意する。

X0959 

21 チルトレバーリテーナーサブASSY組み付け 

(1) リテーナーを,新品のEリングで組み付ける。 

0 
60 

X0960 

22 メモリー機構組み付け 

(1)チルトメモリープレートNo.1 & No.2およびスペーサー2 

個を組み付ける。

(2) トーションスプリングおよびスペーサーを組み付ける。 

(e (3)ワッシャー2枚およびナット3個を組み付ける。 
福

1 

re 

X0961 
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ステアリングーステアリングコラム9-32 

23 ステアリングチルトレバーA組み付け 

(1) 仮付けのナットを取りはずす。 

(2) ステアリングチルトサブレバーA,スプリング,チルトレバー 

Aおよびワッシャー2枚を組み付ける。 

(3) ナットを組み付ける。 

T=60kg.cm 

1 
1 
√ 

A 

A視 

×1000 

(4)テンションスプリングを組み付ける。 

X0962 
24 アップロック調整用カラー選択 

(1) チルトステアリングモーター ウイズ ギヤにバッテリー電) 

をかけ,ステアリングコラムをチルトアップロック状態(アー 

ムが伸びた状態)にする。 

A 
(2) チルトアップロック状態で,ステアリングコラムにガタが生じ 

ないように,図に示す箇所に入るカラーを選択する。 

<参考> カラーの種類( コ

品 番 カラー A   法 
○ 

12.8±0.1 45813-20100 グリーン(メッキ) 

X0963 
イエロー(メッキ) 12.6±0.1 45813-20110 

ホワイト(メッキ) 12.4±0.1 45813-20120 

ナチュラル 12.2±0.1 45813-20130 

45813-20140 ブルー(インク) 12.0±0.1 

レッド(インク) 11.8±0.1 45813-20150 

グリーン(インク) 11.6±0.1 45813-20160 

ピンク(インク) 11.3±0.1 45813-20170 

(3) ナットのネジ部に,アドヘシブ1324を塗布する。 

(4)ナットを組み付ける。 

T=65kg.cm 
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ステアリングーステアリングコラム 9-33 

25 コンプレッションスプリング組み付け 

(1) スプリング両端にブシュを組み付ける。 

(2) チルトアップ状態にする。 

(3) スプリングを組み付ける。 

(4) トルクスソケットレンチT30を使用して,ボルトを組み付ける。 

T=80kg.cm 

X0935 

26 ブレイクアウェイ ウイズ カプセルブラケット組み付け 

(1)ロックウェッジ2個を組み付ける。 

注意 ロックウェッジのステアリングチューブ接触面には,グ 

リースを付着させない。

テレスコ
レバー

ロックウェッジ

X0964 

(2) コネクターブラケットを,ボルト2本で組み付ける。 

(3) ステアリングシャフトスラストストッパーを組み付ける。 

(4) ステアリングメインシャフトアッパーおよびロワーのセレーシ 

ョン部に付着しているゴミなどを完全に取り除く。

(5)セレーション部に,キヤッスル·MPグリースを塗布する。 

(6) ステアリングメインシャフトロワーを,セレーションの歯が加 

工されていない箇所を合わせて組み付ける。

(7) セレーションがスムーズに摺動することを確認する。 

(8) ブレイクアウェイ ウイズ カプセルブラケットを組み付ける。 

(1) 

X1001 

(9) SSTを使用して,新品のシャフトスナップリングを組み付ける。 

SST 09904-00010 09904-00020 

X0933 
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ステアリングーステアリングコラム9-34 

27 ステアリングコラムチューブストッパー組み付け 

(1) ストッパーを組み付ける。 C 

T=195kg·cm 

X0932 

28 テレスコレバーロックボルト組み付け 
1 ダブルナット

(1) ステアリングコラムを,ボデー収り付け面を上にして,テレス 

ピック機構がもっとも伸びた状態とする。

(2) ロックボルトにダブルナットをかけ,T=160kg·cmで締め付け 

る。

<参考> この作業により,ロック機構の初期なじみが得られる。 

(3) ロックボルトをゆるめる。 

(4)ロックボルトを締め付ける。 

T=75kg・cm X0965 

<参考> この作業により,テレスコピック機構はロック状態とな 

っている。

0 (5) ロックボルトを向さないように、ダブルナットを収りはずす。 

29 テレスコピックステアリングレバー組み付け 

(1) コンプレッションスプリングおよびボールを組み付ける。 

(2) ワッシャー,レバーおよびカラーを組み付ける。 

(3)ボルトを組み付ける。 

T=260kg.cm 

(4)レバーを操作して,ボールがレバーの回部とかん合することを x0966 

確認する。

30 テレスコレバーセレーションアタッチメント組み付け 

(1) テレスコピックステアリングレバーを,ブレイクアウェイ ウ 

イズ カプセルブラケットに当たるまで操作する。(車両搭載 合わせる

時のレバーロック位置にする。) 

(2) アタッチメントのマークを,レバーのマークと合わせて組み付 

ける。

当てる (3)ナットを組み付ける。 

X0967 T=130kg・cm 

31 ステアリングコラムアッパーブラケット組み付け 

(1) アッパーブラケットを,新品のステアリングロックセットボル 

ト2 本で組み付ける。 

注意 ボルトの締め付けは,ボルトがねじ切れるまで行う。 

X0968 
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ステアリングーステアリングコラム 9-35 

32 ステアリングダンパー取り付け(エアバック付き車) 

(1) メモリー機構のナット2個およびワッシャーを取りはずす。 
← 

Te 
(2)ボルト2本およびナット2個のネジ部に,アドヘシブ1324を塗 

X 

介する。

(3) ステアリングダンパーを、ボルト2本、ナット2個およびワッ 

シャーで取り付ける。

1 

X0925 

33 メインシャフトロワーダストカバー組み付け 

34 ステアリングインターミディエイトシャフト ウイズ スライ 

ディングヨーク組み付け

35 イグニッションスイッチ組み付け 

36 キーアンロックウォーニングスイッチ組み付け 

37 キーインターロックソレノイド組み付け(A/T車) 

38 キー照明取りはずし 

39 チルト機構点検 

(1)オートアップロックを解除する。 

(2) チルト作動させ,可動範囲の各位置でガタなくロックすること 

を確認する。

(3) 最上段以外のどの位置でロックしていても,チルトレバーの操 

作で最上段位置まではね上がることを確認する。

(4) (3)のはね上がった状態(最上段位置)で,ガタなくロックする 

ことを確認する。

(5) チルトステアリングモーター ウイズ ギヤにバッテリー電圧 

を掛けオートアップロック状態(アームが伸びた状態)にする。 

(6) ガタなくロックしていることを確認する。 

40 テレスコピック機構点検 

(1) テレスコピックレバーの操作がスムースに行われることを確認 

する。

(2) ロックを解除した状態で,沖縮がスムースに行われることを確 

認する。

(3) テレスコピックレバーの操作により,ロックが確実に行われて 

いることを確認する。
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オート·チルトアウェイ & テレスコピックステア 

リングコラムASSY取り付け 

1 オート·チルトアウェイ & テレスコピックステアリングコラ 

ムASSY取り付け 

(1)ステアリングスライディングヨークのコラム側(アッパー側) 

ボルトを仮締めにする。

(2) ステアリングコラムを車両にセットする。 

(3)ボルトおよびナット4個を取り付ける。 

T=260kg・cm(ナット) 

(4) クランプのボルトを締め付ける。 

(5) ) ステアリングスライディングヨークのギヤ側(ロワー側)ボル 

トを取り付ける。

T=360kg・cm 

(6) ステアリングスライディングヨークのコラム側(アッパー側) 

ボルトを締め付ける。

T=360kg·cm 

ナット2個 

ナット2個 

ステアリングスライディング
ヨーク

クランプ

⑥ 

×1004 

2 ステアリングインターミディエイトシャフトダストシールカバ 

一取り付け

3 エンジンアンダーカバー取り付け

4 フロントホイールライト取り付け

5 ターンシグナルスイッチ取り付け

6 ステアリングコラムカバーおよびオート·チルトアウェイスイ 

ッチ取り付け

7 インストルメントパネルフィニッシュロワーNo.1パネル取り付け 

8 フードロックレリーズレバー取り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



ステアリングーステアリングコラム 9-37 

9 フロントドアスカッフプレートASSY取り付け 

10 フロントピラーガーニッシュカバー取り付け 

11 ステアリングホイール取り付け 

12 ホーンボタン取り付け 

13 ステアリングホイールパッド取り付け(エアバッグ付き車) 

注意 ステアリングホイールパッドは平坦な安定した場所に保

管する。またパッド面を上にして置き,絶対に物を上に 

置かない。(詳細はP10-2参照) 
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9-38 ステアリングーステアリングコラム

オート·チルトアウェイシステム 

準備品

トヨタエレクトリカル
89082-00012 

テスター

計 器 各部点検川

09083-00060ミニテスターリード 

(1) 

部品配置図

オート·チルトアウェイスイッチ 
チルトステアリングコンピューター

モーター

アンロックウォーニング
スイッチ

J/日No.1 

GAUGE・15A 

X0972 
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ステアリングーステアリングコラム 9-39 

単体点検

注意 各部品点検のため,ステアリングホイールパッド(エア 

バッグ付き車)を取りはずした場合は,パッドを平坦な 

安定した場所に保管する。またパッド面を上にして置き

絶対に物を上に置かない。(詳細はP10-2参照) 

モーター

1 モーター作動点検 

125 アーム

(1) ①端子にバッテリーの土,②端子にバッテリーの(一の一を接続した [o ○ 

とき,アームが縮むことを確認する。 

注意 バッテリー電圧を,必要以上にかけない。 

(2) ②端子にバッテリーの土,①端子にバッテリーの(を接続した 

とき,アームが伸びることを確認する。 

0 注意 バッテリー電圧を,必要以上かけない。 

X0969 
オート·チルトアウェイスイッチ 

OFF 
ON 

1 オート·チルトアウェイスイッチ導通点検 

(1)スイッチ各端子間の導通を点検する。 

基準 導通あり

端子 1 2 スイッチ

OFF 

0 N ○ ○ 

1 2 2 7 
X0970 

アンロックウォーニングスイッチ

(P11-32参照) 

チルトステアリングコンピューター

前点検

3 4 5 6 (1)コンピューターのコネクターをはずし,車両側コネクターの各 

端子間で,導通および電圧を確認する。 

<参考> 以下の点検結果が正常で,オートアウェイ作動が不良の 

S-6-1 場合は,コンピューターの不良が考えられる。 
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9-40 ステアリングーステアリングコラム

基準

端子番号 項目 点検検 件 基準

6・・アース 電圧 イグニッションスイッチ OFF-DN 0 +10~14V 

1 ··アース 電圧 オート·チルトアウェイスイッチ OFF-ON 0-10~14V 

導通 常時 導通あり3 · ース 

4←5 導 通 常時 導通あり

電磁ドアロック付き車は,ドアコントロールリレーのコネクターを切り離す。ワイ 

ヤレスドアロックリモートコントロール付き車は,上記作業に加え,ワイヤレスド 

導 通 アロックメインスイッチをOFFにする。 導通あり→なし 2 ----ス 

(上記作業により,2端子にかかっている電圧がなくなる。) 

イグニッションキーを差し込む→抜く 

2 チルトステアリングコンピューター点検 

(1) コンピューターのコネクターを接続し,各端子間の電圧,導通 

およびパルスを確認する。

2 

6 5 4 3 

S-6-2 基準

端子番号 項目 点 検     条 件 基 準 

6 +- アース 電 圧 イグニッションスイッチ OFF ·ON 0-10~14V 

1 …→アース 電 圧 オート·チルトアウェイスイッチ OFF→ON 0 -10~14V 

3 ··アース 導  常時 導通あり

※3 ※一 
4 →アース パルス なし→1回発振 

オート·チルトアウェイスイッチ ON,イグニッションキーを差し込む一抜く (オートアウェイ作動) 

※2 ※3 
なし・1回発振 5·ートアース パルス

オート・チルトアウェイスイッチ ON,イグニッションキーを抜く→差し込む (アップロック解除) 

オート·チルトアウェイスイッチ ON,6端子にバッテリー電圧をかける。 
4 ·アース パルス なしー▶なし 

イグニッションキーを差し込むー抜く

※1 . 

の後になると,オートアウェイ作動しない。 

また,「IGキーを差し込む」のときにバッテリー電圧が異常低下しており,「IGキーを抜く」のときに電圧が復帰していても 

オートアウェイ作動しない。この場合は,正常なバッテリー電圧のときに,1Gキーを差し込んで抜くことにより正常作動と 

なる。

※2 . 

の後になると,アップロックを解除しない。 

また,「1Gキーを抜く」のときにバッテリー電圧が異常低下しており,「IGキーを差し込む」のときに電圧が復帰していても 

アップロック解除しない。この場合は,正常なバッテリー電圧のときに,IGキーを抜いて差し込むことにより正常作動とな 

る。

※3……「1回発振」とは,約1.7秒間の約10V電圧を示す。 
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ステアリングーフロントステアリング 9-41 

フロントステアリング

準 備 品 

フロントハブ アンド ドライ 

000 

D
A

 

09608-20012 ブピニオンベアリングツール

00 (三) セット(0) 

ラックハウジング内ステアリングラック用
09608-00040 リプレーサー 

オイルシール取り付け川(4S-FEの2WS) 

09610-20012 ピットマンアームプラー ナックルアーム切り離し用

ラックアンドピニオン

09612-00012 ステアリングラックハウジング ステアリングギヤ固定用(2WS) 

スタンド

6 
ステアリングギヤハウジング11 09612-10093 00 
オーバーホールツールセット

9 

ラックガイドスプリングキャップおよびベアリン

09612-10022 ヘキサゴンレンチ グガイドナット脱首および固定用(2WS) 

ステアリングギヤプレロード調整川(2WS) 

ステアリングピニオン
SST 09612-10061 ステアリングラック取りはずし用

ベアリングリプレーサー

ボールジョイントロック
09628-10020 ラックエンド脱着用

ナットレンチ

ステアリングギヤハウジング
09612-24014 

オーバーホールツールセット

ステアリングラック ラックハウジングキャップ(人力軸側)脱着用 
09617-22030 

エンドレンチ (4WS) 

ステアリングラック脱着用
09617-24011 ステアリングラックレンチ 

ステアリングギヤプレロード調整用(4WS) 

ステアリングピニオンベアリン ラックガイドスプリングキャップロックナットお

転倒 09617-24020 グアジャスティングスクリュー よびペアリングガイドナットロックナット脱着用

ロックナットレンチ (2WS) 

ラックハウジング内コントロールバルプ用
ステアリングウォーム

09612-30012 オイルシールおよびペアリング取りはずし用
ベアリングプラー

(4WS) 
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9-42 ステアリングーフロントステアリング

ステアリングウォームベアリン ラック & ピニオンなじませ川 
09616-00010 

グアジャスティングソケット ステアリングギヤプレロード調整用

ステアリングウォームベアリン

09616-30020 グアジャスティングスクリュー ベーンポンププーリー脱荷川

レンチ

ラックハウジングキャップ(出力軸側)脱行用 
ステアリングラック

09617-14010 (4WS) 
エンドレンチ

ステアリングギヤプレロード調整用(4WS) 

3 ラックガイドスプリングキャップロックナット脱
09617-14020 ロックナットレンチ 

芥用(4WS) 

0 
ラックハウジングキャップロックナット脱着用

09617-14030 ロックナットレンチ 
(4WS) 

ステアリングギヤボックスリプ
(日) 09620-30010 
Φ レーサーセット

0 

ステアリングセクターシャフト ラックハウジング内ステアリングラック用
09624-30010 

オイルシールリプレーサー オイルシール収りはずし用(4WS) 

SST 
3 パワーステアリングギヤ

09630-00012 ハウジングオーバーホール 

ツールセット

09631-00020 ハンドル 各部脱行用

09631-00131 ベーンポンプブラケット ステアリングギヤ固定用(4WS) 

円
ステアリングラックオイル

09630-24013 
シールツールセット

コントロールバルブハウジング内オイルシールお

バルブキャップオイル よびベアリング取りはずし川
09620-24010 

ラックハウジングキャップ(出力軸側)内オイル シールリムーバー

シール取りはずし用(4WS) 

コントロールバルブハウジング内オイルシール取
バルブキャップオイルシール

09620-24020 り付け用 ラックハウジングキャップ(ハナ州側) 
リプレーサー

内オイルシール取り付け用(4WS) 

コントロールバルブハウジング内ベアリング取り
バルブキャップベアリングリプ

09620-24030 付け用 シリンダーエンドストッパー取り付け用 
レーサー

(2WS) 
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09620-24040 シールリングガイド 

コントロールバルブ川テフロンリング取り付け用

(2WS) 

09620-24050 シールリングツール 

ラックハウジング内コントロールバルブ用オイル

09631-24070 オイルシールリプレーサー シール取り付け(2WS) シリンダーエンドス

トッパー取り付け(4WS) 

09631-12020ハンドル 各部脱着川

2 

ステアリングラックオイルシー1 09631-12070 
ルテストツール

4 
ステアリングギヤ玄密点検用

い 09633-00010バッキン 

ラックハウジング内ステアリングラック用
09631-20031 オイルシールBリムーバー 

オイルシール取りはずし(2WS) 

SST 09631-20070 シールリングガイド 

コントロールバルブ川テフロンリング取り付け用

(4WS) 

09631-20081 シールリングツール 

ステアリングラックおよびオイルシール取り付け
09631-20102 ステアリングラックHカバー 

川(2WS) 

ステアリングラックおよびオイルシール取り付け
09631-20111 ステアリングラックGカバー 

用(4 WS) 

パワーステアリングホース プレッシャーフィードチューブおよびプレッシャ
09631-22020 

ナットレンチセット ーゲージ脱着用

ラックハウジング内ステアリングラック用オイル
09631-32010 オイルシールリプレーサー 

シール取り付け用(4S-FEの2WS以外) 

KE 
パワーステアリング

09633-00020 ターンプレッシャーチューブ脱着用
ホースナットレンチ

アッパーボールジョイント ラックハウジング内コントロールバルブ用
09636-20010 

ダストカバーリプレーサー ベアリング取り付け用(4WS) 
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9-44 ステアリングーフロントステアリング

112 VIVT 09904-00010エクスパンダーセット 

15 ステアリングビニオン川ベアリング脱着用

(4 WS) 

09904-00050 クロウNo.4 

..... -- 

09905-00013 スナップリングプライヤー スナップリング脱衣川

(株)バンザイ 

扱い
弥栄工業(株) エンジンサポートブリッジ ステアリングギヤASSY脱着用 

扱い
ESB-1 

工 具 
09060-20030 クリップリムーバー ベーンポンプASSY分解川 

逆タップ ユニオンシート取りはずしバ

(株)バンザイ 

扱い パワーステアリングプレッシャ

PSG-4TB ーゲージ
100 (PSG-3TB) 

PSG-FJL アタッチメント 油圧点検川

PSG-FJS アタッチメント 

- ----- --- 

(株)バンザイ 
計 器 

扱い マイティバック ステアリングギヤ筑密点検川

TB-501 

温度計 油温測定用

マイクロメーター(0~25mm) ベーンポンプシャフト外任測定用

キャリパーゲージ ベーンポンプハウジングブンュ内径測定用

Vブロック ステアリングラック曲がり点検出

ステアリングラック山から点検川
ダイヤルゲージ

ステアリングギヤプレロード調整川(4WS) 

キヤッスル·パワーステアリング·フルード 各部塗布および補充用

キヤッスル·シャシーグリース·スペシャル 各部塗布および充てん川

油脂
キヤッスル·MPグリース 各部塗布および必てん川

その他

シリコングリース ステアリングラックブーツ塗布川

アドヘシブ1344 各部ロックおよびシール川
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車上点検

車上点検

1 ステアリングホイール遊び点検 30mm 
(1)エンジンを始動する。 ㊼ 

(2) 車両を直状態にする。 

(3)ステアリングホイールを折で軽く動かして遊びを点検する。 

限度30mm 

X0596 

2 P/Sポンプ用Vベルト張力およびたわみ量点検 

- 4S-FE:P1-4,6参照・3S-FE:P2-4.6参照) 

3S-GE:P3-4,6参照 

3 オイルリザーバーフルードレベル点検 

(1) 車両を水平にする。 

(2)エンジン回転数1000rpm以下で、ステアリングホイールのロッ 

クツウロックを数回繰り返し、フルードの温度を上げる。

基準値 40~80℃ 

(3)オイルリザーバーのハ1から、フルードに池立ちおよびに調がな 

いことを確認する。

オイルリザーバー (4)エンジン回転時と停止時のフルードレベルの差を測定する。 
油面変動 基準値 5mm以内 
5mm以内 

(5)(3)および4)の点検結果が不良の場合は,エア抜き(P9-46参照) 

を行う。エア抜きで効果がない場合は,油圧系統のフルード漏 

れ点検を行う。

エンジン回転時 エンジン停止時

(1000rpm以下) 

X0597 

(5)フルードレベルが基準値内にあることを確認する。 

オイルリザーバー 基準フルードがHOTレベルの範囲内にあること。 

(油温40~80℃時) 

油温が 基準より少ない場合は,  
40~80°C 油温がHOT 

COLO 20℃以下 の場合 スル·パワーステアリング·フルードを補充する。 の場合

<参考> 油温が低い場合は、フルードがCOLDレベルの範囲内で 

あることを点検する。

×0598 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



サ技報9-46 ステアリングーフロントステアリング

エア抜き

エア抜き

1 エア抜き 

(1)     ン ント側をジャッキアップしてリジットラックで支え 

る。

(2)エンジン停止状態で,ステアリングホイールのロック ツッ 

ロックをゆっくり数回行う。

オイルリザーバーのフルードがなくならないように補充注意

しながら行う。

(3) 車両のフロント側をジャッキダウンする。 

(4)アクセルペダルを踏まずにエンジンを始動して数分放置する。 

(5)エンジン回転数1000rpm以下で,ステアリングホイールのロッ 

ク ツゥ ロックを数回繰り返す。 

注意 ロック ツウ ロックは,いっぱいに切った状態で2~ 

3秒間保持し,切り返しはす早く行う。 

(6)エンジン回転数1000rpm以下で,ステアリングホイールを左右 

どちらかにいっぱいに切った状態に25~26秒間保持し,さらに, 

この作業を2〜3秒間隔で,3〜4回繰り返す。 

(7) オイルリザーバーの口から、フルードに泡立ちおよび白濁がな 

いことを確認する。

(8)(7)の点検結果が不良の場合は,(5),(6)の作業を行う。効果がな 

い場合は,消川系統のフルード漏れ点検を行う。 

(9) オイルリザーバーフルードレベル点検を行う。(P9-45参照) 
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機能点検

パワーステアリング油圧点検

1 プレッシャーフィードチューブ切り離し。 

(1) SSTを使用して,チューブのアッパー側(ブレーキブースター 

上側)を切り離す。 

SST 09631-22020 

2 パワーステアリングプレッシャーゲージ取り付け 

(1) SSTを使用して,図に示すようにアタッチメントおよびプレッ 

シャーゲージを取り付ける。

SST 09631-22020 

注意 プレッシャーゲージのバルブは全開にする。

アタッチメント
バルブ全開

PSG-FJL 

オイル
リザーバー

プレッシャーフィードチューブ

パワー

ステアリング バルブ全開
ギヤ

ペーンポンプ
アタッチメント

ブレッシャーゲージ

アタッチメント アタッチメント
PSG-FJS PSG-FJL 

PSG-FJS 

ゲージ·OUT側 

ゲージ·IN側 

X0599 K8251 

3 エア抜き 

(P9-46参照) 

4 油圧点検用油温の設定 

(1)エンジンを始動する。 

(2) ステアリングホイールのロック ツゥ ロックを数回繰り返し, 

油温を上げる。

基準値 75~80°C 
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5 ベーンポンプ発生油圧点検 

アイドル回転、バルブ全閉(I0秒以上閉じない) (1)アイドル川転ルにプレッシャーゲージのバルブを全用にして, 
オイル
リサーバー

測圧を測定する。

70~75kg/cm2 /4S-FE-2WS, 4S-FE・4WS 基準値
パワー

ステアリング
3S-FE・2WS 

キャ

75~80kg/cm2 (35-GE·2WS) 
ヘーンポンプ 80~85kg/cm2 (35-FE·4WS) 

プレッシャーケーシ 85~90kg/cm2 (3S-GE·4WS) 

K8252 注意 ·10秒以上プレッシャーゲージのバルブを閉じない。 

·油温が85℃以上にならないようにする。 

1000rpmと3000rpmで油圧差5kg cm2以内 
オイル 6 無負荷時油圧差点検 
リサーハー

(1)プレッシャーゲージのバルブを全企開にする。 

(2)エンジン回転数1000rpmと3000rpmで油圧を測定し,その差を確 パワー
バルフ全開ステアリング

ギヤ
認する。

基準値 5kg/cm2以内 
ヘーンポンプ

基準値を超える場合は,ベーンポンプのフローコントロールバ 
ブレッシャーゲーシ

ルブを交換する。

K8253 注意 ステアリングホイールは操作しない。

アイドル回転,左右いずれかにいっぱいに切る 
オイル 7 ステアリングギヤハウジング発生油圧点検 
リサーバー

(1)プレッシャーゲージのバルブを全開にする。 

パワー (2)アイドル回転時にステアリングホイールを左右ハずれかにいっ バルブ全開
ステアリンク
ギヤ

ぱいに切り,油にを測定する。 

70~75kg/cm2 4S-FE・2WS, 45-FE・4WS 基準値
ヘーンボンプ

(3S-FE・2WS 
プレッシャーゲージ

75~80kg/cm2 (3S-GE·2WS) 
K8254 80~85kg/cm2 (35-FE·4WS) 

85~90kg/cm2(35-GE・4WS) 

基準値外の場合は,ステアリングギヤのコントロールバルブを 

交換する。

8 パワーステアリングプレッシャーゲージ取りはずし 

(1) SSTを使用して,プレッシャージおよびアタッチメントを 

取りはずす。

SST 09631-22020 

9 プレッシャーフィードチューブ取り付け 

(1) SSTを使用して,チューブを取り付ける。 

SST 09631-22020 

T=450kg・cm 

10 エア抜き 

(P9-46 参照) 
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ステアリングギヤ

2WS 

脱着構成図

リターンホース リターンチューブ

ステアリング

T=360 スライティング

ヨーク ·ステアリングインターミティエイト 
プレッシャーフィードチューブ シャフトダストシールカバー

5) 

T=500 

き

T=450 
●コッタービン 

ステアリングラックハウジンググロメット

ステアリングラックハウシングフラケット
ステアリングギヤASSY 

T=600 T=600 
エンジンマウントブラケットリヤ
ウイズ エンシンマウンティング 

T=600 インシュレーターリヤ

エキソーストパイプフロントフラケット

亀
センサーカバー

T=530 

O2センサー T=600 

●ガスケット T=500 #### d 

4 ●ガスケット (1) 

T=440 ●コッターピン 

●ガスケット 

Q 
4 

T=400 

✓ エキゾーストパイプ 広

フロント

T=400 E 3 

T=400 

↓ エンジンマウンティングセンターメンバー

T = 400 
639 

83 

3 
フロントサスペンション

エンジンアンダークロスメンバーロワー
カバー

臣 T=2120 
↓ T=2120 

[ ]   . ●…再使用不可部品 

X0818 
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分解構成図

T = 315 タストカバースプールバルフスプリンクシート
●ユニオンシート 

コンプレッションスプリングー
コントロールバルブハウジング

1 
ユニオンシート

バワーステアリングコントロールバルブASSY 

T=250 

●テフロンリング ターンプレッシャーチューブ

オイルシール

ラックガイド ラジアル

ボール
●オイルシール ベアリング

T=250 
○リング T=700 ラックカイドスブリングキャップ

ロックナット

●ラシアルボール 
ラックガイドスプリングキャップヘアリング

コンプレッションスプリングベアリングガイドナット

⑬ 

ラックガイドシート

C ユニオンシート

ステアリングラックハウジング

ステアリングラック

●スベーサー 
●テフロンリング 

●オイルシール 
アリンクガイドロックナット

シリンダーエンドストッパー

Oリング 

●オイルシール タイロッド
エント

改
●クローワッシャー 

スペーサーステアリンクラック。
ブーツ

88 スナップリング

T = 850 

クランプ· 

クリップ ステアリングラックエンド
(1) サブASSY 

T=570 

シリコングリース塗布

·キャスル·シャシーグリース·スペシャル塗布 キヤッスル·パワーステアリング·フルード塗布 

キヤッスル·MPグリース塗布 ●……再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

X0601 
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断面図

11 
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フロントパワーステアリングギヤASSY取りはずし 

1 エンジンサポートブリッジ取り付け

フロントホイール取りはずし2 

3 エンジンアンダーカバー取りはずし

フロントサスペンションクロスメンバーロワー取りはずし4 

5 エンジンマウンティングセンターメンバー取りはずし

エギゾーストパイプフロント取りはずし6 

7 エンジンマウントブラケットリヤ ウイズ エンジンマウン 

ティングインシュレーターリヤ取りはずし

8 タイロッドエンド切り離し 

(1) コッターピンおよびナットを切りはずす。 
SST 

(ヒ) (2) SSTを使用して,タイロッドエンドを切り離す。 

SST 09610-20012 

タイロッドエンドのダストシールを傷付けない。注意

X 0603 

9 ステアリングインターミディエイトシャフトダストシールカバ 

一取りはずし

10 プレッシャーフィードチューブ切り離し 

(1) SSTを使用して、チューブを切り離す。 

SST 09631-22020 

11 リターンホース切り離し 

(1) クリップをずらし,ホースを切り離す。 

12 リターンチューブ取りはずし 

13 フロントパワーステアリングギヤASSY取りはずし 
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フロントパワーステアリングギヤASSY分解 

1 フロントパワーステアリングギヤASSY固定 

(1) SSTを使用して,ステアリングギヤをバイスに固定する。 

SST 09612-00012 
SST 

×0604 

2 タイロッドエンド取りはずし 

合わせマーク (1) ラックエンドとタイロッドエンドに合わせマークを付ける. 

注意 合わせマークは,左右も見分けられるように付ける。 

(2) タイロッドエンドおよびロックナットを取りはずす 

X0605 

3 ターンプレッシャーチューブ取りはずし

(1) SSTを使用して、チューブ2本を取りはずす。 

09633-00020 SST 

注意 チューブを取りはずした状態でステアリングラックを動

かすと,残留フルードが勢よく飛び出すことがある。 

(2) ラックハウジングから,ユニオンシート2個を取りはずす. 

SST 

x0606 

4 ステアリングラックブーツ取りはずし 

(1) 左右の識別マークを付け、ラックブーツを取りはずす。 

5 ダストカバー取りはずし

6 ステアリングラックエンド取りはずし

(1)ラックエンドのボールジョイント部を,バイスに軽く固定する。 

(2) タガネなどを使用して,クローワッシャーのかしめを解く。 

注意 ステアリングラックに衝撃を与えない。

X0607 

SST (3) SSTを使用して,ラックエンドを取りはずす。 

SST 09617-24011 09628-10020 

(4)クローワッシャーを取りはずす。 

×0608 
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7 ラックガイドスプリングキャップロックナット取りはずし 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09617-24020 

SST 

x0609 

8 ラックガイドスプリングキャップ取りはずし 

(1) SSTを使用して,スプリングキャップを取りはずす。 

SST 09612-10022 

9 ラックガイド用スプリング取りはずし

10 ラックガイド取りはずし 

(1)ラックハウジングから,ラックガイド ウイズ ンールを取り 

はずす。

(2) ラックガイドシールを,ラックガイドの図に示す箇所から中央 
SST 

を押して取りはずす。

押す

X0610 X0611 

11 ベアリングガイドロックナット取りはずし 
SST 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09617-24020 

X0612 

12 ベアリングガイドナット取りはずし 
SST 

(1) SSTを使用して,ガイドナットを取りはずす。 

SST 09612-10022 

×0613 
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13 コントロールバルブハウジング取りはずし 

(1)バルブハウジングとラックハウジングに合わせマークを付ける。 

(2) セレーション部に保護テープを巻く。 

(3)ボルト2本を取りはずす。 

(4)バルブハウジングを取りはずす。 
合わせマーク

注意 ハウジング内オイルシールリップ部を傷付けない。

(5) Oリングを取りはずす。 

14 スプールバルブスプリングシート & スプリング取りはずし 

注意 スプリングシートは、バルブハウジングに貼り付いてい

る場合がある。

保護テープ

合わせマーク

X0614 

15 パワーステアリングコントロールバルブ取りはずし 

(1)コントロールバルブを取りはずす。 

ピニオンの歯で,ラックハウジング内オイルシールリッ 注意

プ部を傷付けない。

16 コントロールバルブ用ロワーベアリング取りはずし 

X0615 

17 パワーステアリングラック取りはずし 

(1) SSTを使用して,スナップリングを取りはずす。 

SST 09905-00013 

SST 

X0616 

(2) SSTおよびプレスを使用して,シリンダーエンドストッパーが 

SST プレス台に当たる寸前までステアリングラックを押す。

SST 09612-10061 

X0617 
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(3) ブラスバーを使用して,ステアリングラックを軽くたたいて取 

りはずす。

X0618 

(4) ステアリングラックより,シリンダーエンドストッパー,スベ 

ーサーむよびオイルシールを収りはずす。

X0619 

フロントパワーステアリングギヤ

ASSY構成部品点検,交換 

1 パワーステアリングラックの点検 

(1)ステアリングラックの曲がりを点検する。 

限 度 0.15mm(ステアリングラック中央部) 

X0324 

2 ラックハウジング内ステアリングラック用オイルシール交換 

たたく (1) SSTを使用して,オイルシールおよびスペーサーの位置をず 

SST 
らす。

SST 09631-12020 09631-20031 

SST (2) SSTがたけなくなったら,SST(ハンドル)後端にブラ 
び √ 

スバーを当てがい,オイルシールおよびスペーサーを取りはず 

すい

X0620 

(3) 新品のオイルシールのリップ部におよび新品のスペーサーにキ 
SST 

たたく 4S系 
ヤッスル·パワーステアリング·フルードを塗布する。 

(4) ラックハウジングにスペーサーを取り付ける。 
6 

(5) SSTを使用して,オイルシールを打ち込む。 

SST 09608-00040(4S系) 09631-12020 3 S系 

09631-32010(3S系) 

注意 ·オイルシールの方向性は図に示す。 

·シリンダーエンドストッパーを仮付けし,SSTのガイ 

ドとする。X0621 
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3 ラックハウジング内コントロールバルブ用オイルシール交換 

(1) ( ライバーを使用して、オイルシールを取りはずす。 

注意 ラックハウジングを傷付けない。

X0622 

(2) 新品のオイルシールのクリップ部に,キヤッスル・シャシーグ SST 

たたく リース·スペシャルを塗布する。 

(3) SSTを使用して,オイルシールを取り付ける。 

SST 09631-12020 09631-24070 

注意 オイルシールの方向性は図に示す。

X0623 

4 コントロールバルブハウジング内ベアリング & オイルシー 

ル交換

(1) SSTおよびプレスを使用して、ベアリングおよびオイルシー 

ルを取りはずす。

SST SST 09620-24010 09631-12020 

0 ℃ 
NA 

X0624 

(2) 新品のオイルシールのリップ部に、キャッスル・MPグリース 

を塗布する。SST 

(3) SSTおよびプレスを使用して、オイルシールを取り付ける。 

注意 ·取り付け面に軽く当たるまで圧入する。 

·オイルシールの方向性は図に示す。 

SST 09620-24020 09631-12020 

X0625 

(4) SSTを使用して,新品のベアリングを取り付ける。 

SST 09620-24030 09631-12020 

注意 ·オイルシールに軽く当たるまで圧入する。 

·ベアリング方向性はない。 

SST 

X0626 
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5 ステアリングラック用テフロンリング交換 

(1) ( ライバーを使用して、テフロンリングおよびOリング 

を取りはずす。

リンク溝を傷付けない。注意

(2) 新品のOリングに,キャッスル・パワーステアリング・フルー X0334 

ドを塗布する。

(3) Oリングを取り付ける。 

(4)新品のテフロンリングに,キャッスル・パワーステアリング・ 

フルードを塗布する。

(5) テフロンリングの輪を,指でしごいて取り付け易いように拡張 

させる。

注意 ·リングを必要以上大きくしない。 

·リングは,全周を均一に大きくする。 

·リングを傷付けない。 

(6) テフロンリングを取り付ける。 

注意 リングを傷付けない。

(7)      ンリングに,キヤッスル・パワーステアリング・フ 

ルードを塗布する。

(8) 拡張したテフロンリングを, 下で押さえてなじませながら縮ま 

せる。

X0335 

6 コントロールバルブ用テフロンリング交換 

(1) () ライバーを使用して、テフロンリング4個を切って取 

りはずす。

リング溝を傷付けない。注意

X0627 

(2) 新品のテフロンリング4個に,キャッスル・パワーステアリン 

グ·フルードを塗布する。 

(3) テフロンリングを,図のようにSSTにセットして拡張させる。 

テフロン SST 09620-24040 
リング SST 

負

X0937 
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(4) SST ウイズ テフロンリングを図のようにコントロールバル 

ブにセットする。

(5) テフロンリング4個をスライドさせて奥から順に取り付ける。 

注意 リングを傷付けない。

SST テフロンリング

X0628 

(6) 拡張したテフロンリングを,手で押さえて縮ませる。 

X0629 

(7)      ンリングに,キヤッスル・パワーステアリング・フ 

SST ルードを塗布する。
挿入

(8) SSTを使用して,テフロンリングをなじませながら縮ませる。 

SST 09620-24050 

注意 SSTなどにゴミが付着していないこと。 

SST 

X0630 

7 コントロールバルブハウジング用ユニオンシート交換 

(1) 逆タップを使用して,ユニオンシート4個を取りはずす。 

注意 ·切り粉をポート内に入れない。 

·切り粉を出さないように,逆タップを強く押し込み,ご 
逆タップ

く少し左に回してユニオンシートを抜き出す。

·あまり小型の逆タップを使用すると、バルブハウジング 

のポートを傷付ける。

<参考> ユニオンシートの内径は4.5㎜および6㎜の2種類。 

X0631 

(2) スライディングTハンドルなどを使用して,新品のユニオンシ 

ートを軽く打ち込む。

注意 ポート内にゴミを入れない。

フロントパワーステアリングギヤASSY組み付け 

1 パワーステアリングラック組み付け 

(1) ラックハウジング内ステアリングラック用オイルシールを交換 

する。(P9-56参照) 
X0632 
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(2) ステアリングラックの歯の谷部に,キヤッスル・シャシーグリ 

ース·スペシャルを充てんする。 

(3) ステアリングラックのテフロンリングに,キヤッスル・パワー SST 

ステアリング·フルードを塗布する。 

(4) SSTをステアリングラックに組み付け,キャッスル・パワース 

テアリング·フルードを塗布する。 

SST 09631-20102 

SSTは板厚が非常に薄いため、変形などさせない。 注意

X0633 

(5) ステアリングラックを,SSTのテーパー部から挿入する。 

注意 ステアリングラックのテフロンリングを傷付けない。SST 

SSTを取りはずす。 (6) 

ステアリングラック組み付け後、コントロールバルフを注意

組み付けるまでは、ステアリングラックを必要以上動か

さない。オーバーストローク作動により,ステアリング 

ラックの歯でオイルシールを傷付ける。

2 オイルシール組み付け
X0634 

(1) SSTをステアリングラックに組み付け,キヤッスル・パワース 

テアリング·フルードを塗布する。 SST 

SST 09631-20102 

(2) 新品のオイルシールのリップ部にキヤッスル·シャシーグリー 

ス·スペシャルを塗布する。 

(3)オイルシールを組み付ける。 

注意 ·オイルシールの方向性は図に示す。 

·オイルシールを傾けない。 

(4) SSTを取りはずす。 X0635 

3 スペーサーおよびシリンダーエンドストッパー組み付け

(1) スペーサーの溝部に,キャッスル・シャシーグリース・スペシ 
グリース充てん

ャルを充てんする。

(2)スペーサーを組み付ける。 

注意 スペーサーの方向性は図に示す。

(3) シリンダーエンドストッパー内面にキヤッスル·シャシーグリ 

ース·スペシャルを塗布する。 

(4) SSTを使用して,シリンダーエンドストッパーを打ち込む。 

SST 09620-24030 09631-12020 たたく

SST 
2 

X0686 X0817 
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(5) SSTを使用して,スナップリングを組み付ける。 

SST 09905-00013 

SST 

×0616 

4 気密点検(ステアリングラック用オイルシール点検) 

(1) ラックハウジングに,SSTを組み付ける。 

SST 09631-12070 

SST 注意 ·ユニオンシートを組み付けない。 

·SSTのパッキンを組み付け忘れない。 

(2) SSTにマイティバックを組み付ける。 

(3) 400mmHgの負担をかけ,約30秒間保持したとき,指針に変化のな 

いことを確認する。

D6429 (4) マイティバックおよびSSTを取りはずす。 

5 パワーステアリングコントロールバルブ組み付け " 

(1)ピニオン歯の谷部に,キヤッスル・シャシーグリース・スペシ 
グリース充てん

ャルを充てんする。

(2)コントロールバルブを組み付ける。 

注意 ラックハウジングのオイルシールを傷付けない。

X0637 

6 スプールバルブスプリングシート & スプリング組み付け 

7 コントロールバルブハウジング組み付け

合わせマーク
(1) 新品のOリングに、キャッスル·パワーステアリング·フルー 

ドを塗布する。アドヘシブ1324塗布 

(2) Oリングを組み付ける。 

(3) コントロールバルブのテフロンリングに,キャッスル・パワー 

ステアリング·フルードを塗布する。 

フルード塗布
(4) セレーション部に保護テープを巻く。 

(5) 合わせマークを一致させ,バルブハウジングを組み付ける。 

注意 コントールバルブのテフロンリングおよびギヤハウジン

保護 グのオイルシールを傷付けない。
テープ

(6)ボルト2本を組み付ける。 

T=315kg・cm 
合わせマーク

X0638 
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8 コントロールバルブ用口ワーベアリング組み付け 

(カ) (1) ベアリングのボール部に,キャッスル・シャシーグリース・ス 

ペシャルを充てんする。

(2)ベアリングを組み付ける。 

注意 ベアリングの方向性は図に示す。

X0639 

9 ベアリングガイドナット組み付け · 

SST 
(1) ガイドナットの門部に,キヤッスル・シャシーグリース・スペ 

シャルを充てんする。

(2) ガイドナットのネジ部に,アドヘシブ134を塗布する。 

(3) SSTを使用して,ガイドナットを組み付ける。 

グリース充てん SST 09612-10022 

T=150kg・cm 

アドヘシブ1344塗布 

X0640 

SST (4) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトの回転トルクを 

測定しながら,SSTを使用してガイドナットをゆるめ,回転ト 

SST ルクが基準値内に入るように調整する。

SST 09612-10022 09616-00010 

基準値 4.5~6.5kg・cm 

X0641 

10. ベアリングガイドロックナット組み付け SST 

(1)ロックナットのネジ部に,アドヘシブ134を塗布する。 

(2) SSTを使用して,ガイドナットを固定する。 

SST 09612-10022 

(3) SSTを使用して,ロックナットを組み付ける。 

アドヘシフ
SST 09617-24020 1344塗布 

T = 700kg・cm 

(4) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトの回転トルクを 

X0642 再確認する。

SST 09616-00010 

基準値 4.5~6.5kg・cm 
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11 ラックガイド組み付け 

(1)ラックガイドシールをラックガイドに組み付ける。 

ラックガイドシールとラックガイドの合わせ面にはグリー注意

スを塗布しない。

(2) ラックガイド ウイズ シールのガイド外周およびシールのラ 

ック接触面に,キヤッスル・シャシーグリース・スペシャルを 

塗布する。

グリース充てん (3) ラックガイドシールのラック接触面に設けられた溝に,キヤッ 
グリース塗布

スル·シャシーグリース·スペシャルを充てんする。 

アドヘシブ1344塗布 (4) ラックガイド ウイズ シールを組み付ける。 

12 ラックガイド用スプリング組み付け 

13総合プレロード調整 

(1) スプリングキャップのネジ部に,アドヘシブ134を塗布する。 

(2) SSTを使用して,スプリングキャップを組み付ける。 

SST 09612-10020 

T=250kg・cm 
SST 

X0643 X0610 

(3) SSTを使用して,スプリングキャップを約12°ゆる。 

SST 09612-10022 

2 

X0644 

(4) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトを回し、ステア 

SST 
リングラックを1~2回フルストローク作動させ、ラック & 

ピニオンをなじませる。

SST 09616-00010 

X0645 

(5) SSTを使用して,ラックガイド用スプリングの張力が作用しな 
SST 

くなるまで,スプリングキャップをゆるめる。 

SST 09612-10022 

(6) SSTを使用してコントロールバルブシャフトの回転トルクを測 

定しながら,SSTを使用してスプリングキャップを締め込み, 

回転トルクが基準値に人るようにする。

SST 09612-10022 09616-00010 

基準値 9~12kg・cm 

×0846 
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14 ラックガイドスプリングキャップロックナット組み付け 
SST 

(1)ロックナットのネジ部に,アドヘシブ134を塗布する。 

(2) SSTを使用して,スプリングキャップを固定しながら、ロック 

ナットを組み付ける。

SST 09612-10022 09617-24020 

T=700kg・cm 

(3) SSTを使用して、コントロールバルブシャフトの回転トルクを 

再確認する。アドヘシブ1344塗布 

x0647 SST 09616-00010 

基準値 9~12kg·cm 
グリース充てん

15 ステアリングラックエンド組み付け 

(1) ラックエンドのボールジョイント部に,キャッスル・MPグリ 

ースを允てんする。

(2) 新品のクローワッシャーを,ツメをラックエンドの切り欠きに 

合わせて組み付ける。

(3) SSTを使用して,ラックエンドを組み付ける。 

SST 
SST 09617-24011 09628-10020 

X0648 
T=850kg・cm 

(4) ブラスパーを使用して,クローワッシャーを折り曲げてかしめ 

る。

注意 ステアリングラックに衝撃を与えない。

X0649 

16 ダストカバー組み付け 

(1) 図に示す箇所に,キャッスル・MPグリースを充てんする。 

(2)ダストカバーを組み付ける。 

グリース充てん

X0650 

17 ステアリングラックブーツ組み付け 

(1) 針金(外径約φ2㎜×長さ約50㎜)をステアリングラックの通 

気穴に約30mm挿入し,つまりのないことを確認する。 

<参考> ステアリングラックの通気穴により左右ラックブーツ内の 

圧力を等しくしている。通気穴が詰まっていると,ラック 

ブーツ破損のおそれがある。

通気穴

X0651 
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(2) ラックブーツの図に示すリップ部に,シリコングリースを塗布 

する。外側

(3) 左右の識別マークを基に,ラックブーツをねじらないように組 

み付ける。

(4)クリップ掘り部の曲げた先端が,外側を向くように組み付ける。 

○ 

ねじらない
シリコングリース塗布(全周) 

X0652 

(5)クランプおよびクリップの凸部を,図に示す位置に合わせて組 

㎜ み付ける。
IIII 

a=0mm 

X0653 

(6) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトを回転させ,ラ 

SST 
ックブーツがスムースに伸縮することを確認する。

SST 09616-00010 

スムースに伸縮

X0654 

18 ターンプレッシャーチューブ組み付け 

10 (1)ラックハウジングに,ユニオンシート2個を組み付ける。 

1 
(2) SSTを使用して,チューブ2本を組み付ける。 

SST 09633-00020 

T=250kg・cm 

SST 
X0606 

19 タイロッドエンド組み付け 

合わせマーク (1)ロックナットおよびタイロッドエンドを,合わせマークを一致 

させて仮付けする。

<参考> 本締めは,トーイン調整後行う。 

x0605 
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フロントパワーステアリングギヤASSY取り付け 

1 フロントパワーステアリングギヤASSY取り付け 

(1) ステアリングギヤに,ラックハウジンググロメットを取り付け 

る。

(2) ステアリングギヤを車両にセットする。

(3) ラックハウジングブラケット2個,ナット2個およびボルト2 

本を取り付ける。

(4) ステアリングスライディングヨークの,ステアリングコラム側 

(アッパー側)ボルトをゆるめる。 

<参考> ヨークがスライド可能となる。

(5) ステアリングスライディングヨークの,ステアリングギヤ側(ロ 

ワー側)ボルトを取り付ける。 

T=360kg・cm 

(6) ステアリングスライディングヨークの,ステアリングコラム側 

(アッパー側)ボルトを締め付ける。 

T=360kg・cm 

2 リターンチューブ取り付け

3 リターンホース取り付け

プレッシャーフィードチューブ取り付け4 

(1) SSTを使用して,チューブを取り付ける。 

09631-22020 SST 

5 ステアリングインターミディエイトシャフトダストシール 

カバー取り付け

6 タイロッドエンド取り付け

7 エンジンマウントブラケットリヤ ウイズ エンジンマウンテ 

ィングインシュレーターリヤ取り付け

8 エキゾーストパイプフロント取り付け

9 エンジンマウンティングセンターメンバー取り付け

エンジンサポートブリッジ取りはずし10 

11 フロントサスペンションクロスメンバーロワー取り付け

エンジンアンダーカバー取り付け12 

13 フロントホイール取り付け

14 エア抜き 

(P9-46参照) 

15 トーイン調整 

(P7-4参照) 

16 ステアリングラックブーツ組み付け状態点検 

(P9-65参照) 

17 ステアリングホイール直進位置の確認 

·不良の場合は,ステアリングホイールを脱着して修正す 注意

る。

·ステアリングホイールパッドは平坦な安定した場所に保 

管する。またパッド面を上にして置き,絶対に物を上に 

置かない。(エアバッグ付き車.詳細はP10-2参照) 
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4WS 

脱着構成図

リターンホース

リターンチューブ
ステアリング

ステアリングインターミディエイトT=360 スライディング
シャフトダストシールカバーヨーク

tm 

51 

T=500 

3 空

リヤステアリングコネクティング
●コッタービン T=450 シャフト

T=360 
3 

1 
T=600 20 ステアリングギヤASSY 

6 

エンジンマウントブラケットリヤ
ウイズ エンジンマウンティング 
インシュレーターリヤT=600 エキゾーストバイプ

フロントブラケット

母

センサーカバー
T=530 

-O2センサー 
●ガスケット 

T=500 ●ガスケット. ala 

#### ガスケット AF 10 

T=440 
●コッターピン 

T=400 
1 

T=400 
エキゾーストパイプ
フロント 4 3 

A
L

 

T=400 
エンジンマウンティングセンターメンバー

→ 

T=400 

☆ 

( 

C エンジンアンダーフロントサスペンション
クロスメンバーロワー カバー

3 T=2120 3 

T=2120 

再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

X0819 
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脱着構成図

T=250 

●クローワッシャー 

ターンプレッシャーチューブ

ステアリングラック
エンドサブASSY 

B 

T=250 

9 

ユニオンシート

ステアリング
ステアリングラック ラックハウジング
ハウジングブラケット グロメット

クローワッシャー

() 

心

クランプ

クリップ

T=57 

タイロッドエンド

ステアリングラックブーツ

…キャッスル·MPグリース塗布 

……シリコングリース ●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

X0820 
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●オイルシール 

T = 315 

●ラジアルボールベアリングー 

ーコントロールバルブハウジング
食

●テフロンリングー $ 代

3 ユニオンシート

パワーステアリングコントロール
ラックガイド

バルブASSY 

コンプレッションスプリング
T=15 

ラックガイドスプリングキャップ

●0リング 
T=700 ラックガイドスプリングキャップロックナット

●ラジアルボールベアリング ラックハウジングキャップロックナット T=700 

●オイルシール ラックハウジングキャップ(出力軸側) 

●オイルシール 

スナップリングー
ステアリングラック
ハウジング

ペアリング

スラストニードルローラーベアリング 00 
ーステアリングビニオン

プレートワッシャー・・・

●ナット 

スペーサー

-ラックハウジングキャップ(入力軸側) 
オイルシール

ステアリングラック

●テフロンリング 

●0リング ●オイルシール 

スペーサー シリンダーエンドストッパー

スナップリング

·キャッスル·シャシーグリース·スペシャル塗布 

·キヤッスル·パワーステアリング·フルード塗布 

キヤッスル·MPグリース塗布 再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

X0821 
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断面図
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C-C断面 B-B断面 

X0823 
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9-72 ステアリングーフロントステアリング

フロントパワーステアリングギヤASSY取りはずし 

1 エンジンサポートブリッジ取り付け 

2 リヤステアリングギヤリンクセンター固定 " 

(P9-111参照) 

3 リヤステアリングギヤコネクティングシャフト取りはずし 

(P9-111参照) 

4 ト フロントホイール取りはずし 

5 エンジンアンダーカバー取りはずし

6 フロントサスペンションクロスメンバーロワー取りはずし

7 エンジンマウンティングセンターメンバー取りはずし

8 エキゾーストパイプフロント取りはずしSST 
1 9 エンジンマウントブラケットリヤ ウイズ エンジンマウンテ 

ィングインシュレーターリヤ取りはずし

10 タイロッドエンド切り離し

(1)コッターピンおよびナットを取りはずす。 

(2) SSTを使用して,ナックルアームを切り離す。 

SST 09610-20012 X0603 

注意 タイロッドエンドのダストシールを傷付けない。

11 ステアリングインターミディエイトシャフトダストシールカバ 

ー取りはずし

12 プレッシャーフィードチューブ切り離し 

(1) SSTを使用して、チューブを切り離す。 

SST 09631-22020 

13 リターンホース切り離し 

(1) クリップをずらし、ホースを切り離す。 

14 リターンチューブ取りはずし 

15 フロントパワーステアリングギヤASSY取りはずし 
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ステアリングーフロントステアリング 9-73 

フロントパワーステアリングギヤASSY分解 

1 フロントパワーステアリングギヤASSY固定 

(1) SSTを使用して,ステアリングギヤをバイスに固定する。 

SST 09631-00131 

固定時は,ゴムブシュの傷付き防止のため,車両取り付 SST 注意

け時使用しているワッシャーを介す。

X 0824 

2 タイロッドエンド取りはずし 

(P9-53 2WS 参照) 

3 ターンプレッシャーチューブ取りはずし 

(P9-53 2WS 参照) 

4 ステアリングラックハウジングブラケット取りはずし 

5 ステアリングラックハウジンググロメット取りはずし

6 ステアリングラックブーツ取りはずし 

(1)左右の識別マークを付け,ラックブーツを取りはずす。 

7 ダストカバー取りはずし 

8 ステアリングラックエンド取りはずし } 

(P9-53 2 WS 参照) 

9 ラックガイドスプリングキャップロックナット取りはずし 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09617-14020 

( 

SST 

X0825 

10 ラックガイドスプリングキャップ取りはずし 

(1) ニードルノーズプライヤーを使用して,スプリングキャップを 

取りはずす。

11 ラックガイド用スプリング取りはずし 

12 ラックガイド取りはずし 

13 ラックガイド用ガイドボルト取りはずし 

X0026 X 0827 
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9-74 ステアリングーフロントステアリング

14 ラックハウジングキャップロックナット取りはずし 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

○ SST 09617-14030 

SST 

X0828 

15 ラックハウジングキャップ(出力軸側)取りはずし 

(1) セレーション部に保護テープを巻く。 

保護テーブ (2) SSTを使用して,キャップを取りはずす。 

SST 09617-14010 
⑨ 

注意 キャップ内オイルシールリップ部を傷付けない。

16 ステアリングピニオン用ベアリング(Rr側)を取りはずす。 

17 ステアリングピニオンを取りはずす。 

SST 

X0829 X0830 

18 ラックハウジングキャップ(入力軸側)取りはずし SST 

(1) SSTを使用して,キャップを取りはずす。 

SST 09617-22030 

X0831 
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ステアリングーフロントステアリング 9-75 

19 コントロールバルブ用スラストニードルローラーベアリング 

取りはずし

(1)ナットを取りはずす。 

注意 ステアリングラックがロックするまで左に寄せるので

残留フルードが飛び出すおそれがある。

(2) プレートワッシャー,ベアリングおよびプレートワッシャーを 

取りはずす。

注意 グリースにより取りはずしが困難な場合は、脱落防止の

ためラックハウジングキャップを仮付けしておき,コン 

トロールバルブを取りはずした時に取りはずす。

C 

X0832 20833 

20 コントロールバルブハウジング取りはずし 

- 25 (1)バルブハウジングとラックハウジングに合わせマークを付ける。 

(2) セレーション部に保護テープを巻く。 HWDD 合わせマーク
(3)ボルト2本を取りはずす。 

(4)バルブハウジングを取りはずす。 保護テープ

注意 ハウジング内オイルシールリップ部を傷付けない。

(5) ○リングを取りはずす。 

21 パワーステアリングコントロールバルブ取りはずし 

(1) コントロールバルブを取りはずす。 

ビニオンの歯で,ラックハウジング内オイルシールリッ 注意

プ部を傷付けない。

X0834 

22 パワーステアリングラック取りはずし 

(1) SSTを使用して,スナップリングを取りはずす。 

SST 09905-00013 

SST 

X0616 
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9-76 ステアリングーフロントステアリング

(2) SSTおよびプレスを使用して,シリンダーエンドストッパーが 

SST 
プレス台に当たる小前までステアリングラックを押す。

SST 09612-10061 

X0835 

(3) ブラスバーを使用して,ステアリングラックを軽くたたいて収 

りはずす。

X0836 

(4) ステアリングラックより,シリンダーエンドストッパー,スペ 

ーサーおよびオイルシールを取りはずす。

x 0837 

フロントパワーステアリングギヤASSY構成 

部品点検、交換

1 パワーステアリングラック点検 

(1)ステアリングラックの山がりを点検する。 

限度 0.15mm(ステアリングラック中央部) 

×0838 

2 ラックハウジング内ステアリングラック用オイルシール交換 SST 
- 

た
た
く (1) SSTを使用して,オイルシールおよびスペーサーの位置をずら 

すい

09631-12020 SST 09631-00080 0 

(2) SSTがたけなくなったら,SST(ハンドル)後端にブラス 

バーを当てがい,オイルシールおよびスベーサーを取りはず 
SST 10 (6) 

す。

×0839 
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ステアリングーフロントステアリング 9-77 

(3) 新品のオイルシールのリップ部におよび新品のスペーサーにキ 

ヤッスル·パワーステアリング·フルードを塗化する。 たたく

(4)ラックハウジングにスペーサーを取り付ける。 SST 

(5) SSTを使用して,オイルシールを打ち込む。 

SST 09631-12020 09631-32010 

·オイルシールの方向性は図に示す。 注意

·シリンダーエンドストッパーを仮付けし、SSTのガイ 

ドとする。

X0840 

3 ラックハウジング内コントロールバルブ用ベアリングおよび

締め込む 一保持
オイルシール交換

(1)ラックハウジングを80℃以上に暖める。 

10 ( (2) SSTを使用して,ベアリングを取りはずす。 木
片SST 

SST 09612-30012 

注意 SSTによりラックハウジングを傷付けないため,木片 

などを介してSSTをセットする。 

X0841 

(3) SSTを使用して,オイルシールを取りはずす。 

保持 SST 09612-30012 締め込む

注意 SSTによりラックハウジングを傷付けないため,木片 

などを介してSSTをセットする。 木
片SST 0 6 

日 則

X0842 

(4) 新品のオイルシールリップ部に,キヤッスル・パワーステアリ 

たたく ング·フルードを塗布する。 SST 

(5) SSTを使用して,オイルシールを取り付ける。 

SST 09624-30010 09631-00020 

注意 オイルシールの方向性は図に示す。

X0043 

(6) 新品のベアリングボール部に,キャッスル・パワーステアリン 
SST- たたく

グ·フルードを充てんする。 

(7) SSTを使用して,ベアリングを取り付ける。 

1 SST 09636-20010 

注意 ベアリングの方向性は図に示す。

X0844 
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ステアリングーフロントステアリング9-78 

4 コントロールバルブハウジング内ベアリング & オイルシー 

ル交換

SST (1) SSTおよびプレスを使用して,ベアリングおよびオイルシール 

を取りはずす。A 100 
★ 

SST 09620-24010 09631-00020 
- 

X0845 

(2) 新品のオイルシールのリップ部に、キャッスル·MPグリース 

を塗布する。

SST 
(3) SSTおよびプレスを使用して、オイルシールを収り付ける。 

注意 ·取り付け面に軽く当たるまで圧入する。 

·オイルシールの方向性は図に示す。 

09620-24020 09631-00020 SST 

X0846 

(4) SSTを使用して,新品のベアリングを取り付ける。 

SST 09620-24030 09631-00020 

注意 ·オイルシールに軽く当たるまで圧入する。 

·ベアリングに方向性はない。 

SST 

と

X0847 

5 ラックハウジングキャップ(出力軸側)内オイルシール交換 

(1) SSTを使用して,オイルシールを取りはずす。 
たたく

SST 09620-24010 09631-00020 
SST 

X0848 

(2) 新品のオイルシールリップ部に,キャッスル・シャシーグリー 

ス・スペシャルを塗布する。

たたく (3) SSTを使用して,オイルシールを取り付ける。 

SST SST 09620-24020 

X0849 
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ステアリングーフロンノステアリング 9-79 

6 ステアリングラック用テフロンリング交換 

(P9-58 2 WS 参照) 

7 コントロールバルブ用テフロンリング交換 

(1) ( ) ライバーを使用して、テフロンリング4 個を切って取 

りはずす。

注意 リング溝を傷付けない。

X0850 

(2) 新品のテフロンリング4個に、キャッスル·パワーステアリン 

グ·フルードを塗布する。 

(3) テフロンリングを、図のようにSSTにセットして拡張させる。 

SST 09631-20070 
テフロン SST リング

X0337 

(4) SST ウイズ テフロンリングを図のようにコントロールバル 

ブにセットする。

(5) テフロンリング4個をスライドさせて奥から順に取り付ける。 

注意 リングを傷付けない。

SST テフロンリング

X0851 

(6) 拡張したテフロンリングを、手で押さえて縮ませる。 

X0852 

(7)      ンリングに、キャッスル・パワーステアリング・フ 
SST 挿入方向

ルードを塗布する。

(8) SSTを使用して、テフロンリングをなじませながら縮ませる。 

SST 09631-20080 

注意 SSTにゴミなどが付着していないこと。 

SST 

X0853 
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9-80 ステアリングーフロントステアリング

8 コントロールバルブハウジング用ユニオンシート交換 

(1) 逆タップを使用して,ユニオンシート4個を取りはずす。 

注意 ·切り粉をポート内に入れない。 

·切り粉を出さないように,逆タップを強く押し込み、ご 
逆タップ

く少し左に回してユニオンシートを抜き出す。

·あまり小型の逆タップを使用すると、バルブハウジング 

のポートを傷付ける。

<参考> ユニオンシートの内径は4.5㎜および6㎜の2㎝料 

X0854 

(2) スライディングTハンドルなどを使用して,新品のユニオンシ 

ートを軽く打ち込む、

45 
注意 ポート内にゴミを入れない。

X0855 

9 ステアリングピニオン用ベアリング交換

SST (1) SSTを使用して,スナップリング2個を取りはずす。 

SST 09904-00010 09904-00050 

(2)ベアリングを取りはずす。 

X0856 

(3) 新品のベアリングボール部に,キヤッスル・シャシーグリース 

-SST ·スペシャルを充てんする。 

(4) ベアリングを取り付ける。 

注意 ベアリングの方向性は図に示す。

(5) SSTを使用して,スナップリング2個を取り付ける。 

SST 09904-00010 09904-00050 

x0857 

10 ラックハウジング内ニードルローラーベアリング点検 

(1)ベアリングの向転具合を確認する。 

<参考> ベアリングに異常がある場合は、ラックハウジングASSY 

を交換する。

A) 

X0858 
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ステアリングーフロントステアリング 9-81 

フロントパワーステアリングギヤASSY組み付け 
通気穴 グリース塗布範囲

1 パワーステアリングラックの組み付け A M 

(1) ラックハウジング内ステアリングラック川オイルシールを交換 

Al- 
する。(P9-76参照) 

(2)ステアリングラックの図に示す箇所に,キヤッスル・シャシー 
グリース充てん- 

グリース塗布

グリース·スペシャルを塗布および允てんする。 

(3) ステアリングラックのテフロンリングに,キヤッスル・パワー 
A-A断面 

ステアリング·フルードを塗布する。 
X0859 

(4)SSTをステアリングラックに組み付け,キヤッスル・パワー 

ステアリング·フルードを塗布する。 

SST 09631-20111 

SST 
注意 SSTは板厚が非常に薄いため、変形などさせない。 

X0B60 

(5) ステアリングラックを,SSTのテーパー部から挿入する。 SST 
注意 ステアリングラックのテフロンリングを傷付けない。

(6) SSTを取りはずす。 

注意 ステアリングラック組み付け後,コントロールバルブを 

組み付けるまでは,ステアリングラックを必要以上動か 

さない。オーバーストローク作動により,ステアリング 

ラックの歯でオイルシールを付ける。

X0861 

2 オイルシール組み付け 

(1)SSTをステアリングラックに組み付け,キヤッスル・パワー 
SST 

ステアリング·フルードを塗布する。 

09631-20111 SST 

(3) 新品のオイルシールのリップ部にキヤッスル·シャシーグリー 

ス·スペシャルを塗布する。 

(4)オイルシールを組み付ける。 

·オイルシールの方向性は図に示す。 注意

·オイルシールを傾けない。 X0635 

(5) SSTを取りはずす。 
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9-82 ステアリングーフロントステアリング

3 スペーサーおよびシリンダーエンドストッパー組み付け 

(1) スペーサーおよびシリンダーエンドストッパーの図に示す箇所 
グリース充てん

に,キヤッスル・シャシーグリース・スペシャルを塗布および 

充てんする。

(2) スペーサーおよびシリンダーエンドストッパーを組み付ける。 

(3) SSTを使用して、シリンダーエンドストッパーを打ち込む。 

SST 09631-00020 09631-24070 

SST たたく

0 

12 

官

X0862 X0863 

(4) SSTを使用して,スナップリングを組み付ける。 

SST 09905-00013 

SST 

X0616 

4 気密点検(ステアリングラック用オイルシール点検) 

SST (1)ラックハウジングに,SSTを組み付ける。 

SST 09631-12070 

注意 ·ユニオンシートを組み付けない。 

·SSTのパッキンを組み付け忘れない。 

(2) SSTにマイティバックを組み付ける。 

(3) 400mmHgの負圧をかけ,約30秒間保持したとき,指針に変化の 

ないことを確認する。

X0B64 (4) マイティバックおよびSSTを取りはずす。 

5 パワーステアリングコントロールバルブ組み付け バウジング空間

歯の谷部 (1)コントロールバルブを組み付けたとき、図に示す箇所にキヤッ 

スル·シャシーグリース·スペシャルが充てんされるように、 

グリースを塗布する。

ベアリング内

X0865 
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ステアリングーフロントステアリング 9-83 

6 コントロールバルブハウジング組み付け 

日 (1) 新品のOリングに,キャッスル・パワーステアリング・フルー 

合わせマーク ドを塗布する。G 
(2) Oリングを組み付ける。 

フルード塗布

(3)コントロールバルブのテフロンリングに、キヤッスル·パワー 
保護テープ

ステアリング·フルードを塗布する。 

(4) セレーション部に保護テープを巻く。 

(5)合わせマークを一致させ,バルブハウジングを組み付ける。 

注意 コントロールバルブのテフロンリングおよびギヤハウジ

ングのオイルシールを傷付けない。

(6)ボルト2本を組み付ける 

T=315kg・cm 

X0834 

7 コントロールバルブ用スラストニードルローラーベアリング組 

み付け

(1) プレートワッシャーを組み付ける。 

グリース充てん ベアリングに方向性はない。注意

(2) ベアリングのローラー部に,キャッスル・シャシーグリース、 

スペシャルを充てんする。

(3)ベアリングを組み付ける。 

<参考> ベアリングに方向性はない。 

(4)プレートワッシャーを組み付ける。 

<参考> ワッシャーに万向性はない。

8 ステアリングコントロールバルブシャフトプレロード調整 

(1)新品のナットを組み付ける。 

T=150kg・cm 

X0866 X0867 
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9-84 ステアリングーフロントステアリング

(2) コントロールバルブのスラスト方向のガタが,0.1〜0.5㎜にな 

るまで,ナットをゆるめる。 

X0973 X0974 

(3) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトの回転トルク SST 
を測定する。

SST 09616-00010 

(4)(3)の測定値を,A㎏・㎝とする。 

X0976 

(5) コントロールバルブシャフトの回転トルクが,A+1〜2㎏・cm 

になるように,ナットを締め込む方向で調整する。 

注意 ナットを,T=35kg·cm以上絶対締め付けない。 

SST 

X0975 X0976 
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9-85 ステアリングーフロントステアリング

(6) ナットをかしめる。 

すき間を0.1mm以下とする (7) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトの回転トルク 
かしめ

が,A+1~2㎏·㎝になっていることを削認する。 

SST 09616-00010 

√ 日 A D 

X0868 

9 ラックハウジングキャップ(入力軸側)組み付け 
SST 

(1)キャップに、キヤッスル·シャシーグリース·スペシャルを充 

てんする。

(2) キャップネジ部に,アドヘシブ134を塗布する。 

(3) SSTを使用して,キャップを組み付ける。 

T=470kg・cm 
アドヘシブ1344塗布 

SST 09617-22030 

グリース充てん

X0977 

10 ステアリングピニオンおよびステアリングピニオン用ベアリ 
ハウジング空間 ベアリングホール部

ング(Rr側)組み付け ハウジング空間

(1)ピニオンおよびベアリングを組み付けたとき,図に示す箇所に 

キヤッスル·シャシーグリース·スペシャルが充てんされるよ 

うに,グリースを塗布する。 

オイルシール

リップ部

歯の谷間

X0869 

(2) ピニオンを組み付ける。 

(3) ベアリングを組み付ける。 

注意 ベアリングの方向性は図に示す。

11 ステアリングピニオンプレロード調整 

(1) ステアリングピニオンのセレーション部に保護テープを巻く。 

(2) ラックハウジングキャップのネジ部にアドヘシブ134を塗布す 

る。

(3) SSTを使用して、キャップを組み付ける。 

09617-14010 SST 

アドヘシブ1344塗布 T =150kg・cm 

注意 キャップ内オイルシールリップ部を傷付けない。

○ 

( 

SST 

X0978 X0870 
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9-86 ステアリングーフロントステアリング

(4) SSTを使用して,ステアリングピニオンのスラスト方向のガタ 

が,0.1~0.5mmになるまで、キャップをゆるめる。 SST 
SST 09617-14010 

0 

×0871 X0872 

(5) SSTを使用して,ステアリングピニオンの回転トルクを測定す 

SST る。

SST 09616-00010 

(6)(5)の測定値を,Bkg・cmとする。 

×0873 

(7) SSTを使用して,ステアリングピニオンの回転トルクが,B+ 
SST 

4~6kg·cmになるまで、キャップを締め込む方向で調整する。 
○ 

SST 09616-00010 09617-14010 
() 

SST 

12 ラックハウジングキャップロックナット組み付け 
X0874 

(1)ロックナットのネジ部に,アドヘシブ134を塗布する。 

アドヘシブ1344塗布 (2) SSTを使用して,キャップを固定する。 

SST 09617-14010 

(3) SSTを使用して,ロックナットを組み付ける。 

SST 09617-14030 

T=700kg・cm 

(4) SSTを使用して,ステアリングピニオンの回転トルクが,B+ 
SST 

4~6㎏·㎝になっていることを,再確認する。 

SST 09616-00010 
X0875 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



ステアリングーフロントステアリング 9-87 

13 ラックガイド用ガイドボルト組み付け 

(1)ボルトネジ部にアドヘシプ1344を塗布する。 

(2)ボルトを組み付ける。 

T =15kg・cm 

14 ラックガイド組み付け 

(1)ラックガイドのローラー部および外周部に,キヤッスル·シャ 

シーグリース·スペシャルを充てんする。 

15 ラックガイド用スプリング組み付け 

16 ラックガイドスプリングキャップ組み付け 溝 アドヘシブ1344塗布 

(1)ラックガイド用スプリングの組み込まれている空間が、キヤッ 

スル·シャシーグリース·スペシャルで満たされるように,グ 

リースを充てんする。

(2) キャップのネジ部に、アドヘシブ1344を塗布する。 

(3)ニードルノーズプライヤーを使用して,キャップを組み付ける。 

T=200~300kg·cm 

グリース充てん

X0827 X0876 

17 総合プレロード調整 SST 
(1) SSTを使用して、コントロールバルブシャフトの回転トルクを 

測定する。

SST 09616-00010 

(2)コントロールバルブシャフトの回転トルクが,20kg・cmになる 

まで,ラックガイドスプリングキャップを,ニードルノーズプ 

ライヤーを使用して,ゆるめる方向で調整する。 

X0877 

(3) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトを回し,ステア SST 

リングラックを3〜4回フルストローク作動させ,ラック& 

ピニオンをなじませる。

SST 09616-00010 

(4) SSTを使用して,ステアリングギヤを直進状態にする。 

SST 09616-00010 

X0078 
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9-88 ステアリングーフロントステアリング

(5)ダイヤルゲージを、図のようにセットする。 

ゲージ測定子中心線

平行

ーゲージ測定子

ステアリングラック

ステアリングラックハウジング端面から10~15mm(ステアリングギヤ直進状態) 
ステアリングラックガイド中心線

X1002 

(6) SSTを使用して,ステアリングラックを,T=100kg・cmの)で 

左右にねじる。

SST 09617-24011 

(7) ダイヤルゲージの指針の最大振れを測定する。 

0 (8) ダイヤルゲージの指針の最大振れが,0.07~0.125mmになるよ 

うに,ラックガイドスプリングキャップを,ニードルノーズプ 
==100kg.cm 

ライヤーで回して調整する。
SST 

X0879 ×0880 

(9) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトの回転トルクを 

測定する。

基準値 30kg・cm以下(回転中) 

基準値外の場合は,(8)の調整において,基準値内で人きい値に 

調整し, 再確認する。 

SST 

X0881 
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18 ラックガイドスプリングキャップロックナット組み付け . 

(1)ロックナットネジ部に,アドシブ部134を塗布する。 

(2) ニードルノーズプライヤーを使用して,スプリングキャップを 

固定しながらSSTを使用して、ロックナットを組み付ける。 
0 

SST 09617-14020 

T=700kg・cm 

(3) 17-(4)〜(9)の要領で,総合プレロードを呼確認する。 

SST 

X0882 

19 ステアリングラックエンド組み付け 

(P9-64 2WS 参照) 

20 ダストカバー組み付け 

(P9-64 参照) 2 WS 

21 ステアリングラックブーツ組み付け 

(1) 針金(外径約φ2㎜×長さ約50㎜)をステアリングラックの道 

気穴に約30㎜挿入し,つまりのないことを確認する。 

<参考> ステアリングラックの通気穴により左右ラックブーツ内の 

X0651 
圧力を等しくしている。通気穴が詰まっていると,ラック 

外側
ブーツ破損のおそれがある。

ねじらない 0 
(2)ラックブーツの図に示すリップ部に,シリコングリースを塗布 

する。

(3) 左右の識別マークを基に,ラックプーツをねじらないように組 

み付ける。

(4)クリップ掘り部の曲げた先端が,外側を向くように組み付ける。 

シリコングリース塗布(全周) 

X0883 

(5)クランプおよびクリップの山部を,図に示す位置に合わせて組 

み付ける。

a=0mm (RH) a 

a=5±1mm(LH) 

(6) SSTを使用して,コントロールバルブシャフトを回転させ,ラ X0884 

ックブーツがスムースに仲縮することを確認する。

SST 
SST 09616-00010 

22 ラックハウジンググロメットNo2組み付け 

23 ラックハウジングブラケットNo.2組み付け 

24 ターンプレッシャーチューブ組み付け 

(P9-65 2WS 参照) 

25 タイロッドエンド組み付け 

(P9-65 2WS 参照) 

X0885 
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9-90 ステアリングーフロントステアリング

フロントパワーステアリングギヤASSY取り付け 

1 フロントパワーステアリングギヤASSY取り付け 

(1)ワッシャー2枚を中両にセットする。 

(2) ステアリングギヤを中両にセットする。 

(3) ステアリングギヤを,ボルト,ワッシャー2枚およびナット2 

個で取り付ける。

(4)ステアリングスライディングヨークの,ステアリングコラム側 

(アッパー側)ボルトをゆるめる。 

<参考> ヨークがスライド可能となる。

(5) ステアリングスライディングヨークの,ステアリングギヤ側 

(ロワー側)ボルトを取り付ける。 

T =360kg・cm 

(6) ステアリングスライディングヨークの,ステアリングコラム側 

(アッパー側)ボルトを締め付ける。 

T=360kg・cm 

リターンチューブ取り付け2 

3 リターンホース取り付け

4 プレッシャーフィードチューブ取り付け

(1) SSTを使用して,チューブを取り付ける。 

SST 09631-22020 

5 ステアリングインターミディエイトシャフトダストシールカバ 

一取り付け

タイロッドエンド取り付け6 

7 エンジンマウントブラケットリヤ ウイズ エンジンマウンテ 

ィングインシュレーターリヤ取り付け

8 エキゾーストパイプフロント取り付け

エンジンマウンティングセンターメンバー取り付け9 

10 エンジンサポートブリッジ取りはずし

11 フロントサスペンションクロスメンバーロワー取り付け

12 エンジンアンダーカバー取り付け

13 フロントホイール取り付け 

14 リヤステアリングコネクティングシャフト取り付け 

(P9-113参照) 

15 車両直進出し 

(1) 車両を直進で,5m 手押しして前進させる。 

16 ステアリングホイール直進位置修正 

(1) ステアリングホイールを脱着して,位置を修正する。(P9-18参 

照) 

注意 ステアリングホイールパッドは平坦な安定した場所に保

管する。またパッド面を上にして置き、絶対に物を上に

置かない。(エアバッグ付き車、詳細はP10-2参照) 

(2) ステアリングホイールとコラムカバーに,テープなどで合わせ 

マークを付ける。
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17 4WSニュートラル調整 

(P9-108参照) 

18 リヤステアリングギヤリンクセンター固定用SST取りはずし 

(P9-109参照) 

19 4WSニュートラル点検 

(P9-107参照) 

20 ステアリングラックブーツ組み付け状態点検 

(P9-89参照) 

21 エア抜き 

(P9-46参照) 
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サ技報9-92 ステアリングーフロントステアリング

ベーンポンプ

脱着構成図

T=450 

プレッシャーフィードチューブ
T=475 ユニオンボルト

●ガスケット 

リターンホース

T=440 

T=400 

ベーンポンプASSY 

P/Sポンプ用Vリブドベルト 

バキュームホース

C 

0 ¢ 

フロントサスペンションクロスメンバー
ロワー

450 

¢ 

d 

d 

エンジンアンダーカバー
T=2120 

T=2120 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) 

×0655 
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ステアリングーフロントステアリング 9-93 

分解構成図

プレッシャーポートユニオンT=700 
ストレートピン(短) 

フローコントロールバルブASSY 
●0リング 

●0リング ● 0 リング 
コンプレッションスプリング

●シャフトスナップリング 

T=130 

ペーンポンプシャフト

サクション
ポートユニオン

● 0 リング 

●ストレートピン(長) サイドプレートフロント

キー ポンプハウジングフロント

Q 

11 ユニオンシート

●オイルシール エアコントロールバルフ

T=440 

ペーンポンププーリー

スナップリング

●0リング 

サイドプレートリヤ ●0リング 

カムリング

ポンプハウジングリヤ

ベーンポンププレート

ーウェーブワッシャー

ペーンポンプローター

•……キヤッスル・パワーステアリング・フルード塗布 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) ←……キヤッスル·MPグリース塗布 

x0656 
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9-94 ステアリングーフロントステアリング

断面図

フローコントロールバルブ

2 

11 

フローコントロールバルブ

AD0169 
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ベーンポンプASSY取りはずし 

エンジンアンダーカバー取りはずし1 

2 フロントサスペンションクロスメンバーロワー取りはずし

P/Sポンプ用Vベルト取りはずし 3 

4 バキュームコントロールバルブ用ホース取りはずし

5 リターンホース切り離し

6 ベーンポンプ ウイズ プレッシャーフィードチューブ取りは 

ずし

ひも (1) SSTを使用して,プレッシャーフィードチューブのアッパー側 

(ブレーキブースター上側)を切り離す。 

SST 09631-22020 

(2)チューブの端部にひもを結び,取り付けの際にチューブがエン 

ジンルームを通し易いようにしておく。

(3)ポンプ ウイズ チューブを取りはずす。 

7 プレッシャーフィードチューブ取りはずし ×0657 

SST 
ベーンポンプASSY分解 

1 ベーンポンププーリー取りはずし 

(1) SSTを使用して,プーリーを固定する。 

SST 09616-30020 

(2) ナットをはずし、プーリーおよびキーを取りはずす。 

×0659 

エアコントロールバルブ取りはずし2 

<参考> ユニオンシートが同時にはずれる場合がある。

3 サクションポートユニオン取りはずし 

(1)ボルトをはずし,サクションポートユニオンを取りはずす。 

(2) サクションポートユニオンから、Oリングを取りはずす。 

×0660 

4 フローコントロールバルブ取りはずし 

(1) プレッシャーポートユニオン,フローコントロールバルブおよ 

びスプリングを取りはずす。

(2) プレッシャーポートユニオンから,Oリングを取りはずす。 

36 

x0661 
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9-96 ステアリングーフロントステアリング

5 ベーンポンプシャフト取りはずし 

(1) クリップリムーバーを使用して,スナップリングを取りはずす。 

注意 取りはずしは,テーパーの付いたスナップリング端部か 

ら行う。

クリップリムーバー

×0662 

(2) ポンプシャフトネジ部に、保護テープを巻く, 

(3) プラスチックハンマーを使用して、ポンプシャフト先端を軽く 保護テープ

たたく。

(4) ポンプハウジングリヤを収りはずす。

(5) ウエーブワッシャーを取りはずす。

(6) サイドプレートリヤを取りはずす。

カムリング取りはずし。(7) 

(8) ベーンポンブブレート10個を取りはずす。 

(9)ベーンポンプシャフトASSY取りはずし。 

注意 ポンプハウジング内オイルシールリップ部を傷付けない。

(10) ポンプハウジングリヤから,Oリングを取りはずす。 

(1) サイドプレートリヤから,Oリングを取りはずす。 

X0663 X0664 

ベーンポンプシャフトASSY分解 6 

(1)スナップリングを取りはずす。 

(2)ベーンポンプローターおよびサイドプレートフロントを取りは 

ずす。

(3) サイドプレートフロントから, Oリング2個およびストレート 

ピン(短)を取りはずす。 

X0665 
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7 ストレートピン取りはずし 

(1) ポンプハウジングフロントから,ストレートピン(長)を収り 

はずす。

X0666 

ベーンポンプASSY構成部品点検,交換 

1 ベーンポンプシャフトとベーンポンプハウジングブシュのオイ 

ルクリアランス点検

(1) マイクロメーターおよびキャリバーゲージを使用して各寸法を 

測定 測定し、オイルクリアランスを算出する。
箇所

測定 基準値 0.01~0.03mm 
箇所

限度 0.07mm 

限度を超えた場合は,ベーンポンプASSYを交換する。 
×0667 

2 ベーンポンププレートおよびベーンポンプローター点検

C 
(1) キャリパーゲージを使用して、ポンププレートの図に示す箇所 

B 
を測定する。

(A) 測定箇所 基準値

14.988~14.998mm A) 

ポンププレート B 8.1~8.3mm 

C 1.797~1.803mm 

K8344 

(2) シックネスゲージを使用して,ポンププレートとポンプロータ 

ーのすき同を測定する。

基準値 0.02mm 

限  0.028mm 

<参考> ・ポンププレート,ポンプローターおよびカムリングを交 
×0285 

換するときは、同じマークのものと交換する。

·ポンププレートにマークはない。 

ポンププレート点検(1)のA 小法 
マーク ポンププレート品番 (mm) 

44345-12010 14.996~14.998 () なし
(1 

1 44345-12020 14.994~14.996 

2 44345-12030 14.992〜14.994 

3 44345-12040 14.990~14.992 

マーク位置 44345-12050 14.988-14.990 4 

X0668 
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9-98 ステアリングーフロントステアリング

3 フローコントロールバルブ点検 

(1)バルブおよび穴に傷がないことを確認する。 

(2) バルブにキヤッスル·パワーステアリング·フルードを塗化す 

る。

(3)バルブが自重で滑らかに沈むことを確認する。 

X0669 

(4)バルブの気密点検を行う。 

4~5kg/cm2のエア ① 図に示す穴@を指でふさぐ。 

(b) 
② 図に示す穴bに,4〜5㎏/cm2のエア圧をかける。 

(c) 
③ 図に示す穴⑤よりエア漏れがないことを確認する。 

漏れがある場合は,バルブを交換する。 

漏れがないこと
<参考> ・バルブを交換する場合は,ポンプハウジングのマークと 

@ 
同じマークのバルブを使用する。

ふさぐ

·バルブの種類 

K8348 車  マーク バルブ品番

マーク位置 A 44330-20070 マーク位置

B 44330-20080 
4S-FE-2WS 

C 44330-20090 
4S-FE・4WS 

D 44330-20100 
3S-FE・2WS 

E 44330-20110 

F 44330-20120 

A 44330-35131 

B 44330-35141 

X0670 C 44330-35151 
3S-GE · 2 W S 

D 44330-35161 

E 44330-35171 

F 44330-35181 

A 44330-20130 

B 44330-20140 

C 44330-20150 
3S-FE・4WS 

D 44330-20160 

E 44330-20170 

I' 44330-20180 

A 44330-20190 

B 44330-20200 

C 44330-20210 
3S-GE · 4WS 

D 44330-20220 

E 44330-20230 

F 44330-20240 
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ステアリングーフロントステアリング 9-99 

4 フローコントロールバルブ用スプリング点検 

(1)スプリングの自由長を点検する。 

基準値 36.9mm 

5 プレッシャーポートユニオン点検 

(1)ユニオンシート部が著しく損傷し,フルード漏れのおそれがあ 

る場合は,プレッシャーポートユニオンASSYで交換する。 

6 オイルシール交換 

(1) (一)ドライバーを使用して、オイルシールを取りはずす。 

ウエス 注意 ポンプハウジングを傷付けない。

X0671 

(2) 新品のオイルシールのリップ部に、キヤッスル・MPグリース 

を塗布する。ソケット
レンチ
(23mm) (3) 23mmのソケットレンチを使用して,オイルシールをポンプハウ 

ジングと面一になるまで打ち込む。
を

注意面 オイルシールの方向性は図に示す。

x0672 

7 エアコントロールバルブ用ユニオンシート交換

↓ (1) 逆タップを使用して、ユニオンシートを取りはずす。 
て

mo 
注意 ·切り粉をポート内に入れない。 

・切り粉を出さないように,逆タップを強く押し込み,ご 

く少し左に回してユニオンシートを抜き出す。

逆タップ ・あまり小型の逆タップを使用すると,ハウジングのポー 

トを傷付ける。

<参考> ユニオンシートの内径は5.5mm。 

X0675 (2) スライディングTハンドルなどを使用して、新品のユニオンシ 

ートを軽く打ち込む。

注意 ポート内にゴミを入れない。

X0886 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



9-100 ステアリングーフロントステアリング

ベーンポンプASSY組み付け 

長いストレートビン

1 ストレートピン組み付け 

(1) ポンプハウジングフロントに,長いストレートピンを組み付け 

る。

X0666 

2 ベーンポンプシャフトASSY組み付け 

(1) 新品のロリング2個に,キャッスル・バワーステアリング・フ 

ルードを塗化する。
Rr側指示マーク 

(2) Oリング2個を、サイドプレートフロントに組み付ける。 

(3) サイドプレートフロント,ベーンポンプローターおよびスナッ 

プリングを、ベーンポンプに組み付ける。

サイドプレートフロントおよびポンプローターの方向性注意
フルート並布

は図に示す。

X0673 

(4) 短いストレートピンを,サイドプレートフロントの点目の穴に, 

図に示す側から組み付ける。

長穴一

短いストレートピン

X0674 

(5)ポンプシャフトネジ部に保護テープを巻く。 

(6) 長いストレートピンと,サイドプレートフロントの長穴を合わ 

せ,ベーンポンプシャフトASSYを組み付ける。 
長穴保護テープ

ポンプハウジング内オイルシールリップ部を傷付けない。注意

長いストレートピン

×0676 

(7) ベーンポンプシャフトASSYを,プラスチックハンマーで軽く 

たたいて組み付ける。

(8)ベーンポンプシャフトASSYを回転させ,ポンプハウジングの 

オイルシールリップ部が変形してないことを確認する。

×0677 
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ステアリングーフロントステアリング 9-101 

3 カムリング組み付け
マーク

(1) 打刻マークのある面を上にする。 
長穴

(2) 長穴と良いストレートピンを合わせて,カムリングを組み付け 

る。

長いストレート
ピン

×0678 

4 ベーンポンププレート組み付け 

(1) ポンププレートに,キヤッスル・パワーステアリング・フルー 

ドを塗布する。

(2) 端面の丸い方を外側にして,ポンププレートを組み付ける。 

フルード塗布

x0679 

5 サイドプレートリヤ組み付け
フルード塗布

(1) 新品のOリングに,キャッスル・パワーステアリング・フルー 

ドを塗化する。

(2) Oリングを,サイドプレートリヤに組み付ける。 

長穴
(3) サイドプレートリヤを, 長穴を受けストレートピンに合わせて 

組み付ける。

長いストレートピン

×0680 

6 ウエーブワッシャー組み付け 

(1)ウエーブワッシャーを,ツメをサイドプレートリヤの川部に合 

わせて組み付ける。

×0681 

7 ポンプハウジングリヤ組み付け 

(1) 新品のOリングに,キヤッスル・パワーステアリング・フルー 

ドを塗布する。

(2) Oリングを,ポンプハウジングリヤに組み付ける。 

(3) スナップリングが組み付けられるようになるまで,ポンプハウ 

ジングリヤをプレスで川人する。

注意 圧入は,ウエーブワッシャーが縮む程度とする。 

(4) スナップリングを組み付ける。 

X0682 
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9-102 ステアリングーフロントステアリング

8 ベーンポンプシャフトプレロード点検 

(1)ポンプシャフトが円滑に回転し,異音がないことを確認する。 

(2) ポンプシャフトに,プーリー組み付け用ナットを仮付けする。 

(3)ポンプシャフトの回転トルクを測定する。 

基準値2.8kg・cm (回転中) 

基準値外の場合は,オイルシールリップ部が変形していないか 

点検する。

x0663 

9 フローコントロールバルブ組み付け

(1) 新品のOリングに,キヤッスル・パワーステアリング・フルー 

ドを塗布する。

(2) Oリングを,プレッシャーポートユニオンに組み付ける。 

(3) ) スプリング,フローコントロールバルブおよびプレッシャーポ 

ートユニオンを組み付ける。
フルード塗布

T=700kg・cm 

×0661 

10 サクションポートユニオン組み付け 

(1) 新品のOリングに,キャッスル・パワーステアリング・フルー 

ドを塗布する。

フルード塗布
(2) Oリングを,サクションポートユニオンに組み付ける。 

(3) サクションポートユニオンを,ボルトで組み付ける。 

T=130kg・cm 

11 エアコントロールバルブ組み付け 

×0660 

12 ベーンポンププーリー組み付け 

(1) キーおよびプーリーを組み付ける。 

注意 プーリーの方向性は図に示す。

×0684 

(3) SSTを使用して,プーリーを固定する。 SST 
SST 09616-30020 

(3) ナットを組み付ける。 

T=440kg・cm 

×0659 
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ステアリングーフロントステアリング 9-103 

ベーンポンプASSY取り付け 

1 プレッシャーフィードチューブ取り付け 

(1) 新品のガスケットを介し,チューブをユニオンボルトでポンプ 

に取り付ける。

2 ベーンポンプ ウイズ プレッシャーフィードチューブ取り付 

け

(1)取りはずしのときに通しておいたひもを利用して,ポンプ ウ 

イズ チューブを取り付ける。 

(2) SSTを使用して、チューブを取り付ける。 

SST 09631-22020 

3 リターンホース取り付け

4 バキュームコントロールバルブ用エアホース取り付け

5 P/Sポンプ用Vベルト張り調整 

4S-FE:1-4,6参照・3S-FE:2-4,6参照) 

一3S-GE:3-4,6参照 

6 フロントサスペンションクロスメンバーロワー取り付け

7 エンジンアンダーカバー取り付け

8 エア抜き 

(P9-46参照) 

9 トーイン調整 

(P7-4参照) 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-104 

リヤステアリング(4WS) 

準 備 品 

バルブガイドブシュリムーバー リヤステアリングアングルレシオコンバータープ
09201-70010 

アンド リプレーサー シュ脱善川

ステアリングギヤハウジング(2) 09612-10093 
オーバーホールツールセット

4 

ピボットペアリングリヤベアリングキャップ脱着
09612-10022 ヘキサゴンレンチ 

川

ステアリングピニオンベアリン ピボットペアリングリヤベアリングキャップ用口
My 

ックナット脱着用09617-10010 グアジャスティングスクリュー 
リターンラックASSY脱着,分解、組み付け用 ロックナットレンチ

ボールジョイントロックナット レバーレシオコントロールウォーム川ロックナッ
09628-10020 

ト脱荷川レンチ

(1) 
ステアリングギヤハウジング

09612-24014 
オーバーホールツールセット

ステアリングピニオンベアリン
ギヤビニオンプレロード測定用09616-10010 

グアジャスティングソケット

SST 

ステアリングラックエンドレン
リターンラックガイド用ロックナット脱荷用09617-22030 

チ

ステアリングピニオンベアリン
10 リターンラック川ロックナット脱着用

09617-22040 グアジャスティングスクリュー 
リレーロッドキャップ脱着用

ロックナットレンチ

ラックエンド脱済用09617-24011 ステアリングラックレンチ 

ステアリングウォームベアリン
ギヤピニオンASSY脱着用 

09616-30011 グアジャスティングスクリュー 
ギヤピニオンプレロード調整川

レンチ

① ステアリングラックエンドレン
ラックエンド脱着用09617-14010 

チ

ウォームベアリングアジャステ

リレーロッドキャップ用ロックナット脱荷用09617-22010 〕ィングスクリューロックナット

レンチ

ボールジョイント部取りはずし川09628-62011 ボールジョイントプラー 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-105 

ディテントボールプラグソケッ
09313-30021 ヘッドキャップボルト脱着用

ト

パワーステアリングギヤハウジ

09630-00012 ングオーバーホールツールセッ 

ト

( 
09631-00131 ベーンポンプブラケット リヤステアリングギヤリンクASSY保持用 

レバーレシオコントロールウォームアジャストケ
09660-14010 アジャストナットレンチ 

ット川ロックナット脱着川

レバーレシオコントロールウォーム脱着用

09660-14020 ウォームギヤレンチ レバーレシオコントロールウォームプレロード測

定川

リヤステアリングギヤリンクASSYセンタリング 
09660-14030 4WSセンターロックボルト 

川

09660-14040 ロックナットレンチ ギヤビニオン川ロックナット脱着川

SST 

1000004 09904-00010 エクスパンダーセット スナップリング脱着用

09905-00013 スナップリングプライヤー スナップリング脱着用

09950-20017ユニバーサルプラー 6 
* 

84 

09952-36010 スクリュー 

09953-35011 Dクロウ 

09954-20011 アジャストスクリュー リターンラックASSY組み付け用 

09955-20012 プロパ 

09956-20011 タイティングピース 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-106 

SST 09957-20010 ピン リターンラックASSY組み付け用 

リヤステアリングアングルレシオコンバータープ
09031-00040 ピンポンチ 

シュ取りはずし川Sm 

工 具 09923-00010 ヘキサゴンレンチ リターンラックガイド脱着用

ギヤカバー脱着川

レバーレシオコントロールウォームアジャストナ

09923-00020ヘキサゴンレンチ ット脱着用
レバーレシオコントロールウォームプレロード調

整川

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

09083-00060ミニテストリード 各部点検用

計 器 ダイアグノーシスチェックワイ 面位相点検川(1) 09843-18020 
ヤ ダイアグノーシス点検川

ターニングラジアスゲージ リヤホイール切れ角測定用

ギヤピニオンプレロード測定川
レバーレシオコントロールウォームプレロード測トルクレンチ(0~30kg·cm) 
定川

ダイヤルゲージ 4WSセンター点検用 

キヤッスル·クラッチレリーズハブグリース リヤステアリングギヤリンク内塗布用

キヤッスル·シャシーグリース·スペシャル リヤステアリングギヤリンク内塗布用

リヤステアリングギヤハウジング & カバー合 
シールパッキン1281 

油脂 わせ面シール用

その他 リヤステアリングギヤリンク各部シール川アドヘシブ1344 

リヤステアリングアングルレシオコンバーター内
デンソー50号グリース 塗布川

リヤステアリングアングルレシオコンパーターブ
石けん水 シュ取り付け川
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-107 

基本点検

リヤホイール切れ角点検

(二) 
1 フロントホイール切れ角点検 

(P7-5参照) 

2 リヤホイール切れ角点検(逆位相MAX) 

(1) 車両のフロント側をジャッキアップする。 
ターニングラジアスゲージ

(2) リヤタイヤをターニングラジアスゲージにセットし,パーキン 

×0499 グブレーキレバーを引く。

(3) ステアリングホイールを,直進状態から左右いっぱいに切った 

ときのリヤホイールの切れ角を測定する。

基準値 5°±45′(内輪,外輪とも) 

注意 リバース2WSモード以外で測定する。 

<参考> リバース2WSモードとは 

·イグニッションスイッチ ON 

·リバース2WSスイッチ ON の状態

·シフト位置リバース 

×0500 

4WSニュートラル点検 

1 フロントおよびリヤホイールアライメント点検、調整 

(P7-3参照) 

2 ステアリング直進出し 

(1) 中両を直進で5m下押しして前進させる。 

(2) ステアリングホイールとコラムカバーに,テープなどで合わせ 

マークをつける。

3 リヤギヤASSYセンター点検 

0 (1) 車両のリヤ側をジャッキアップする。 

(2) ステアリングホイールとコラムカバーの合わせマークを合わせ 

る。

×0502 

(3) リヤステアリングギヤのリレーロッドクランプにダイヤルゲー 

ジをセットする。

ダイヤルゲージは,リレーロッドとできるだけ平行にセ 注意

ットする。

X0503 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-108 

(4) リバース2WSモードにセットする。 

<参考> リバース2WSモードとは 

R 
·イグニッションスイッチ ON 

ON ON 
1 3 5 ·リバース2WSスイッチ ON の状態4WS P

R
N

O
2

L 

・シフト位置リバース
w &x & 

2 4 R 

X0504 

(5)ダイヤルゲージの指示が基準値内にあることを確認する。 

基準値 0~0.1mm 

基準値外の場合は,4WSニュートラル調整を行う。 

20 

た

X0505 

4WSニュートラル調整 

1 ステアリング直進出し 

(1)車両を直進で5m 下押しして前進させる。 p 

(2) ステアリングホイールとコラムカバーに、テープなどで合わせ 

マークをつける。

(3)車両のリヤ側をジャッキアップする。 

(4) ステアリングホイールとコラムカバーの合わせマークを合わせ 

る。
×0502 

2 コネクティングシャフト切り離し 

(1) コネクティングシャフトのスリーブのボルトをゆるめる。 

(2) スリーブを車両前方へスライドさせる。 

X1015 

3 リヤステアリングギヤセンター固定

(1) SSTを使用して,リヤステアリングギヤからヘッドキャップボ 

ルトを取りはずす。
14 

09313-30021 SST 
C 

(2) リヤステアリングギヤにSSTを取り付け,リヤステアリングギ 

ヤをセンターで固定する。SST 

SST 09660-14030 
ヘッドキャップボルト

SST 

×0506 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-109 

4 4WSニュートラル調整 

(1)コネクティングシャフトのねじセレーションのクランプおよび 

スリーブのボルトをゆるめる。

◆ 

×0893 

(2) コネクティングシャフトを一度前方へ押し付け,スリープを後 

方へ軽く押し付ける。

(3) コネクティングシャフトを後方ヘスライドさせながら,スリー 

ブとコネクティングシャフトベアリングのセレーションが合っ

たところでスリープを後方へスライドさせ,コネクティングシ 

ャフトベアリングと連結させる。

前方へ押し付ける

○ 

0 

○ 

後方へスライドさせる

0 

×0507 

(4)コネクティングシャフトのねじセレーションのクランプおよび 

スリーブのボルトを締め付ける。

T=360kg.cm 

5 SST取りはずし 

(1)リヤステアリングギヤリンクASSYからSSTを取りはずし,SST 
0 3 

を使用してヘッドキャップボルトを取り付ける。

SST 09313-30021 09660-14030 
0 

T=130kg・cm 

注意 故障の原因になるため,必ずSSTを取りはずす。 
SST 

ヘッドキャップボルト
6 4WSニュートラル点検 

×0508 
(P9-107参照) 
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サ技報ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-110 

リヤステアリングコネクティングシャフト

ベアリング点検

(1) コネクティングシャフトのベアリング付近を持ち,上下左右に 

動かしたとき,ガタがないことを確認する。 

(2) ステアリングホイールを阿転させたとき,ベアリングから異音 

がしないことを確認する。

× 0509 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-111 

コネクティングシャフトASSY 

脱着分解構成図

リヤステアリングキヤコネクティング
シャフトサブASSY No.2 

島33 
リヤステアリングコネクティング 3 
シャフトベアリングサブASSY 

T=360 T = 360 
T=360 

リヤステアリングコネクティング
シャフトブーツNo. 2 

リヤステアリングキヤ
コネクティングシャフトサブASSY 

T = 360 
●リヤステアリングコネクティング T=360 シャフトブーツクランプ

T=160 

●クランプ 

リヤステアリングコネクティング
シャフトブーツ

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

×0780 

コネクティングシャフト取りはずし

1 リヤステアリングギヤセンター固定 

(1) ステアリングホイールを直進状態にする。 (新 

(2) SSTを使用して,リヤステアリングギヤからヘッドキャップボ 

ルトを取りはずす。

10 
SST SST 09313-30021 

(3) リヤステアリングギヤにSSTを取り付け,リヤステアリングギ 
SST ヘッドキャップボルト

ヤをセンターで固定する。
× 0506 

SST 09660-14030 

注意 SSTを取り付けた状態でステアリングホイールを回さな 

い。

2 リヤステアリングギヤコネクティングシャフト取りはずし 

(1) フロントステアリングギヤとの接合部のクランプのボルトを収 

りはずす。

X0510 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-112 

(2) スリーブのボルト2本をゆるめてスリーブを車両前方へスライ 

ドさせ,ボルトを仮締めする。 

(3) コネクティングシャフトをスライドさせて取りはずす。 

X1015 

3 リヤステアリングコネクティングシャフトベアリング取りはず 

し

(1) コネクティングシャフトNo.2のクランプのボルトを取りはずす。 

(2) ナット2個をはずし,ベアリングを取りはずす。 

×0511 

4 リヤステアリングギヤコネクティングシャフトNo.2取りはずし 

(1) リヤステアリングギヤとの結合部のクランプのボルトを取りは 

ずす。

(2) コネクティングシャフトNo.2を取りはずす。 

X0512 

コネクティングシャフト分解

1 リヤステアリングコネクティングシャフトブーツ取りはずし 

(1)ブーツクランプ2個を取りはずす。 

(2) コネクティングシャフトからブーツを取りはずす。 

×0513 

2 リヤステアリングコネクティングシャフトブーツNo.2取りはず 

し

(1) ブーツクランプ2個を取りはずす。 

(2) コネクティングシャフトNo.2からブーツを取りはずす。 

x0783 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-113 

コネクティングシャフト組み付け

1 リヤステアリングコネクティングシャフトブーツ取り付け 

(1) コネクティングシャフトにブーツを取り付ける。 

(2)新品のクランプ2個をブーツに取り付ける。 

(3) クランプを折り曲げ,ツメ2個を曲げてクランプをかしめる。 

注意 ブーツを傷つけない。

X0514 

2 リヤステアリングコネクティングシャフトブーツNo.2取り付け 

(1) コネクティングシャフトNo.2にプーツを取り付ける。 

(2) 新品のクランプをブーツに2回巻きつけ,クランプの先端をね 

じって固定する。

×0784 

コネクティングシャフト取り付け

1 リヤステアリングギヤコネクティングシャフトNo.2取り付け 

(1) コネクティングシャフトNo.2をリヤステアリングギヤに挿入し, 

クランプを締め付ける。

T=360kg・cm 
√ 

X0512 

2 リヤステアリングコネクティングシャフトベアリング取り付け 

(1) ベアリングのシャフトをコネクティングシャフトNo.2に挿入し, 

ナット2個で取り付ける。 

T=160kg・cm 

(2)コネクティングシャフトNo.2のクランプを締め付ける。 

T=360kg.cm 

X0511 

3 リヤステアリングギヤコネクティングシャフト取り付け

(1)フロントステアリングギヤのセレーションと,コネクティング 

シャフトのセレーションを図のように合わせて取り付ける。

(2)フロント側のクランプを締め付ける。 
合わせる

T=360kg.cm 

4 4WSニュートラル調整 

(P9-108参照) 

X0765 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-114 

リヤステアリングギヤリンクASSY 

脱着構成図

ラッケージコンパートメントトリムカバーリヤ

●コッタービン 

T=600 
2 

@ 

ステアリングコントロール

W/Hプロテクター 

リヤステアリングギヤリンクASSY 

T=360 

2 

1 T=650 

1 

(3) 

鳥 リヤステアリングアングルレシオ
コンバータープロテクター

T=115 コッターピン
リヤステアリングキヤ

コネクティングシャフトNo.2 

T=600 ·ワイヤリングハーネスガイド 
* 

見

T=55 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

X1017 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-115 

分解構成図

リヤステアリングラックエンドASSY T=850 

●クローワッシャー 

●スナップリング 

リヤステアリングリレー
ロッドストッパー

ステアリングラック
ブシュ(2) T = 1000 

リヤステアリングビボット
リヤステアリングアングルレシオベアリングキャップ
コンバーターASSY 

ベアリング

クランプ T=50 

リヤステアリングタイロッド
クランブエンドサブASSY 

T=185 シーリング

T=195 
T=850 

リヤステアリングリレー
ロッドブーツリヤステアリング

リターンラックASSY 
リヤステアリングギヤ

ベアリングカバー
リヤステアリングギャ (1) 
ビニオンASSY ベアリング ーリヤステアリングキヤハウジング

T=1000 

T=130 ●リヤステアリング 
ヘッドキャップボルト アングルレシオコンバーター

●0リング 6 フシュT=50 
ステアリングコントロールセンサー

0リング 
リヤステアリング イT=195 リターン

50 リヤステアリングリレーロッド
リヤステアリングラックガイドT=195 スブリング· リレーウォームASSY 

リヤステアリングリターンラック. ベアリング

ガイドスプリングキャップ
T=400 

1,353 
リヤステアリングレバー リヤステアリング
レシオコントロールウォーム リレーロッドキャップ

リヤステアリングリヤステアリングウォーム T=1200 ウォームコントロールアジャストナット
カム

ベアリング リヤステアリングラックエンドASSY T=850 

6) 

ベアリング
クローワッシャー

T=850 リヤステアリングウォーム
アジャストナットNo.2 クランプ

リヤステアリングリレー
ロッドブーツ

クランブ

T=185 

リヤステアリングタイロッドエンドサブASSY 

★……キヤッスル·クラッチレリーズハブグリース塗布箇所(約40g) 

◆……キヤッスル·シャシーグリース·スペシャル塗布箇所(約10g) ・再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) 

X1043 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-116 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターASSY 

リヤステアリングアングルレシオコンバーター
ハウジング

リヤステアリングアングルレシオコンバーターブシュ ウエーブワッシャー

リヤステアリングア,ングルレシオコンバーターフレーム 

●0リング 
☆ 

リヤステアリングアングルレシオ

コンバーターキャップ3 

●0リング 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターシャフト

C 0 
(m) 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターギヤ

リヤステアリングリターンラックASSY 

リヤステアリングリターンラックスプリングホルダーNo.2 

リヤステアリングリターンスプリング
リテーナークッションNo.2 

=145 

リヤステアリングリターンスプリングリテーナーNo.2 

コンプレッションスプリング
T=850 0 

② 
リヤステアリングリターンスプリングリテーナー

リヤステアリングリターンラック

リヤステアリングリターンスプリング
リテーナークッション

リヤステアリングリターンラックスプリングホルダー

←……デンソー50号グリース塗布箇所 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) ←……キャッスル·クラッチレリーズハブグリース塗布箇所 

X0515 X0984 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-117 

リヤステアリングギヤピニオンASSY 

リヤステアリングギヤビニオン

ペアリング

リヤステアリングキヤビニオン
アジャスティングスクリュー

●スナップリング 

●スナップリング 

●オイルシール 

←……キヤッスル·クラッチレリーズハブグリース塗布箇所 ●…再使用不可部品 

×0985 

リヤステアリングギヤリンクASSY取りはずし 

1 ラッゲージコンパートメントトリムカバーリヤ取りはずし 

(P12-10参照) 

2 ステアリングコントロールWAHプロテクター取りはずし 

X1051 

3 コネクター切り離し 

(1) メインモーター,バックアップモーター,ステアリングコント 

ロールセンサーのコネクターを切り離し,フロアのグロメット 

をはずしてハーネスを車外へ押し出す。

X1054 

4 ワイヤリングハーネスガイド取りはずし 

(1)ボルト3本をはずし,ワイヤリングハーネスガイドを取りはず 

す。

(2) リヤステアリングギヤASSYのワイヤハーネスクランプを4箇 

所取りはずす。

X1019 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-118 

5 リヤステアリングアングルレシオコンバータープロテクター取 

りはずし

(1)ボルト4本をはずし,プロテクターを取りはずす。 

6 リヤステアリングギヤセンター固定 - 

4 ◎ (P9-108参照) 

<参考> リヤステアリングギヤASSYを分解,交換する場合は不 
0 

要。

X0808 

7 リヤステアリングギヤコネクティングシャフトNo.2切り離し 

(1) コネクティングシャフトNo.2のフロント側のクランプボルト1 

本を取りはずす。

X0786 

(2) コネクティングシャフトNo.2のリヤ側のクランプボルトを取り 

はずす。

(3) コネクティングシャフトNo.2を中両前方ヘスライドさせ,リヤ 

ステアリングギヤとのかん合をはずす。

×0512 

8 リヤステアリングギヤリンクASSY取りはずし 

(1) タイロッドエンドのコッターピンをはずし,キャッスルナット 

を取りはずす。

(2) SSTを使用して,タイロッドエンドとナックルを切り離す。 

SST 09628-62011 

SST 

X0141 

(3) ナット4個をはずし,リヤステアリングギヤリンクASSYを収 

りはずす。

×0889 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-119 

リヤステアリングギヤリンクASSY分解 

1 リヤステアリングリレーロッド取りはずし 

(1) リレーロッドとタイロッドエンドに合わせマークをつける。 

(2)ラックエンドのねじ部の長さを測定しておく。 

(3) クランプをゆるめ, リレーロッドを取りはずす。 

×0787 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターASSY取りはず 2 

し

(1) ボルト4本をはずし,コンバーターASSYを取りはずす。 

(2) シーリングを取りはずす。 

×0516 

3 ステアリングコントロールセンサー取りはずし 

(1)ボルト2本をはずし,センサーを取りはずす。 

(2) Oリングを取りはずす。 

X0517 

4 リヤステアリングリレーロッドブーツ取りはずし 

(1) クランプ2個をゆるめ,ブーツを取りはずす。 

右側 左側

X0518 

5 ステアリングギヤ固定 

(1) SSTを使用して,ステアリングギヤをバイスに固定する。 

SST 09631-00131 

<参考> SSTはバイスの左端にはさむとよい。 

SST 

X0519 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-120 

6 ヘッドキャップボルト取りはずし 

(1) SSTを使用して,ヘッドキャップボルトを取りはずす。 

SST 09313-30021 

SST 

×0520 

7 リヤステアリングラックエンド取りはずし 

(1)クローワッシャーのかしめを解く。 

×0521 

(2) SSTを使用してラックエンドを取りはずす。 SST 

SST 09617-14010 09617-24011 

(3)クローワッシャーを取りはずす。 

X09B8 

8 リヤステアリングリターンラックガイド取りはずし

(1) SSTとヘキサゴンレンチ(14mm) を使用して,ロックナット 

を取りはずす。

09617-22030 SST 

(2) ヘキサゴンレンチ(14mm)を使用してスプリングキャップをは 

ずし,スプリング,ラックガイドを取りはずす。 
SST 

X0522 
9 リヤステアリングリターンラックASSY取りはずし 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09617-10010 09617-22040 

(2) SSTを使用して,リターンラックASSYを取りはずす。 

SST 09617-10010 

SST 

×0523 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-121 

10 リヤステアリングギヤピニオンASSY取りはずし 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09616-30011 09660-14040 

(2) SSTを使用して,ピニオンASSYを取りはずす。 

SST 09616-30011 
SST 

×0524 

11 リヤステアリングピボットベアリングリヤベアリング取りはず 

しC 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09612-10022 09617-10010 

(2) SSTを使用してベアリングキャップをはずし,リヤベアリング 

を取りはずす。

SST 09612-10022 
SST 

注意 ベアリングを落とさない。

X0812 

12 リヤステアリングギヤカバー取りはずし 

(1)ヘキサゴンレンチ(8mm)を使用して,ヘキサゴンボルト2本 

を取りはずす。

(2)ボルト4本を取りはずす。 

×0813 

(3) ギヤカバーおよびベアリングを取りはずす。 

注意 ベアリングを落とさない。

×0525 

13 リヤステアリングピボットベアリングフロントベアリングアウ 

ターレース取りはずし

(1)プラスチックハンマーを使用して,ギヤカバーを軽くたたきな 

がら,アウターレースを浮かせて取りはずす。 

×0526 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-122 

14 リヤステアリングレバーレシオコントロールウォーム取りはず 

し

(1) SSTおよびヘキサゴンレンチ(8mm)を使用して,ロックナ 

ットを取りはずす。

09660-14010 SST 09628-10020 
SST 

(2) ヘキサゴンレンチ(8mm)を使用して,アジャストナットを取 

りはずす。

注意 ベアリングが抜け落ちる場合があるので,落とさない。 

× 0527 

(3) SSTを使用して,コントロールウォームを押しながら時計方向 

に回して取りはずす。

SST 09660-14020 

SST 

5 

×0526 

15 リヤステアリングリレーロッドキャップ取りはずし 

(1) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09617-22010 09617-22040 

(2) SSTを使用して,リレーロッドキャップを取りはずす。 

SST 09617-22040 

SST 

×0529 

16 リヤステアリングウォームコントロールホイール取りはずし 

(1) プラスチックハンマーを使用して,リレーロッドのRH側を軽く 

たたき,ウォームコントロールホイールおよびベアリング(ア 

ウター側)を取りはずす。 

×0530 

17 リヤステアリングリレーウォーム用ベアリング(インナー側) 

取りはずし(9) 

(1) リレーロッドとピボットベアリングを指で支え,ハウジングの 
6 

リレーロッドキャップ側を作業台などに軽く当てて,ベアリン 

グを取りはずす。

·ウエスを介して当てる。 注意

·ベアリングをまっすぐ取りはずす。 

X0531 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-123 

18 リヤステアリングリレーロッドストッパー取りはずし 

(1) SSTを使用して,スナップリングを取りはずす。 

SST 09905-00013 

SST 

X0532 

(2) プライヤーを使用して,リレーロッドストッパーを取りはずす。 

×0533 

19 ステアリングラックブシュ取りはずし 

×1020 

20 リヤステアリングリレーロッドおよびピボットベアリング取り 切り欠き

はずし
0 

(1) リレーロッドとピボットベアリングのかん合をはずす。 

(2) リレーロッドを回転させ,リレーロッドのピン部をハウジング 

の切り欠きに合わせて抜き取る。

(3)ピボットペアリングを取りはずす。 

X0584 

21 リヤステアリングウォームコントロールカムおよびベアリング 

取りはずし

(1)ハウジングからコントロールカムを抜き取り,ベアリングを収 

りはずす。

0 

×0535 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-124 

22 リヤステアリングアングルレシオコンバーターブシュ取りはず 

し

(1) SSTとプレスを使用して,ブシュを取りはずす。 

SST 09201-70010 

X0890 

リヤステアリングアングルレシオコンバーター
曾

ASSY分解 

1 リヤステアリングアングルレシオコンバーターキャップ取りは 

ずし

(1) スクリュー4本をはずし,コンバーターキャップ,Oリングお 

よびウェーブワッシャーを取りはずす。

×0536 

2 リヤステアリングアングルレシオコンバーターシャフト取りは 

ずし

心

×0537 

3 リヤステアリングアングルレシオコンバーターフレーム取りは 

ずし

(1)スクリュー3本を取りはずす。 

(2) 保護テープを巻いた(ドライバーを使用して,コンバーターフ 

レーム2箇所のツメを交互にこじて取りはずす。 

注意 コンバーターフレームおよびハウジングを傷つけない。

(3)コンバーターフレームからOリングを取りはずす。 ww 
4 リヤステアリングアングルレシオコンバーターギヤ取りはずし 

ミリ

三

33 

X1021 X0538 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-125 

5 リヤステアリングアングルレシオコンバーターブシュ取りはず

し

(1) ピンポンチを使用して,ブシュを収りはずす。 

ウエス

x1022 

リヤステアリングリターンラックASSY分解 

1 ロックナット取りはずし - 

(1)アルミの口金を介してリターンラックASSYをバイスに固定す 

る。

(2) SSTを使用して,ロックナットを取りはずす。 

SST 09617-10010 

SST 

×0539 

2 リヤステアリングリターンラックスプリングホルダーNo.2取り 

はずし

(1) モンキーレンチを使用して,スプリングホルダーNo.2を取りは 

ずす。

注意 ねじ部を傷つけない。

X0540 

3 リヤステアリングリターンラックサブASSY取りはずし 

(1) リターンラックASSYおよびリヤステアリングリターンスプリ 

ングリテーナークッション2個を取りはずす。 

X1063 

4 リヤステアリングリターンラックサブASSY分解 

(1)アルミの口金を介してリターンラックの先端をバイスにはさむ。 (四) 

⑩ (2) ナットをはずし、リターンスプリングリテーナーストッパー, 
(3) 

スプリングリテーナーおよびスプリングを取りはずす。

×0541 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-126 

リヤステアリングギヤビニオンASSY分解 

1 リヤステアリングギヤピニオンベアリングアジャストスクリュ 

一取りはずし
SST 

(1) SSTを使用してスナップリングをはずし,アジャストスクリュ 

ーを取りはずす。

SST 09905-00013 

×0542 

2 アジャストスクリューオイルシール取りはずし 

(1) (ライバーを使用して,オイルシールを取りはずす。 

×0543 

3 リヤステアリングギヤピニオンベアリング取りはずし 

(1) SSTを使用して,スナップリングを取りはずす。 

SST 09905-00013 

SST 

X0544 

(2) プレスを使用して,ベアリングを取りはずす。 

X0545 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-127 

リヤステアリングギヤピニオンASSY組み付け 

1 リヤステアリングギヤピニオンベアリング取り付け 

(1)ベアリングにキヤッスル·クラッチレリーズハブグリースを塗 

布する。

<参考> グリース塗布量約2.5g 

(2)プレスを使用して,新品のベアリングをギヤピニオンに圧入す 

る。

<参考> ベアリングに方向性はない。
X0546 

(3) SSTを使用して,スナップリングを取り付ける。 

SST 09904-00010 

SST 

×0544 

2 アジャストスクリューオイルシール取り付け 

(1) 19mmのソケットレンチを使用して,オイルシールをアジャスト 

スクリューの端面と一致するまで打ち込む。

X0547 

3 リヤステアリングギヤピニオンベアリングアジャストスクリュ 

保護テープ 一取り付け

(1) ギヤピニオンのセレーション部に保護テープを巻き,アジャス 

トスクリューを取り付ける。

×0548 

(2) SSTを使用して、スナップリングを取り付ける。 

SST 09905-00013 

SST 

×0542 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-128 

リヤステアリングリターンラックASSY組み付け 
SST 

1 各部グリース塗布 

(P9-116参照) 

2 リヤステアリングリターンラックサブASSY組み付け 

0 (1) SSTを使用して,リターンラック,スプリングリテーナー,ス (V) 
プリングおよびストッパーを組み付け、ナットを取り付ける。

SST 09952-36010 09953-35011 09954-20011 

09955-20012 09956-20011 09957-20010 
× 0549 

(2) アルミの11金を介してリターンラックの先端をバイスにはさみ. 

ナットを締め付ける。

T=145kg.cm 

×0550 

3 リヤステアリングリターンラックサブASSY取り付け · 

(1) リヤステアリングリターンスプリングリテーナークッションを 

介して,リターンラックサブASSYをスプリングホルダーに挿 

0 
人する。

4 リヤステアリングリターンラックスプリングホルダーNo.2取り 

付け

(1) スプリングホルダーNo.2のねじ部令体にアドヘシプ1344を塗布 
スプリングリテーナークッション

する。スプリングリテーナークッションNo.2 

(2) リヤステアリングリターンスプリングリテーナークッションNo.2 X1048 

を介して,スプリングホルダーNo.2を取り付ける。 

(3) リターンラックのガタがなくなるまで、スプリングホルダーNo. 

2を締め込む。 

<参考> スプリングホルダーNo.2を締め込み過ぎても,リターン 

ラックにガタが出る。

ガタ

h p A 
締め込み不足

p o d 6 6 JUBY6 

1099円 
適正

ordbdd 

ガタ

BRPRA 
締め込み過ぎ

scadescs 

X0551 ×0788 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-129 

(3) ロックナットを仮付けする。 

(4)アルミの口金を介してスプリングホルダーNo.2をバイスにはさ 

む。

(5) SSTを使用して,ロックナットを締め付ける。 

SST 09617-10010 

T=850kg・cm 

SST 

×0539 

リヤステアリングアングルレシオコンバーター

ASSY組み付け 
SST 

1 各部グリース塗布 

(P9-116参照) 

2 リヤステアリングアングルレシオコンバーターブシュ取り付け 

(1)ブシュに石けん水を塗布する。 

(2) SSTを使用して,ブシュをコンバーターハウジングに挿入する。 

SST 09201-70010 
×0552 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターギヤ取り付け3 
貸
しい 4 リヤステアリングアングルレシオコンバーターフレーム取り付1 33 

け

(1)コンバーターフレームに新品のOリングを取り付ける。 

(2) コンバーターフレームをスクリュー3本で取り付ける。 

注意 ○リングをかみ込ませない。 

×0538 

5 リヤステアリングアングルレシオコンバーターシャフト取り付

け

(1) 

×0537 

6 リヤステアリングアングルレシオコンバーターキャップ取り付 
曾

け

(1) 新品のロリングを,コンバーターハウジングに取り付ける。 

(2) コンバーターシャフトとコンバーターキャップの間にウェーブ 

ワッシャーをはさみ,コンバーターキャップを取り付ける。 

×0536 
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9-130 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

リヤステアリングギヤリンクASSY組み付け 

1 各部グリース塗布 

(P9-115参照) 

2 リヤステアリングアングルレシオコンバーターブシュ取り付け 

(1)ブシュに行けん水を塗布する。 

(2) SSTを使用して,ブシュをキャハウジングに挿入する。 

SST 09201-70010 

X0891 

3 リヤステアリングギヤピニオン用ベアリング取り付け 

(1) 14mmのソケットレンチを使用して,ベアリングをギヤハウジ 
1.5±0.5mm 

ングの図に示す位置まで打ち込む。

×0553 

4 リヤステアリングウォームコントロールカムおよびベアリング 

取り付け

(1)ウォームコントロールカムにベアリングを,図に示す向きで挿 

人する。

X0554 

(2) ウォームコントロールカムをギヤハウジングに挿入し,ウォー 

合わせる ムコントロールカムとギヤハウジングのマークを合わせる。

× 0555 

5 リヤステアリングリレーロッドおよびピボットベアリング取り 
リレーロッド

付け

(1) リレーロッドとピボットベアリングのかん合符号が合っている 

b IOD a 
ことを確認する。

かん合
符号

×0556 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-131 

ピボットベアリング

かん合
符号

×0557 

(2) ピボットベアリングをギヤハウジングに挿入する。
切り欠き

リレーロッドのピン部をギヤハウジングの切り欠きに合わせて(3) 

挿入する。

×0534 

6 ステアリングラックブシュ取り付け 

X1020 

7 リヤステアリングリレーロッドストッパー取り付け 

(1) プライヤーを使用して,リレーロッドストッパーを取り付ける。 

×0633 

(2) ( )ドライバーを使用して,リレーロッドストッパーを奥まで打 

ち込む。

X0558 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-132 

(3) SSTを使用して,スナップリングを取り付ける。 

09905-00013 SST 

SST 

×0532 

8 ステアリングギヤ固定 

(1) SSTを使用して,ステアリングギヤをバイスに固定する。 

SST 09631-00131 

<参考> SSTはバイスの左端にはさむとよい。 す

1 

SST 

×0560 

9 リヤステアリングウォームコントロールホイール取り付け 

(1) ウォームコントロールホイールにベアリング2個を図に示す通 

50 
きに取り付ける。

5 19 

× 0559 

(2) ステアリングリレーロッドとウォームコントロールホイールの 

歯の加工をしていない所を合わせて,ウォームコントロールホ 

イールを取り付ける。

合わせる

X0987 

10 リヤステアリングリレーロッドキャップ取り付け 

(1) リレーロッドキャップのねじ部にアドヘシブ1344を塗布し,S 

SST STを使用して締め付ける。 

09617-22040 SST 

T=400kg.cm以上 

(2) リレーロッドキャップを一度ゆるめ,規定トルクで締め付ける。 

T=200kg.cm 

×0561 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-133 

(3) SSTを使用して,リレーロッドキャップが同らないようにロッ 

クナットを締め付ける。

SST 09617-22010 09617-22040 

T=1200kg・cm 

SST 

×0529 

11 リヤステアリングギヤカバー取り付け 

(1) ギヤカバーにベアリングアウターレースおよびケーシングを取 

り付ける。

×0562 

(2) リレーロッドのピンを,ピボットベアリングに挿入する。 

X0986 

(3) リレーロッドのピンが前方を向き,かつ,ロッド先端の二而幅 

部を 垂直方向に向ける。 

前方へ向ける

垂直に向ける

×0563 

(4) ギヤハウジングの溝にシールパッキン1281を切れ目がないよう 

に塗布する。

注意 ・シールパッキンはφ2〜3mmで塗布する。 

·シールパッキン塗布後,5分以内に組み付ける。 

·シールパッキンの塗布始めと終わりは,少しラップさせ 

る。

シールパッキン

×0564 
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9-134 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

(5) ギヤカバーのセンサーギヤと,ギヤカバーのマークを合わせて。 

ギヤカバーをギヤハウジングに取り付ける。

·ギヤカバーのベアリングを脱落させない。 注意

·ギヤカバーのベアリングにピボットベアリングを挿入す 

る。

·ピボットベアリングとリレーロッドのかん合をはずさな 
合わせる

い。

X0709 

(6) センサーギヤとリレーロッドの関係が,図に示すようになって 

いることを確認する。

×0565 
(7) ヘキサゴンボルト2本に新品のロリングを取り付ける。 

(8) ギヤカバーのボルト6本(ボルト4本,ヘキサゴンボルト2本) 

を締め付ける。

T=195kg・cm 

0 

3 
○リング 

X0814 
12 リヤステアリングピボットベアリングリヤベアリング取り付け 

(1)ギヤハウジングにベアリングを挿入する。 

(2) ベアリングキャップのねじ部にアドヘシブ134を塗布し,SST 
SST 

を使用して締め付ける。

SST 09612-10022 

T=300kg・cm 

(3) ベアリングキャップを一度ゆるめ,規定トルクで締め付ける。 

T=150kg.cm 

×0566 

(4) SSTを使用して,ベアリングキャップが回らないようにロック 

C 
ナットを締め付ける。

SST 09612-10022 09617-10010 

T=1000kg.cm 

SST 

×0815 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-135 

13 リヤステアリングレバーレシオコントロールウォーム取り付け 

(1)コルトロールウォームをハウジングに挿入し,下から押しなが 

らSSTを使用してねじ戻すように取り付ける。 

SST SST 09660-14020 

(2) 図に示す向きにベアリングを取り付ける。 

×0816 

14 リヤステアリングレバーレシオコントロールウォームバックラ 

ッシュ調整

(1)ノーズプライヤーを使用してウォームコントロールカムをモー 

ター取り付け部から見て左回転させ,レバーレシオコントロー 

ルウォームとウォームコントロールホイールのバックラッシュ

をなくす。

(2) (1)の状態からウォームコントロールカムを少し戻して(約5°) 

0 バックラッシュを調整する。

× 0567 

15 リヤステアリングレバーレシオコントロールウォームプレロー 

ド調整

(1) SSTを使用して,リヤキヤASSYをセンターで固定する。 

SST 09660-14030 

SST 

SST 

×0568 

(2) ウォームアジャストナットのねじ部にアドヘシプ1344を塗布し, 

ギヤハウジングに取り付ける。

(3) SSTを使用して,レバーレシオコントロールウォームがスムー 

スに回転することを確認する。

09660-14020 SST 

(4)ヘキサゴンレンチ(8mm)を使用して,レバーレシオコントロ 

ールウォームの回転中のプレロードが基準値になるようにウォ

ームアジャストナットを締め込む。

SST 09660-14020 

基準値 2.5~4.5kg·cm (中立±90°回転中) 
SST 

X0569 ×0570 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-136 

(4)ウォームアジャストナットNo.2のねじ部にアドヘシブ134を塗 

介し,SSTおよびヘキサゴンレンチ(8mm)を使用して,ウ 

ォームアジャストナットが回らないように締め付ける。

SST 09616-30011 09660-14040 

T=850kg.cm 
SST 

(5)レバーレシオコントロールウォームのプレロードを確認する。 

SST 09616-10010 

基準値 2.5~4.5kg.cm 

レバーレシオコントロールウォームが全作動範囲でスムースに×0527 (6) 

回転することを確認する。

SST 09616-10010 

SST 

×0571 

16 リヤステアリングギヤピニオンASSY取り付け SST 
(1) ピニオンベアリングアジャストスクリューのねじ部にアドヘシ 

ブ1344を塗布し,SSTを使用して.ギャピニオンASSYをギャ 

カバーに仮付けする。

SST 09616-30011 

X0572 

17 リヤステアリングギヤピニオンASSYプレロード調整 

(1) ギヤハウジングからSSTを取りはずす。 

SST 09660-14030 

故障の原因になるため,必ずSSTを取りはずす。 注意

SST- 

X0573 

(2) SSTを使用してギヤピニオンの初期プレロードを測定する。 

09616-10010 SST 

SST 

×0574 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-137 

(3) SSTを使用してギャピニオンのプレロードが2)の値より1.5 

kg·cm増加するようにアジャストスクリューを締め込む。 

SST 
SST 09616-10010 09616-30011 

×0575 

(4) SSTを使用して,アジャストスクリューが回らないようにロッ 

クナットを締め付ける。

SST 09616-30011 09660-14040 

T=1000kg.cm 

SST 

×0524 

18 リヤステアリングリターンラックASSY仮付け 

(1) SSTを使用してギヤピニオンを反時計方向へいっぱい回転さ 

せる。

SST 09616-10010 

(2) リターンラックASSYにロックナットを取り付ける。 SST 

(3) リターンラックASSYのねじ部にアドヘシブ134を塗布する。 

×0790 

(4) リターンラックASSYを挿入し,ギヤカバー端面とリターンラ 

ック段付き部の距離が約5mmの所でセクターギヤとかみ合わせ 

約5mm る。

×0576 

(5) セクターギヤとラックのみ合いがずれないようにギヤピニオ 

ンを時計方向へ回す。

(6) リターンラックASSYのねじ部まで挿入したらピニオンギヤの 
SST 

回転をやめ,リターンラックASSYをねじ込む。 

X0791 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-138 

(7) リターンラックガイドの取り付け穴の中央付近にラックの小穴 

が来るまでリターンラックASSYをねじ込む。 

このとき,ヘッドキャップボルトの穴の中央付近にピボットベ 0 

◎ 
アリングの穴があることを確認する。

×0577 

19 リヤステアリングリターンラックガイド取り付け 

(1) リターンラックガイドスプリングキャップのねじ部にアドヘシ 

ブ1344を塗布する。 

(2) リターンラックガイド,スプリング,スプリングキャップを取 

り付ける。

(3) スプリングキャップがリターンラックガイドに当たるまでねじ 

込み,そこから10~20°ねじ戻す。 
10 ~20'戻す 

× 0579 

(4)SSTとヘキサゴンレンチ(14mm)を使用して、スプリングキ 

ャップが回らないようにロックナットを締め付ける。

09617-22030 SST 

T=400kg.cm SST 

×0500 

20 リヤステアリングリターンラックASSY調整 

(1)ヘッドキャップボルトの穴にSSTをねじ込んだとき,スムース 

に入ることを確認する。

SST 09660-14030 

SST 

X1056 
(2) SSTを使用して,リターンラックASSYが回らないようにロッ 

クナットを締め付ける。

SST 09617-10010 09617-22040 
1 

T=850kg.cm 
SST 

×0578 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-139 

(3) SSTを取りはずす。 

SST 09660-14030 

注意 故障の原因になるため,必ずSSTを取りはずす。 

SST 

X1067 

(4) リレーロッド先端にダイヤルゲージを図のようにセットする。 

×1060 

(5) SSTを使用してレバーレシオコントロールウォームを左右い √ 

っぱいに回転させたとき,ダイヤルゲージの指示が基準値内で 

SST あることを確認する。

基準値 0±0.1mm 

基準値外の場合は,リターンラックASSYのねじ込み量を調整 

する。

X1058 

21 ステアリングコントロールセンサー取り付け リ [ 

(1) センサーギヤとギヤカバーのマークが合っていることを確認す 

る。

合わせる

X1059 

(2) リレーロッド先端にダイヤルゲージを図のようにセットする。 

×1060 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-140 

3) SSTを使用して,ギヤピニオンをた行っぱいに回転させた 

とき,ダイヤルゲージの指示が基準値内であることを確認する。 

SST 09616-10010 

基準値 0±0.05mm 

X1061 

(4)  いい

ルウォームを同して調整する。

SST SST 09660-14020 
C 

X1056 

(5) 新品のリングをギヤカバーに取り付ける。 

(6) センサーギヤの穴にセンサーのレバーを介わせて取り付ける。 

センサーのレバーを変形させない。注意

(7) ボルト2本を仮締めする。 

×1062 

22 ステアリングコントロールセンサー調整 
VK VE 

(1) センサーコネクターのVC-VK端子間とVK-VE端子間の抵抗 
VC 

値の差が基準値内になるようにセンサーを動かして調整する. 

基準値 0.1KΩ以内 

テスター棒は,コネクターの後側から挿入する。 注意

<参考> センサーの中立の日女として、

VC←VE間の低抗値(KΩ) 
+0.1KΩ付近になる。 

2 0 

0 (2) センサー取り付けボルトを締め付ける。 0 

T=50kg・cm VE VK VC 

5 0.1KΩ 

さえる

X1028 x0792 ... 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-141 

23 リヤステアリングギヤASSY点検 

(1) SSTを使用して,レバーレシオコントロールウォームを同相 

MAX側から逆相MAX側へ向したとき,ステアリングコントロ 

ールセンサーのVK--VE端子間の抵抗値が変化することを確認 

する。

同相側から逆相側へ回すと抵抗値が比例的に増加する逆相側 基 準 
同相側

デ

<参考> 向HIMAXIFの抵抗値 1.6~8.1KΩ 

逆相MAX時の抵抗値 3.6~11.9KΩ 

VK 

VE 

0 

X0571 X0582 

24 リヤステアリングラックエンド取り付け 
SST 

(1) 新品のクローワッシャーを介して、ラックエンドを取り付ける. 

(2) SSTを使用してラックエンドを締め付ける。 

SST 09617-14010 09617-24011 

T=850kg.cm 

X0989 

(3) ブラスパーを使用して,クローワッシャーをかしめる. 

×0581 

25 リヤステアリングリレーロッドブーツ取り付け 

(1) ブーツおよびクランプを取り付ける。 

右側 左側

X0518 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-142 

26 リヤステアリングアングルレシオコンバーターASSY取り付け 

(1)コンバーターASSYにシールリングを収り付ける。 

(2)ボルト4本でコンバーターASSYを取り付ける。 

T=50kg・cm 

×0516 

27 リヤステアリングリレーロッド取り付け 

(1) 分解前に測定したねじ部の長さまでリレーロッドをねじ込む。 

(2) クランプを締め付ける。 

T=185kg.cm 

28 ヘッドキャップボルト仮付け 

(1)ヘッドキャップボルトは,4WSニュートラル調整後締め付ける。 

x0793 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-143 

リヤステアリングギヤリンクASSY取り付け センタリングヘッドキャップ 0 
ボルトボルト 1 

注意 ·コネクティングシャフトを接続した状態でステアリング 

ホイールを操作する場合は,必ずセンタリング用のSST 

を取りはずす。

·リヤステアリングギヤリンクASSYを交換する場合は、 

補給用のリヤステアリングギヤリンクASSYがセンタリ 

ング用のボルトによりセンタリングされているため,必 

ずまず最初に,付属のヘッドキャップボルトに付け替え 
×0795 

る。

1 リヤステアリングギヤリンクASSY取り付け 
ℓ=150 

l=170 (1) リヤステアリングギヤを,ナット4個でリヤサスペンションメ 

ンバーに取り付ける。

T=650kg.cm 

<参考> ボルトの長さを図に示す。

ℓ=150 

l=150 
ℓ:首下長さ(mm) 

×0889 

(2) タイロッドエンドとナックルを接続し,キャッスルナットを縮 

め付ける。

T=600kg.cm 

(3)新品のコッターピンを取り付ける。 

X0146 

2 リヤステアリングギヤコネクティングシャフト切り離し 

(1) コネクティングシャフトのスリーブのボルトをゆるめ,スリー 

ブを車両前方へスライドさせ,コネクティングシャフトNo.2と 

の接続を切り離す。

(2) スリーブが動かない程度にボルトを締め付けておく。 

X1015 

3 リヤステアリングギヤコネクティングシャフトNo.2接続 

(1) リヤステアリングギヤリンクのピニオンギヤのセレーションと 

コネクティングシャフトNo.2のセレーションを介わせ,接続す 

る。

(2) コネクティングシャフトNo.2のクランプ2箇所を締め付ける。 

T=360kg.cm 

× 0512 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-144 

4 リヤステアリングアングルレシオコンバータープロテクター取 

り付け

(1)プロテクターをボルト4 本で取り付ける。 

T=115kg.cm 

@ 0 

X0868 

5 ワイヤリングハーネスガイド取り付け 

(1) リヤステアリングギヤASSYのワイヤハーネスクランプを4 箇 

所取り付ける。

(2)ワイヤリングハーネスガイドをボルト3本で取り付ける。 

T=55kg.cm 

ΛCC 

X1019 

6 コネクター接続 

(1) メインモーター,バックアップモーター,ステアリングコント 

ロールセンサーのハーネスを卒内へ引き込み,各コネクターを 

接続する。

×1054 

7 ステアリングコンドロールW/Hプロテクター取り付け 

(1) メインモーター,ステアリングコントロールセンサーのコネク 

ターをプロテクターにクランプし,プロテクターを取り付ける. 

8 ラッゲージコンパートメントトリムカバーリヤ取り付け 

9 リヤホイールアライメント(トーイン)点検,調整 

(P7-8参照) 

10 4WSニュートラル調整 

(P9-107参照) 

X1051 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-145 

エレクトリカルコントロール

部品配置図

J/B No.2 
4WS 40A(Mヒューズ) 

J/B No.1 
ニュートラルスタート

スイッチ(A/T) 

4ホイールステアリングスイッチ 

ステアリングコントロール

リレー(バックアップモーター用) 

ステアリングコントロールリレー
(メインモーター用) STOP 15A 

IGN 7.5A . ECU-IG 15A 

√ 

スピードセンサー

バックアップランプスイッチ(M/T) 

バックアップモーター
ステアリングコントロール
コンピューター

ステアリングコントロール メインモーター
ステアリングコントロール センサー
ドライバー

×1044 

機能点検

位相切り替え点検

1 車両フロントジャッキアップ 

2 ターニングラジアスゲージセット 

(1) リヤタイヤをターニングラジアスゲージにセットし,バーキン 

グブレーキレバーを引く。
ターニングラジアスゲージ

× 0499 

3 リヤホイール切れ角点検 

逆位相点検

(1)ステアリングホイールを,直進状態から左右いっぱいに切った 

とき,リヤホイールがフロントホイールと逆方向に切れること 

を確認する。

×0500 
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9-146 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

ニュートラル(リバース時2WS機能)点検 

(1) イグニッションスイッチをONにし,シフトレバーをリバースに R 
シフトする。

02 ON 
(2) リバース時2WSスイッチをONにする。 4WS 1 3 5 P

R
N

D
2

 

w & & 

24 A 

X0504 
(3) ステアリングホイールを,直進状態から左右いっぱいに切った 

とき,リヤホイールが切れないことを確認する。 

×0583 

同位相点検

(1)ダイアグノーシスコネクターのTc,Ts↔E1端子を短絡し,イ 

E グニッションスイッチをONにする。 

Tc 
注意 コネクターの短絡位置を間違えると故障の原因になるた

Ts 
め,絶対に間違えない。 

SH-10-1 
(2) ステアリングホイールを,直進状態から左右いっぱいに切った 

とき,リヤホイールがフロントホイールと同方向に切れること 

を確認する。

X0584 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-147 

トラブルシューティングウォーニングランプ インジケーターランプ

注意 ·ECU-IG,IGNヒューズを抜いた状態では、絶対にイグ 
APOR REVS 

ニッションスイッチをONにしない。 

·ステアリングコントロールコンピューターのコネクター 

を1つでも切り離した状態では,絶対にイグニッション 

スイッチをONにしない。(すべて切り離した状態であれ 

ばよい。) 

トラブルシューティングの進め方×0585 

1 バッテリー電圧点検 

基準値 10~14V(エンジン停止時) 

2 ランプチェック 

(1) イグニッションスイッチをONにしたとき,4WSのインジケー 

ターランプとウォーニングランプが,約2秒間点灯することを 

確認する。

3 ダイアグノーシス点検 

4 トラブル現象別チャートによる点検 

ダイアグノーシス点検

1 フェイルセーフ機能 

(1) 4WSシステムの信号系統に異常が発生した場合はフェイル制 

御を行い,4WSウォーニングランプを点灯して異常を表示する。 

<参考> ・フェイルセーフ機能は、イグニッションスイッチ OFF 財

でリセットする。

·フェイルセーフ時の制御内容 

買 常 商 所 駆動モーター 制御内容
×0586 

メインモーター パックアップ ノーマルモードの制御を行う

·モーターショート モーター ·申速の上昇により同相側への 

·モーター断線 み駆動する

·モーター作動不良 ·逆相方向へは駆動しない 

・リレー不良

バックアップモーター メインモータ ノーマルモードの制御を行う

·モーター断線 … ·卓速の上昇により同相側への 

·モーター作動不良 み駆動する

·モーター電源断線 ·逆相方向へは駆動しない 

スピードセンサー メインモータ ノーマルモードの制御を行う

一 ·中速の上昇により同相側への 

み駆動する

·逆相方向へは駆動しない 

バックアップステアリングコントロ 同相MAXまで駆動,制御停止 

モーターールセンサー

·センサー断線 

·センサー不良 

コンビューター バックアップ 同相MAXまで駆動,制御停止 

・制御不良 モーター

·コンピューター電源 

断線
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9-148 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

2 ダイアグノーシスコード読み取り 

<参考> ウォーニングランプが点灯していない場合でも,以前フ 

ェイルが発生したことがあればダイアグノーシスコードE 

Tc を記憶している。

(1) ダイアグノーシスコネクターのTe→Ei端子を短絡する。 

注意 コネクターの短絡位置を間違えると故障の原因になるた

め,絶対に間違えない。 

(2) イグニッションスイッチをONにして4WSウォーニングランプ 

の点滅回数を読み取る。SH-18-1 

異常時(コード "24" 出力時) 正常時

0.5秒 0.5秒 0.25秒 0.25秒 

点灯
点灯

消灯 消灯

2秒 4秒 1.5秒 2.5秒** 

*1:トラプルコードが2種 
4.5秒*2 以上の時

*2:前のトラブルコードを 
繰り返す時

コード
診 断 項 目 4WSウォーニングランプの点滅 診 断 内 容 点 検 内 容 

番号

·イグニッションスイッチ ONIG2 ·ワイヤハーネス 

の後にIG1がONした(2秒以上経過 
点灯

コンビューター不良 後) 11 
·イグニッションスイッチ ONでバッ 消灯
クアップモーターが作動した

メインリレー OFF時に,ステアリング ・メインリレー

点灯 [2] 
コントロールドライバーを駆動したと

き,メインモーターの駆動電流が入力 12 ドライバー電源系不良
消灯 された

(イニシャルチェック時に実施) 

メインモーター非駆動時に、メインモ ・ステアリングコントロールド

ーター駆動電流が入力された ライバー
点灯 S22 ステアリングコントロ13 

ールドライバー不良 消灯

ステアリングコントロールドライバー ·メインモーター 

·メインリレー 点灯 からのショート信号が4回人力された 

コロ厂メインモーター系ショ ・ワイヤハーネス(コンピュー 21 
ート 消灯 ター↔ドライバー間) 

·メインモーター メインモーター駆動信号をハカしても

点灯 メインモーター駆動電流が2A以下で ·ワイヤハーネス 

2027 22 メインモーター系断線 かつ,ステアリングコントロールセン 

消灯 サーからの信号の変化が一定以下

·メインモーター ·メインモーターに大電流が流れた 

·メインモーターの駆動信号を出力し ·ワイヤハーネス 点灯

M0 L ても,ステアリングコントロールセ 23 メインモーターロック
消灯 ンサーからの信号の変化が一定以下

コンピューターのメインモーター駆動 ·メインモーター 

点灯 信号の方向と、ステアリングコントロ

2UML ールセンサーからの信号の方向が逆24 メインモーター誤作動

消灯

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-149 

コード
診 断 項 月 4WSウォーニングランプの点滅 診断内容 点検 内 容 番号

バックアップモーター系が断線した ·バックアップモーター 

点灯 (車速5km/h以上にて判定) ·ワイヤハーネス(IG2系,G 
バックアップモーター 220 31 ND2系) 
系断線

消灯

バックアップモーターの駆動信号を出 ·ステアリングコントロールリ 

点灯 力してもステアリングコントロールセ

32.2 
レー

パックアップモーター32 ンサーからの信号が変化しない ·バックアップモーター 
系不良

消灯 (イニシャルチェックにて実施) 

2つのスピードセンサー出力の片方が ·スピードセンサー 

点灯 25km/h以上なのに,もう片方のスピー ·ワイヤハーネス 
スピードセンサー系不 2200 41 ドセンサー出力が0km/hの状態が2分 
良

消灯 以上続いた

メインモーター駆動信号出力時,モー ·ステアリングコントロールセ 
ターの駆動電流は正常なのに,ステア ンサー点灯

ステアリングコントロ 2022 42 リングコントロールセンサーからの信 ·ワイヤハーネス 
ールセンサー不良 号の変化が一定以下の状態が続いた後

消灯
バックアップモーターを駆動させても

変化がないとき

ステアリングコントロールセンサーか ·ステアリングコントロールセ 
ステアリングコントロ 点灯 らの信号が,機械的可動範囲外の値の ンサー

3223 43 ールセンサー断線,シ とき ·ワイヤハーネス 

ョート 消灯

4 ダイアグノーシスコード記憶消去 

(1) 異常箇所修理後STOPヒューズを10秒間取りはずす。 
STOPヒューズ 

(2) ヒューズ取り付け後,正常コードをハ力することを確認する。 

X1064 
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9-150 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

トラブル現象別チャートによる点検

1 フローチャートの見方 

作業する項目

点検する項目

·条件の記入のないものは、イグニッション 

スイッチ ONで行う 

不具合要因

·ワイヤハーネスも含む 

不     現 象 チャートNo. ベージ

イグニッションスイッチ ONで“4WS” 1 9-151 
いなPORT"REV2WS のランプが点灯しない 

ダイアグノーシスコネクターのTc→E2端子を 
2 9-151 

短絡してもダイアグノーシスコードを出力しない

9-152 ダイアグノーシスコード "I"を出力する 3 

ダイアグノーシスコード “12”をハ力する 4 9-152 

ダイアグノーシスコード“13”を出力する 5 9-153 

9-154 ダイアグノーシスコード "21"を出力する 6 

7 ダイアグノーシスコード "22"を出力する 9-155 

ダイアグノーシスコード “23”を出力する 8 9-156 

ダイアグノーシスコード "24"を出力する 9 9-157 

9-158 ダイアグノーシスコード“31”を出力する 10 

9-159 ダイアグノーシスコード "32"を出力する 11 

ダイアグノーシスコード“41”を出力する 12 9-160 

ダイアグノーシスコード“42”を出力する 13 9-161 

9-162 ダイアグノーシスコード“43”を出力する 14 

15 9-163 リバース2WSモードにならない 

“ノーマル”“スポーツ”の切り替えができない 16 9-163 

ステアリングコントロールドライバー
ステアリングコントロールコンピューター

ドライバー側 車両ハーネス側
コンピューター側 MI+ MS 

MM MI+ MP VK vC I2WS IS MB IG 
1 

M+ M+ 
5 6 - 

2 3 
5 4 3 2 10 9 ξ 7 6 5 3 2 2 6 

6 10 9 7 8 9 10 M- 2 7 6 5 3 12/110 g 7 22 2 20 19 18 16 15 ▲ 

M- GND 

eg-10-2 eg-10-1 
GND2 1G2 ステアリングコントロールセンサーWARN IGI 

MI- GNDI VE 車両ハーネス側RLY! センサー側
SH-7-2 Vd-34-2 

VE VE VC 
車両ハーネス側

2 3 

SPI MM MS MP SP2+ VC VK ABS MB 0-3-2 0-3-1 VK VK 
メインモーター バックアップモーター

ク

2 3 2 3 4 5 6 * $ 9 10 11 車両ハーネス側4 5 60 1 
モーター側車両ハーネス側 モーター側

3 5 6 

1 9 101112 12 13 1 1 4 1 8 1 6 1 7 8 1 8 1 9 1 22 6 
M- MB GND GND 

RLY2 2 RLYI SP2-VE GNDI GND2 1 
MI- IG1 IG2 2 2 

M 
N-2-1 V-12-1-B Vd-22-1 SH-7-1 H-2-2 H-2-1 N-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-151 

4
1

 イグニッションスイッチ ONで 4 WS"*SPORT""REV2WS"のランプが点灯しない 

ステアリングコントロールコンピューターのIG1端子にバ NO 
ワイヤーハーネス不良(電源系) 

ッテリー電圧がかかっているか

YES 

コンピューターのGND1端子↔ボデーアース間の電圧は1 NO 
ワイヤハーネス不良(アース不良) 

V以下か 

YES 

コンピューターのWARN,I2WS,IS各端子の電圧がイグ YES ·ワイヤハーネス不良(ランプ系) 

ニッションスイッチ ON後約2秒間2V以下になるか ·ランプ不良 

NO 

ステアリングコントロールコンピューター不良

2 ダイアグノーシスコネクターのTc+→E1 端子を短絡してもダイアグノーシスコードを出力しない 

ステアリングコントロールコンピューターのTc+E」端子 YES 
ワイヤハーネス不良

を短絡したときダイアグノーシスコードを出力するか

NO 

ステアリングコントロールコンピューターのIG1端子にバ ON 
ワイヤハーネス不良(電源系) 

ッテリー電圧がかかっているか

YES 

コンピューターのGND1端子↔ボデーアース間の電圧は NO 
ワイヤハーネス不良(アース不良) 

1V以下か 

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-152 

ダイアグノーシスコード“11”を出力する 3 

NO ·ワイヤハーネス不良(電源系) ステアリングコントロールコンピューターのIG1端でにバ 

ッテリー電圧がかかっているか ·イグニッションスイッチ不良(IG1系) 

YES 

コンピューターのGND1端子→ボデーアース間の電圧は NO 
ワイヤハーネス不良(アース不良) 

1V以下か 

YES 

コンピューターの車両側コネクターをゆずったとき、4W YES 
ワイヤハーネス不良

Sウォーニングランプが点灯するか 

No 

ステアリングコントロールコンピューター不良

ダイアグノーシスコード“12”を出力する 4 

ステアリングコントロールコンピューターのコネクター

をすべて切り離した後イグニッションスイッチをONにする 

ステアリングコントロールドライバーのIG端子電圧は約0V NO ·ステアリングコントロールリレー不良 

·ワイヤハーネス不良 か

YES 

ステアリングコントロールコンピューターの車両側コネクター NO 
ワイヤハーネス不良

のRLY1端子にバッテリー電圧がかかっているか 

YES 

ステアリングコントロールドライバーのGND端子↔ボデーア NO 
ワイヤハーネス不良

ース間に導通があるか

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-153 

5 ダイアグノーシスコード“13”を出力する 

ステアリングコントロールコンピューターのMI+↔MI- NO ステアリングコントロールコンピューターおよびステアリ

端子間の電圧は0.5V以上あるか ングコントロールドライバーのコネクターを切り離す

YES 

コンピューターとドライバーの車両側コネクターのそれぞれの

MI-端 千間に導通があるか 

YES NO 

ワイヤハーネス不良

ステアリングコントロールコンピューター不良

ステアリングコントロールドライバーのコネクターを切

り離す

コンピューターのMI+↔MI-端子間の電圧は0.5V以上あ NO 
ステアリングコントロールドライバー不良

るか

YES 

イグニッションスイッチをOFFにし,コンピューターの 

コネクターを切り離す

コンピューターの車両側コネクターのMI++MI-端子開 NO 
ステアリングコントロールコンピューター不良

の電圧は0.5V以上あるか 

YES 

ワイヤハーネス不良
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9-154 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

ダイアグノーシスコード“21”を出力する 6 

ステアリングコントロールコンピューターのコネクター

をすべて切り離した後イグニッションスイッチをONにする 

コンピューターの車両側コネクターのRLY1+GND1端子問 
NO ·ワイヤハーネス不良 

を短絡したとき,ステアリングコントロールドライバーのIG 
・ステアリングコントロールリレー不良

端子にバッテリー電圧がかかるか

YES 

ステアリングコントロールドライバーのコネクターを切り

離す

コンピューターとドライバーの車両側コネクターのそれぞれの NO 
ワイヤハーネス不良

MS端子間に導通があるか 

YES 

ドライバーのIG-M+,M-端子開およびGND+M+,M- YES 
ステアリングコントロールドライバー不良

端子間に導通があるか ※1 

※1ダイオードが人っているため、それぞれテスターの接続を NO 
逆にして,一方向の導通を確認する 

ドライバーのコネクターを接続する

コンピューターの車両側コネクターのMP→GND1端子間 NO 
にバッテリー電圧をかけたとき,MS--GN)1端子間に5 

V以上の電圧がかかっているか 

YES 

コンピューターの車両側コネクターのMM-GNDI端子間 
NO ·ワイヤハーネス不良 

にバッテリー電圧をかけたとき,MS→GND1端子間に5 
・メインモーター不良

V以上の電圧がかかっているか ※2 

※2コンピューター側には電圧をかけない 
YES 

MP.MMの端子に同時に電圧をかけない 

ステアリングコントロールコンピューター不良
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-155 

7 ダイアグノーシスコード“22”を出力する 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターのメイン

モーターコネクターを切り離す

メインモーターコネクターの端子問にバッテリー電圧をか
NO ·メインモーター不良 

けたとき,ステアリングコントロールコンピューターのV 
·ワイヤハーネス不良 

K→VE端子間の電圧が変化するか※ 

※電圧が変化しない,または変化が止まった場合は, YES 
バッテリーの接続を逆にする

車両ハーネス側には電圧をかけない

イグニッションスイッチをOFFにし、コンピューターお 

よびステアリングコントロールドライパーのコネクター

をすべて切り離す

コンピューターとドライバーの車両側コネクター端子間

に導通があるか

NO コンピューター側 ドライバー側

MP MP 

MM MM 

YES 

ドライバーとメインモーターの車両側コネクターの端子問

に導通があるか

NO ドライバー側 メインモーター側
ワイヤハーネス不良

M+ M+ 

M- M- 

YES 

ドライバーおよびメインモーターのコネクターを接続し、

イグニッションスイッチをONにする 

コンピューターの車両側コネクターのRLY1→GND1 

端子間を短絡し,コンピューターの車両側コネクターの 

MP↔GND1端子間にバッテリー電圧をかけたとき,メ NO 
ステアリングコントロールドライバー不良

インモーターが作動するか

バッテリーの接続をMM←GND1端子間に変えたときに 

も,メインモーターが作動するか 

YES 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-156 

イグニッションスイッチをOFFにし,コンピューターのコ 

ネクターを接続した後イグニッションスイッチをONにす 

る

車両のフロント側をジャッキアップし,シフトレバーを 

5 速またはDレンジにシフトしてフロントタイヤを駆動 

する

卓速を上げていったとき,コンピューターのMP-GND1端 NO 

子間の電圧が5V以上になるか 

YES 

申速を下げていったとき,コンピューターのMM-GND1 NO 
ステアリングコントロールコンピューター不良

端子間の電圧が5V以上になるか 

YES 

正常(メインモーター内のサーキットブレーカーが過 

熱により一時的に開いた) 

8 ダイアグノーシスコード“23”を出力する 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターのメイン

モーターコネクターを切り離す

メインモーターコネクターの端子間にパッテリー電圧をか
NO ·リヤステアリングギヤASSY不良 

けたとき,ステアリングコントロールコンピューターのV 
·メインモーター不良 

K-+VE端子間の電圧が変化するか 

YES 

NO ·メインモーターレアショート 
メインモーターを駆動させたときの電流は10A以下か ※ 

·リヤステアリングギヤASSY負荷火 
YES 

NO メインモーターを駆動させたとき、コンピューターのMI 
ステアリングコントロールドライバー不良

+→MI 一端  間の電圧は0.5~2.5Vか ※ 
※ステアリングホイールが直進状態で行う 

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-157 

ダイアグノーシスコード“24”を出力する 9 

ステアリングコントロールドライバーのコネクターを切

り離す

ドライバーの車両側コネクターのM++M-端子間にバッ 

テリー電圧をかけたとき,ステアリングコントロールコン 

ピューターのVK-VE端子間電圧が次のようになるか 

NO ·リヤステアリングギヤASSY不良 
バッテリー接続 VK→VE 

端子間電圧 ·ワイヤハーネス不良 
M+ M- 

④ ⊖ ド降

( ④ 上昇

YES 

イグニッションスイッチをOFFにし,コンピューターのすべ コンピューターのMB←GND2端了間にバッテリー電圧が YES 

てのコネクターを切り離すかかっているか

NO 

イグニッションスイッチをOFFにし、ドライバーのコネ イグニッションスイッチ ONでバックアップモーターが作動 

クターを接続しコンピューターのコネクターを切り離す するか

NO YES 

·ステアリングコントロールリレー不良 

·ワイヤハーネス不良 

ステアリングコントロールコンピューター不良

イグニッションスイッチ ONで,コンピューターの車両側 

コネクターのMP←MM端子間にバッテリー電しをかけたと 

き,コンピューターの車両側コネクターのVK→VE端子間 

電圧が次のようになるか NO 
ワイヤハーネス不良バッテリー接続 VK+VE 

MP MM 端子間電圧

( → 下降

→ 4 上昇

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良

無断複製禁止 



9-158 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

10 ダイアグノーシスコード "31”を出力する 

ステアリングコントロールコンピューターのMB←GND2 YES イグニッションスイッチをOFFにし,コンピューターのすべ 

端子間にバッテリー電圧がかかっているか てのコネクターを切り離す

NO 

イグニッションスイッチ ONでバックアップモーターが作動 

するか

イグニッションスイッチをOFFにし,コンピューターの NO YES 
すべてのコネクターを切り離す

·ステアリングコントロールリレー不良 

·ワイヤーハーネス不良 

ステアリングコントロールコンピューター不良

イグニッションスイッチ ONでコンピューターのIG2端 NO 

子にバッテリー電圧がかかっているか

YES 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターのバック

アップモーターコネクターを切り離す

コンピューターとバックアップモーターの車両側コネクタ NO 

ーのそれぞれのMB端子間に導通があるか 

YES 

コンピューターの車両側コネクターのGND2端子↔ボデー NO 
ワイヤハーネス不良

アース問に導通があるか

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-159 

11 ダイアグノーシスコード "32" を出力する 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターのパック

アップモーターコネクターを切り離す

バックアップモーターコネクターのMB→GND端子間にバ 

ッテリー電圧をかけたとき,ステアリングコントロールコ 

ンピューターのVK→VE端子間電圧が次のようになるか 

NO ·バックアップモーター不良 バッテリー接続 VK ↔VE 

端子間電圧 ·ワイヤハーネス不良 MB GND 
4 ( 下降

A ⊕ 上昇

YES 

• パックアップモーターのコネクターを接続する 

·イグニッションスイッチがOFFの状態でコンピュータ 

ーのコネクターを切り離した後,イグニッションスイ 

ッチをONにする 

コンピューターの車両側コネクターのRLY2←GND2端子 NO ·ステアリングコントロールリレー不良 

間を短絡したときバックアップモーターが作動するか ·ワイヤハーネス不良 

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-160 

12 ダイアグノーシスコード“41”を出力する 

·イグニッションスイッチがOFFの状態でステアリング 

コントロールコンピューターのコネクターを切り離す

・車両のフロントをジャッキアップする

フロントタイヤをゆっくり回転させたとき,コンピュータ 
NO ·スピードメーター内スピードセンサー不良 

ーの車両側コネクターのSPI→GND1端子間に導通あり, 
·ワイヤハーネス不良 

なしを繰り返すか

YES (ABSなし) YES(ABS付き) 

イグニッションスイッチをOFFにし、コンピュ 

ーターのコネクターを接続する

フロントタイヤをゆっくり回転させたとき、コンピ イグニッションスイッチをOFFにし,ABSコンピューター 
NO 

ューターのABS←GND1端子間の電圧が0V-8V とステアリングコントロールコンピューターのコネクター

以上を繰り返すか を切り離す

YES 

フロントタイヤを回転させ,コンピューターの車両 ABSコンピューターとステアリングコントロールコンピュータ 

側コネクターのSP2+↔SP2-端子間をテスター ーの小両側コネクターの端子間に導通があるか

のHzレンジで点検したとき,“パー”が点滅または ステアリングコント
ABSコンピューター 

点灯するか ロールコンピューター

ABS FI.O YES NO 

YES NO 

·左フロントスピードセンサー不良 

·ワイヤハーネス不良 
ワイヤハーネス不良

イグニッションスイッチをOFFにし,コンピュー ステアリングコントロールコンピューターのコネクターを接

続し、イグニッションスイッチをONにする ーターのコネクターを接続する

ABSコンピューターの中両側コネクターのFLO-GND場子問 

過去に片輪のみ長時間駆動したことがあり,現時点で車速 に8V以上の電圧がかかっているか 

50km/h以上で5分以上走行しても4WSウォーニングラン YES NO 
プが点灯しないか

YES NO 
ステアリングコントロールコンピューター不良

ステアリングコントロールコンピューター不良
ABSコンピューター不良 

正 常 

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-161 

13 ダイアグノーシスコード “42” を出力する 

ステアリングコントロールコンピューターのVC→VE端子 NO 
ステアリングコントロールコンピューター不良

間に4V以上の電圧がかかっているか 

YES 

イグニッションスイッチをOFFにし,コンピューターお 

よびステアリングコントロールセンサーのコネクターを

すべて切り離す

コンピューターとセンサーの単両側コネクター端子間に導

迫があるか

コンピューター側 センサー側 NO 
ワイヤハーネス不良VC VC 

VK VK 

VE VE 

YES 

・コンピューターとセンサーのコネクターを接続する

・ステアリングアングルレシオコンバーターのメインモ

ーターコネクターを切り離す

• イグニッションスイッチをONにする 

メインモーターコネクターの端子間にバッテリー電圧をか

けてモーターを駆動させたとき,コンピューターのVK→ NO 
ステアリングコントロールセンサー不良

VE端子間の電圧が変化するか(バッテリーの接続を逆にし 

て点検する) 

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



9-162 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

14 ダイアグノーシスコード“43”を出力する 

リヤステアリングアングルレシオコンバーターの)メイン 

モーターコネクターを切り離す

メインモーターコネクターの端子間にバッテリー電圧をか
YES 

けてモーターを駆動させたとき,ステアリングコントロール ステアリングコントロールコンピューター

コンピューターのVK←VE端子間の電圧が変化するか※ 
※電圧が変化しないまたは変化が止まった場合は 

NO バッテリーの接続を逆にする。

車両側ハーネスには電圧をかけない。

·ステアリングコントロールセンサー不良 

·リヤステアリングギヤASSY不良 

·ワイヤハーネス不良 

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-163 

15 リバース2WSモードにならない 

YES 
4WSウォーニングランプが点灯しているか 各ダイアグノーシスコードの処置(P9-148参照) 

NO 

リバース2WSスイッチをONにしたとき,ステアリングコ 
NO ·4ホイールステアリングスイッチ不良 

ントロールコンピューターの2WS端子↔ボデーアース間に 
·ワイヤハーネス不良 

導通があるか

YES 

・バックアップランプスイッチ不良(M/T) 
シフトレバーをリバースにしたとき,コンピューターのBL NO 

・ニュートラルスタートスイッチ不良(A/T) 
←GND1端子間にバッテリー電圧がかかっているか 

·ワイヤハーネス不良 
YES 

時速30km/h以上で走行したとき,4WSウォーニングラン YES 
各ダイアグノーシスコードの処置(P9-148参照) 

プが点灯するか

NO 

再度リバース2WSモードの操作をしたときリバース2WS NO 
ステアリングコントロールコンピューター不良

モードになるか

YES 

正常(駆動系の負荷大のため駆動できなかった) 

“ノーマル”“スポーツ”の切り替えができない 16 

モード切り替えスイッチを“スポーツ”にしたとき,ステ 
NO • 4 ホイールステアリングスイ ッチ不良 

アリングコントロールコンピューターのMODE端子↔ボデ 
·ワイヤハーネス不良 

ーアース間に導通があるか

YES 

ステアリングコントロールコンピューター不良

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



9-164 ステアリングーリヤステアリング(4WS) 

単体点検

4ホイールステアリングスイッチ 

1 導通点検 

(1)コネクター各端子間の導通を点検する。 

基準
E1 E2 M 2WS 

モード切り換えスイッチ ○導通あり 

端子記号
切り替え M E2 

S-5-2-A 
ノーマル

スポーツ ○ 

リバース2WSスイッチ 導通あり

端子記号 2WS E1 切り替え

OFF 

ON 

ニュートラルスタートスイッチ(A/T) 

(P6-3参照) 

バックアップランプスイッチ(M/T) 

(P12-17参照) 

スピードセンサー(スピードメーター内) 

(P12-38参照) 

スピードセンサー(左フロント) 

(P8-60参照) 

ステアリングコントロールリレー

メインモーター用

1 導通点検 
DR 8 +BI DR 

(1) コネクター各端子間の導通を点検する。 1G 10 

RLYI IG 基準 IG1↔RLY1端子間· ·導通あり 

+B1←DR端子間· ·導通なし 

(2) IG1→RI.Y1端子川にバッテリー電圧をかけたとき,+B1+DR 

端子間の導通を点検する。

×0587 基 準通あり 

バックアップモーター用

1導通点検 

MIG + B2 +日2 MIG 
(1)コネクター各端子間の導通を点検する。 

基準 IG2 →RLY2端子間……導通あり [G. RLY2 

+B2+MIG端子間………導通なし 

(2) IG2→RLY2端子間にバッテリー電H:をかけたとき,+B2+MI 

G端子間の導通を点検する。 

基準 準通あり ×0587 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-165 

ステアリングコントロールセンサー

同位相側 逆位相側
1 抵抗点検 

(1) センサーコネクターのVC→VE端子間の抵抗を測定する。 

基準値2 3 5.25~9.75KΩ 

(2) センサーのレバーを動かしたとき,コネクターのVK→VE端子 

VE VK vc 
間の抵抗値が変化することを確認する。

基準 レバーを逆位相側へ動かすと抵抗値が増加する 

X0092 -3-1 

メインモーター

<参考> メインモーター不良時は,バックアップモーターとセッ 

トで交換する。
1 M+ 

1 作動点検 
2 一

注意 メインモーターは,コンバーターハウジングからはずさ 

ない。

(1) モーターコネクターの端子間にバッテリー電圧を加えたとき, 

モーターがスムースに回転することを確認する。
H-2-2 

(2) バッテリーの接続を逆にしたとき,(1)と逆回転方向にスムース 

に回転することを確認する。

バックアップモーター

<参考> バックアップモーター不良時は,メインモーターとセッ 

トで交換する。

1 作動点検 
2 GND 1 MB 

(1) モーターコネクターのMB端子にバッテリーの(f) GND 端子に 

バッテリーの(一)を加えたとき,モーターがスムースにシャフト 

側から見て左回転することを確認する。

N-2-2 
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-166 

ステアリングコントロールコンピューター

1 コンピューター点検 

(1) コンピューターコネクターのロックをはずす。 

注意 コネクターを破損させない。

(2) 各端子間の導通または電圧を測定する。 

◎ 注意 コネクターは、コンピューターに接続した状態で点検す@ 
0 
0 る。

×0588 

コネクターC 
コネクターA コネクターB 

6 5 4 2 9 8 7 5 4 3 1 2 

16 15 14 13 12 8 22 19 18 7 6 5 4 

Vd-34-2 SH-7-2 

端子 測定 テスター接続
測定条件 基準値コネクター 端子名

番号 項目 + → 

1 電圧 A1↔A22 常時 10~14V BAT 

0V-1.5V以下(約2秒間) イグニッションスイッチ OFF→ON 
電圧 A3 →A22 3 15 

(モード切り替えスイッチ "NORMAL") →10~14V 

イグニッションスイッチ OFF→ON 0V→1.5V以下(約2秒間) 
4 12WS 電圧 A4 →A22 

(リバース2WSスイッチ OFF) -10~14V 

5 BL 電圧 A5 →A22 イグニッションスイッチ ON,シフト位置リバース 10~14V 

“バー”が点滅または点灯 コ 7 SP2+ Hz A7 +-A18 走行中

8 イグニッションスイッチ ON 3.8~5.0V VC 電圧 A8 →A19 

ネ イグニッションスイッチ ON(逆位相MAX時) 3.0~4.7V 

9 VK 電圧 A9←A19 イグニッションスイッチ ON, シフト位置リバース,リバース2WS 1.5~2.9V ク スイッチ ON(ニュートラル時) 

ABS Hz 走行中 “バー”が点滅または点灯 11 All→A22 
タ

12 IG1 電圧 イグニッションスイッチ ON 10~14V A12→A22 

0V→10~14V(約1秒間) 1 13 RLY1 電圧 A13→A22 イグニッションスイッチ OFF→ON 
→1.5V以下 

0V→1.5V以下(約2秒間) A 
WARN 電圧 イグニッションスイッチ OFF→ON 14 A14↔A22 

→10~14V 

イグニッションスイッチ ON, リバース2WSスイッチ OFF 8~14V 

15 2WS 電圧 A15↔A22 
イグニッションスイッチ ON, リバース2WSスイッチ ON 1.5V以下 

イグニッションスイッチ ON, モード切り替えスイッチ“NORMAL” 8~14V 
電圧 A16→A22 16 MODE 

イグニッションスイッチ ON, モード切り替えスイッチ“SPORT” 1.5V以下 

導通 A22← ボデー 導通あり22 GND1 アース 常時
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ステアリングーリヤステアリング(4WS) 9-167 

端子 測定 テスター接続
コネクター 測定条件 基準値端子名

項目番号 4+Φ 

1 SPI Hz B1+A22 走行中 “バー”が点滅または点灯 

コ
ネ
ク
タ
ー
B
 

2 MI-+ 電圧 B2←B8 メインモーター駆動時(ステアリングホイール直進状態) 0.1~2.0V 

電圧 メインモーター駆動時(ニュートラル→逆位相) 6.5~11V 4 MM B4←A22 

5 電圧 B5 5 A22 イグニッションスイッチ ON 6.5~11.5V MS 

6 MP 電圧 B6↔A22 メインモーター駆動時(逆位相ーニュートラル) 6.5~11V 

ボデー1 MB 導通 Cl * 常時 導通あり(モーターの抵抗あり) アース

電圧 C4→C7 4 IG2 イグニッションスイッチ ON 10~14V コ
ネ

ク
タ

ー

イグニッションスイッチ ON 10~14V 

5 RLY2 電圧 C5→C7 イグニッションスイッチ ON,モーターリレーNo.1のコネクター 
1.5V以下 

を抜く

0 V--1.5V以下(約2秒間) イグニッションスイッチ OFF→ON 6 WLP 電圧 C6 -C7 c →10~14V 

ボデー7 GND2 導通 C7→ 常時 導通ありアース
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MEMO 
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